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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　暗闇を、蛍ケミ光カル棒ライトの淡い光が照らす。

　空気は古びていて、乾いたインクのような匂いがした。

　重力のないトンネルを、漂うように進む。

　俺たちは廃棄階層第二〇二四層を突破した。けれど、そこに同道していた師の姿はない。

　何もかもかなぐり捨てて、助けに戻りたい衝動に何度も襲われた。だが、師匠はそれを望まない。戻れば師匠の想おもいを踏みにじってしまう。

　振り返ることだけはやってはいけない。何度も自分にそう言い聞かせた。

「……ここは……？」

「行き止まり、だね」

　肺を満たす古びた空気が気にならなくなった頃、俺たちは円柱内部の本路の先へ進めなくなった。

「やっぱり、ここも詰まってるか」

　アルトシエルが無重力の中に浮かびながら、細いあごに手をやる。

「詰まる……？」

　俺は灯あかりの弱まってきた蛍光棒を捨て、新しいものを折って点灯させる。

　パキンとガラス膜の割れる小気味よい音がして、過酸化水素と蓚しゆう酸さんジフェニルが混ざり始める。軽く振って撹かく拌はんすると、すぐに溶液は化学反応を起こして緑色に光り始めた。

　その淡い光が照らすのは、俺たちの行き先を塞ぐ壁だ。いったいどれほどの厚みがあるのか。叩たたいてみても振動が返ってくる気配すらない。

「うん。下の階層でもそうだったんだ。階層内を塞ぐこいつのせいで、一旦外に出て円柱上部から再侵入しなきゃいけなかった」

　階層を登るこの旅は、補給のために外へ出る以外、ひたすら大隔壁を開けて先へ進むだけなのかと思っていたが、そう上う手まくは事が運ばないようだ。

「まぁ、そのおかげでヘイエ君と出会えたんだから、悪いことばかりじゃなかったけどね」

　行き止まりの壁をなでて、アルトシエルは微笑ほほえむ。

「……そうですね。先輩と出会ってなかったら、無様なガキが一人で途方にくれてただけでした」

　大隔壁の向こうへと残った師匠を想う。

　別れる最後の瞬間、息子と呼んでもらえたことがどうしようもなく嬉うれしく、そしてもう二度と呼んでもらえない現実が俺の胸を締め付ける。

　俺は充分すぎるほど師匠に色々なものを貰もらったのに、何も返せなかった。

　だけどそれは俺の我わが儘ままだった。師匠は何も後悔していなかった。

　あの階層から俺を旅立たせることこそが、師匠の望みだったのだと、今なら分かる。

　俺を厳しく鍛えたことも、最高の装備を整えて旅の用意を入念に終わらせていたことも、すべては閉鎖された階層を開く存在の来訪を確信していたからだ。

　俺とアルトシエルの出会いは偶然じゃない。そう思うには何もかもが出来すぎていた。

　閉鎖された下の階層からやってきたアルトシエルを、師匠がなぜ知っていたのかは分からない。それを知る手立てもなくなってしまった。

　真相を知っている者がいるとしたら、それはアルトシエル本人だけだろう。

「ヘイエ君……」

「先輩には感謝してますよ、本当に」

　アルトシエルのおかげで師匠は目的を果たせた。恨む気持ちなどない。

　彼女が語る蒼そう穹きゆうの良さは分からないが、この旅そのものが恩義に報いることになる。

　アルトシエルがどんな秘密を抱えていようと、彼女を蒼穹まで送り届ける。それが今の俺の生きる理由だ。

「行きましょうか。上へ登るにしても、一旦外へ出ないといけないんでしょう？」

　アルトシエルに手を差し出す。

「う、うん！　そうさ！　行こう行こう！」

　心配げに顔を曇らせていたアルトシエルは、嬉うれしそうにぱっと顔を輝かせた。

　犬がお手をするように俺の手を握ろうとして、ぴたりと止まる。そして胡う乱ろんげな目を向けてきた。

「……ヘイエ君って、ナチュラルにそういうことするよね」

「？　そういうことって何ですか？」

　蜘ク蛛モに入ってなければポンコツそのものなんだから、誘導しないでどうやって無重力の中を進む気なのか。

「むー、……なんでもない」

　何な故ぜかむくれた様子で俺の手を取ったアルトシエルを引き寄せ、本路を塞いでいる壁を蹴る。

　少し戻れば分路に入る通路があったはずだ。構造が下の階層と同じなら、そこから外へ出られる。

　無重力の中を飛ぶように進む俺の後ろを、蜘蛛の義体が追いかけてくる。アルトシエルの指示がなくとも、ある程度は自動で行動するようだ。

「本路を塞ぐあの壁の中に何があるのか、僕にも分からない。多分、その権限が僕にはないんだ」

「権限、ですか……」

「そう、僕に与えられた権限は大隔壁を開けることだけなのさ」

　アルトシエルに尋ねたいことがいくつもあった。

　なぜ大隔壁を開けられるのか、その義体はどうやって手に入れたのか、そしてどうして蒼穹を目指すのか。

　彼女の存在はあまりに謎が多すぎる。しかし、アルトシエルには恩がある。俺にとっては返しきれないほど大きな恩だ。恩人が自分から話そうとしない以上、無理に聞き出そうとは思わなかった。

　それに、俺にだって隠している秘密がある。

　いかなる傷からも再生するこの体のこと、長い間遺跡に封じられていたこと、実はまだ生まれて五年であること。

　自分自身でも整理がついていないことなのに、アルトシエルにうまく説明できる自信がなかった。

　俺たちは互いのことを何も知らない。だがそれでいいと思っている。

　彼女が俺を信じると言ってくれたように、俺も今はただ彼女を信じることにしよう。

「あそこだったな……」

　分路へ続く通路はすぐに見つかった。蛍光棒の淡い光が、広い通路の入り口を照らす。通るときにすでに目星をつけていたので、見つけるのは簡単だった。

「そこからは重力が戻るから、気をつけてね」

「ええ、分かってます」

　重力があるなら、今向かっている方向が下になるはずだ。

　体を半回転させて、足から通路に着地する。

　その瞬間、上下が逆になった。

「なっ!?」

「あ、しまった！　言うの忘れ──ぎゃふんっ！」

　着地したはずの地面は天井で、天井こそが地面だった。

　あまりに不意打ち過ぎて反応が遅れ、アルトシエルの下に体を滑り込ませるのが精一杯だった。

　受け身をとったので頭は打たなかったが、仰あお向むけになった俺の上で、アルトシエルが痛みに悶もだえている。

「いたた……鼻打ったぁ……」

「……先輩、どういうことですか」

「ごめふえーん。言うの忘れてた。一層登ると重力の向きが逆になるんだ。仕組みはよく分からないけど。天蓋が重力を発生させているのかも」

　ということは、一層登るごとに上下が反転するわけか。次の階層へ向かうためには、今度は下に降りなければならないということになる。

　それは分かった。分かったが、それより早くどいて欲しい。

　半裸のアルトシエルの重みに鼓動が乱れる。彼女のひかえめな乳房が、俺の胸板に押しつぶされて形を変えていた。

「……先輩」

「なに、ヘイエ君？」

　きょとんと聞き返すアルトシエルに、軽く息をついてから答える。

「臭くさいです」

「ふぁ!?」

「なんというか、饐すえた匂いがするというか……。発酵臭のようなものが……」

「にゃああああああっ!?　それはしょうがないだろ!!　蜘蛛の義体に入っている間は保護粘液に包まれてるんだから!!　乾いてきたらそりゃ臭くもなるよ!!」

　ギャンギャンと喚わめくアルトシエルを押しのけ、彼女のロングコートの前を閉じる。

「……なんだよもー、ほんとにもー」

　ぶつくさと口をとがらせるアルトシエルに見えないよう、俺は安あん堵どの息をついた。
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「いつまでふてくされてるんですか……」

〈……ふーんっ！〉

　重力圏へ入り、蜘蛛の中へと戻ったアルトシエルに声をかけるが、ずっとこの調子だ。

　もうすぐ分路の回廊も抜けるというのに、いっこうに機嫌が直らない。

「さっきのは、ほんの冗談です」

〈むぅ……。………ほんと？　臭くなかったかい？〉

「いや、臭かったですが」

〈なんだよ、もおおおおおおおおお!!〉

「大きな声を出さないでください」

　左手で散弾銃シヨツトガンを構えながら、蜘蛛の口をふさぐ。

　別に口から発声しているわけではないだろうが、騒ぐことの危険性は承知しているのか、アルトシエルは素直に声を落とした。

〈ヘイエ君のせいなのに、理不尽だよう……〉

「気のせいです」

　小声で不平を垂れるアルトシエルの前に立ち、周囲を警戒しながら前進する。

　未知の階層だ。そこにあるのがどんな文明で、どんな生物が住んでいるかも分からない。

　俺はアルトシエルに軽口を叩たたきながらも、警戒を緩めなかった。

　下の階層の企業連がやったように、またアルトシエルが狙われる可能性は充分にある。用心に越したことはない。

「遅れないでついて来てください」

〈むぅー……〉

　バイ・ロンとの戦いで千切れかけていた腕もだいぶ繫つながった。

　神経が再接続された右手を閉じ開きし、感覚を確かめる。

　行動を邪魔するほどの痛みはない。握力も半分近く戻っている。耐環境ＲＥＡ装甲服スーツの筋力強化があれば、射撃の反動も問題ないだろう。

　思えば、俺の体も奇妙なものだ。どんな怪我けがでも数時間休めば治癒するし、病気など一度もかかったことがない。薬物ドラツグの作用だってすぐに消える。

　師匠に拾われてからもまるで歳としをとらなかったし、体型の変化もない。スーツを着ていなければ、貧弱なガキの体のままだ。

　これからの旅、さらなる強敵が現れる可能性もある。肉体の強化が出来ない以上、戦闘技術の向上とともに、新たに得た氣の能力を高めていくしかない。

　得意は格闘戦よりも射撃だが、銃弾のストックも有限だ。拳銃は前の階層で失ってしまったし、対Ａ・物Ｍ・狙ラ撃イ銃フルや散弾銃もいずれ弾が尽きる。違う階層では銃の口径や形状も違うはずだ。

「あてになるのは、こいつくらいか……」

　右腿のホルスタに吊つるした黒い拳銃を見やる。

　牙を嚙かみあわせたような特殊な形状の銃身が鈍い光沢を放つ。発射時にはこれが展開し、重質量の弾体を高速射出するのを見た。

　師匠はこいつの弾は勝手に造られると言っていたが、その生成方法もよく分からない。

　分かっているのは、雷氣を溜ためてその力で弾体を撃てるということぐらいだ。威力の調整方法も見つけないといけない。

　初めて黒銃を撃った時の威力と反動は、思い出すだけで戦慄する。雷らい轟ごうとともに放たれた弾体の破壊力は、想像を絶するものだった。バイ・ロンを瀕ひん死しに追い込んだ時の威力は、戦車の主砲を凌りよう駕がするだろう。

　一度の射撃で腕がひしゃげて弾切れ同然になるような状態では、とてもじゃないが継戦能力に不安がありすぎる。使いこなすためにも、折おりを見て修練すべきだ。

〈ねえ、ヘイエ君、なにか聞こえない？〉

　円柱の外へ向かって進んでいると、ふとアルトシエルがつぶやいた。

　顔を上げて八眼を閉じ、遠くの音を聞き取ろうとしている。

「……？」

　アルトシエルに倣い、耳へ意識を集中させると、確かに聞こえた。小さなノイズのような音が、回廊の向こうから聞こえてくる。

「行ってみましょう。警戒は怠らないように」

〈りょーかーい！〉

　好奇心を隠せない様子で、アルトシエルが前腕で敬礼する。

　これは了解できていないと見た。

〈早く早く！　行こう行こう！〉

　嘆息する俺を、アルトシエルはずりずりと押して進んでいく。

　まっすぐ進むうち、ざぁざぁという雑音が反響を大きくしていく。

「これは……」

〈水……！　雨の音だ！〉

　通路の先に、スライド式のドアが見えた。アルトシエルが手早くハッキングして解錠する。

　ドアが開いた瞬間、冷たい風と飛沫しぶきが飛び込んできた。

「……っ!?」

　俺は思わず目を細め、機械の身であるアルトシエルが先んじて外の景色を視界に入れる。

〈……すごい……!!〉

　アルトシエルが息を吞のむ。

　雨だ。階層すべてが雨の下にあった。

　灰色の雲はつかめそうなほど近く、はるか眼下には整然とした都市が沈んでいる。

　降りしきる雨は細かい霧となり、息が苦しくなりそうなほどの湿度を発生させている。ときおり雲の中では稲妻が弾はじけ、階層を強く照らした。

「ここが、次の階層……」

　降りやまない雨に沈んだ、灰色の都市。

　そこが俺たちの訪れた、廃棄階層第二〇二五層の世界だった。

　俺はその光景に目を奪われ、そして絶望を感じた。

「ああ、やっぱり、噓うそだったんだな……」

　師匠の言っていた医療都市はどこにもなかった。目の前に広がるのは、滅びた都市の残ざん滓しだけだった。

　たとえ一緒に階層を抜けても、師匠の病を癒いやす方法はどこにもなかったのだ。

　ぽつりと呟つぶやいた言葉は、雨音にかき消されて、アルトシエルには届かなかった。

〈うわー、すごい雨だね！〉

　アルトシエルが俺の肩から身を乗り出して、外の風景を眺めている。

　気圧の差によるものか、雨とともに風が中へ吹き込んできた。

　ごうごうと吹ふき荒すさぶ雨風に髪が濡ぬれる。冷たい水の匂いが鼻先をくすぐった。

〈街が見えるね。誰か住んでいるかな？〉

「どうでしょうね。人の営みがあるようには見えませんが」

　出口から下を見やれば、現在位置が相当高いことが分かる。吹き上げてくる風に足を取られそうだ。

　遠方まで続く廃はい墟きよ群は雨によって半分以上が沈んでいて、階層全体が水没しているような印象だ。建物の構造も、この雨に対する対策が立てられているようには見えなかった。

　昔はここまで雨が降っていなかったのかもしれない。雨によって都市機能が麻ま痺ひしたと考えるのが妥当だろう。

　階層自体は意外と明るく、雨と霧越しでも遠景を見渡せる程度に視界は良好だ。しかし、人が生活しているような人工的な光は一つも見えない。

　俺の住んでいた階層ですら、棄民が必要なほど限界に来ていたのだ。他の階層がすでに滅んでいても、なんらおかしくはなかった。

　目下の問題は、この雨が俺たちにとって有害かどうかだ。

「先輩、ちょっとこの雨の成分を調べてもらっていいですか？」

〈うむうむ。任せたまえよ〉

　尊大に言うと、アルトシエルは俺の前へ移動し、雨に前腕をさらす。

〈ふむ。これは……〉

「どうですか？　汚染度が低ければいいんですが」

　俺はまず問題ない。あの重度に汚染された故郷の雨ですら俺を冒すことはできなかった。アルトシエルも蜘ク蛛モの中に入っていれば安全だろう。

　しかし飲み水には限りがある。現地で調達できるものは利用すべきだ。

　師匠のくれた棺かん桶おけ型の黒くろ匣はこには、固形食料や缶詰の他に飲料水も入っていたが、それでも節約するに越したことはないだろう。

　俺はともかく、アルトシエルが腹を下すようなことになっては哀れだ。下痢でのたうち回っている姿は、いくらなんでも見たくない。

　義体の体がどれくらい毒に弱いか分からないが、少女の姿のアルトシエルには機械的な部分がまるで見受けられなかった。食事を必要とするほど生体部品をふんだんに使っているのなら、汚染物質は害になるだろう。

　この雨水が、簡単な除染キットで浄化できるようなものなら良いのだが……。

〈Ｈ２Ｏ。完全な純水だね。空気中の僅かな不純物も含んでいない〉

「純水……!?」

　汚染されていない純水なんて、下の階層では、最高級の酒に匹敵するほど高価な飲み物だ。この水を下の階層へ輸送するだけでも、莫ばく大だいな富が築けるだろう。

〈長いこと雨が降り過ぎて、空気中の塵ちりや埃ほこりが全部下に流されちゃったのかな。蒸発するときに多少は不純物が混ざると思うんだけど……〉

　少し考えこむが、正しい解には至らなかったのか、アルトシエルは振り返って雨に濡れた腕を振る。

〈ま、仕組みはよく分からないけど。この水が安全なのは間違いないよ〉

　それが分かれば充分だ。人がいるかはまだ分からないが、都市が機能しているようには見えない。物資の補給も難しいだろうが、水の心配をしなくていいというだけでも助かる。

「分かりました。じゃあ今日はここで野営ビバークしましょう。ドアを閉じれば雨風も入ってこない。疲れを癒やしてから、明日、次の大隔壁への扉を探しましょう」

〈え？　イヤだけど？〉

　きょとんとアルトシエルは、俺の提案を断った。

「……俺の話、聞いてましたか？　外は雨風が強いから、体力を奪われるんです。それに外の文明が滅んでいるからといって、脅威がないとは限らない。俺のいた階層と同じならミュータントや古代兵器の遺物だって……」

〈ふむふむ。それは正論だね。紛まぎれもないプロの探索者としての言葉だ〉

「でしょう？」

〈だが、僕らはもう冒険者だ！　そんな理屈は浪ろ漫まんの前には通じない!!〉

　また出た。俺も冒険者になるとは約束したが、それがなんなのか未いまだに分からない。

〈冒険者はいつ冒険するの!?　「いやだから、明日──」　今でしょ!!〉

　アルトシエルの前腕が俺の腰をつかむ。そのままぐいっと持ち上げられて──

〈行くぜ！　雨の廃墟を冒険だぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!〉

　円柱の外へ飛び出した。

「……ふ、ふざけんな、このポンコツううううぅぅぅぅっ!!」

　俺の怒声は、落下する風圧でかき消された。

　雨が凄すさまじい勢いで顔に当たる。上下左右も分からないほどに強い風にもみくちゃにされながら、俺たちは恐ろしい高さから廃墟群に向かって自由落下していく。

〈こ、怖ああああああああああああっ!?〉

「怖いんなら、なんでやるんですか!?」

　行動が意味不明すぎる。

　落下先は水面だが、この高さから落下したら、地面とほとんど変わりがない。どんどん廃墟群が迫ってくる。

「糸!!」

〈は、はいな！〉

　俺の声で反射的にアルトシエルが糸を射出する。臀でん部ぶから飛び出た粘着性の糸は、高速で流れていく円柱の外壁に貼りついた。

　急激なＧがかかり、落下速度がかなり落ちる。

　探索者時代に培った距離感覚が、水面まであと二〇〇メートルであると教えてくる。

　糸がビンと張った。落下のベクトルが変化し、俺たちは振り子のように壁面へ近づいていく。

　その瞬間、ぴしりと上から不吉な音が聞こえた。見上げれば、糸の接着地点を中心に細かい亀裂が走っていた。

　建材が劣化していたのか、俺たちの重さに耐え切れず、円柱の外壁が剝はがれようとしていた。

　亀裂は急激に広がっていき、ついに重量に耐え切れなくなった壁が、貼り付いた糸ごと剝がれ落ちる。

〈うわあ！　取れたあああああ!?〉

　剝がれた糸は風にたなびき、一度は止まりかけた落下が再開する。

　俺たちは壁面にぶつかるすれすれのところを、錐きり揉もみしながら落下していく。

「そんなことは、想定済み、だ!!」

　アルトシエルと降下するとろくなことが起きない。遺跡で糸を焦げ付かせて落ちたときに学習している。

　右手で蜘蛛の尻をわしづかみにし、体幹のバランスで体勢を安定させる。

「と、ど、けぇっ！」

　左手を壁面へ伸ばす。指が震えるほど強く伸ばし──届いた。五指を引っ掛けるように壁面へ突き立てると、火花を散らして、指が壁面を削っていく。

　やはり外材は破壊不能の天蓋とは違うようだ。しっかりとつかむことが出来る。

　俺は外壁に爪痕を刻みながら、制動をかけ続ける。足裏を壁面につけて、さらに抵抗を増やした。激しく火花が散るが、漆黒の装甲服は、摩擦熱を完全に遮断している。指先と足裏が赤熱化していくが、内部にはまったく痛みがない。

　人工筋肉によって強化された腕力は、アルトシエルの重量を物ともせず、しっかり巨体をつかんだまま、円柱を滑り降りていく。

　水面まであと五〇メートル、四〇メートル、三〇……二〇…………一〇………………。

　落下が止まる。なんとか水面ぎりぎりのところで、俺たちは静止した。

　焼けた指先に雨が当たり、激しく蒸気を上げている。遅れて落ちてきた糸と壁材が、水面に激しく波紋を起こした。

　俺は目を閉じ、額に青筋を浮かばせ、アルトシエルに問いかける。

「……なにか言うことは？」

〈…………。た、楽しかった！〉

　俺は無言で、アルトシエルを水面に放り投げた。
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「ちっ。泳げたのか……」

〈泳げなかったらどうする気だったのかね!?〉

　半泣きの抗議が、あぐらをかいた俺の下から聞こえてくる。

　アルトシエルは前腕を除く六脚を大きく広げ、俺を乗せて平泳ぎのように水面を進んでいた。呼吸は必要ないのか、浮いている部分は背中だけだ。残りは水中に沈ませたまま、器用に泳ぎ続けている。

「その時は、荷物だけはなんとか回収しないと」

〈見捨てる気満々だった!?〉

　廃墟の間を縫うように泳ぎ、しばらく進んだところで、ちょうど屋上が水面のやや上に出ているビルを発見した。

　隣のビルの建材が剝がれて屋上に突き刺さり、斜めに傾かしいで屋根のようになっている。

　広さも申し分ない。ここを野営地の候補に決めて上陸した。

「ちょっとここで待っていてください」

　蜘蛛の体から飛び降りて、休む場所を検分する。

「危険物はなし。床や壁の強度も問題なさそうだな……」

　雨風は屋上に刺さった建材のお陰で防げている。アンバランスな角度だが、これ以上は倒れてこなそうだ。

　周囲の廃墟群からも離れているため、安全も確認しやすい。円柱で休めれば一番だったが、ここもさほど悪くない。

「先輩、来ても大丈夫ですよ。こっちで休みましょう」

　声をかけながら振り返ると、屋上の端で待っていたはずのアルトシエルがいない。

「……っ」

　反射的に散弾銃を抜き、姿勢を落として気配を探る。

「いったいどこへ……！」

　見回すと、すぐに居場所が判明する。屋根の裏側から、蜘蛛のでかい尻が左右に動いていた。

「……なにをやってるんですか……」

　ずりずりと重いものを引きずる音がする。何かを運んでいるようだ。

〈ヘイエ君ヘイエ君！　良いもの見つけた！〉

「いいものって……。なんだ光学素子レンズじゃないですか」

　アルトシエルが引きずってきた物、それは大型の光学素子だった。このタイプのレンズは俺のいた階層でも頻繁に見つかっていた。

「大きいな……」

　俺が見た中では一番のサイズだ。大の字になって上に寝転がってもまだ余裕があるだろう。

「こんなもの、何に使う気ですか」

　ひっくり返った巨大なレンズには、雨水が縁ふちいっぱいまで溜たまっていた。

〈おや？　見て分からないかい？〉

「ああ、そうか。飲料水にするんですね。確かに、水筒に雨を直接溜めるより効率がいい。どうせだから古い水と入れ替えてしまいましょう。下の階層の水よりこっちのほうがずっと上等だ」

〈ハズレ。ヘイエ君もまだまだだねえ〉

　ちっちっちっ、と鉤かぎ爪づめを振って、アルトシエルが小馬鹿にしたように否定してくる。

　どうでもいいが、その仕草、恐ろしく腹が立つな。

「じゃあ、何に使うんですか？」

　飲まないんなら本当に役に立たないだろう。

〈これはお風呂にするのさ！〉

「……風呂？」

　問い返すと、アルトシエルが前腕でレンズの水をかき混ぜる。

〈そうさ、見てよこのサイズ。湯船にばっちりじゃないか！　僕はもう一ヶ月もお風呂に入ってないんだよ！　ゆっくり入浴と行こうじゃないか！〉

「なんて無駄な……」

　体を清潔に保つのなら、湯につけた布で拭く程度で充分だろう。

　下の階層じゃ風呂なんて上階社員の贅ぜい沢たくだった。俺もまともに入った記憶がない。

〈入りたいの！　入る！　僕は入るぞ！〉

「子供ですか……」

　いや、あの少女の義体の姿から見れば、充分に子供なのだろう。見た目だけなら、俺のほうが歳とし上うえに見えるくらいだ。

〈元はと言えば、ヘイエ君が臭いとか言うからじゃないか……〉

「む……」

　気にしていたのか。

　悲しそうな声でつぶやくアルトシエルに、かすかな罪悪感を覚える。

「まぁいいです。それで？　どうやって湯にする気ですか？　こんな量の水を温めるほどの燃料はないですよ」

　この雨の下では、燃やせるようなものも見つからないだろう。

〈ふっふっふ……〉

　するとアルトシエルは、低く笑い始めた。実に不審だ。

〈僕は見ていた。ヘイエ君はあのバイ・ロンの攻撃をどうやって防いだかね？〉

「どうって、雷氣で鋼の鱗うろこを──ああ、ジュール熱」

　金属に電流を流せば、電気抵抗から必ず熱が発生する。それを利用して加熱するのか。

　そこらに落ちている建材から鉄筋が覗のぞいている。あれを使えば加熱装置は簡単に作れるだろう。

〈そういうこと！　ほらほら、屋根の下まで運ぶの手伝ってよ〉

「分かりました、分かりましたから、引っ張らないでください」

　俺が雷氣をどう武器にするかを考えている間に、アルトシエルは違う視点からその利用方法を見つけていた。

　氣はそのまま使うだけが能じゃない。雷氣は相当応用が利く能力のはずだ。

　改めて俺はその可能性を模索することを決め、アルトシエルの希望を叶かなえてやることにした。

　レンズをアルトシエルと一緒に雨の当たらないところまで運び、風化した壁材から鉄筋を引きずり出す。付着したコンクリートの破片をむしり取って、両端を握った。

　サビの浮いた鉄の棒をＵの字に折り曲げ、雷氣を弱く通す。

　鉄棒が徐々に赤く焼け、錆汚れガンクが燃焼して、芯鉄が顔を出した。それをゆっくりとレンズに溜まった水につけると、蒸気を噴いて水温を上昇させ始めた。

「温度、ちゃんと見といてくださいよ」

〈任せたまえ！〉

　アルトシエルは前腕で湯の温度が一定になるようにかき混ぜながら、センサーで温度を測っている。純水は不純物がないため、電流が流れにくい。感電の危険は少ないだろうが、電流が鉄棒の外へ逃げないように、慎重に雷氣を流し続ける。

〈……いま四一～四二度ってところかな。充分だよ〉

「了解」

　雷氣を止め、Ｕ字の鉄棒を湯から引き上げた。

　氣の使い方は一度覚えてしまえば、あとはイメージ次第で簡単に操作できた。師匠に呼吸法や経けい絡らくの箇所を、入念に教えてもらっていたからだろう。基礎を知らずに我流で学んでいては、こうも簡単には上達しなかった。

「…………」

　まだ元気だった師匠に鍛えられていた頃を思い出す。

　病に臥ふせるまでは、付きっきりで色々なことを教えてもらった。戦い方や探索者としての心得だけじゃない。赤ん坊のようだった俺は歩き方や言葉さえ知らなかった。

　本当の母親以上に、師匠は何もかもを俺に教えてくれた。師匠の生き様は、何から何まで俺のためだった。五年、いやきっとその前から、師匠は俺のために戦い続けていた。

　恩を返したくて、生きていて欲しくて、ずっと足あ搔がいていたのに。感謝の言葉どころか、別れの言葉さえ、何も言えなかった。

「……っ」

　割り切れ。悲しみに囚とらわれれば弱くなる。師匠は満足して逝ったんだ。後悔しないと誓ったろう。

「……風呂、先輩が先に入っていいですよ。俺は向こうで食事の準備をしてきます」

「ん？　何を言っているのかね？」

　蜘ク蛛モの中から上半身を出して、生身のアルトシエルが見下ろしてくる。

「キミも一緒に入るに決まっているだろう！」

「は、はぁ!?」

「ほら、脱ぎたまえ！」

「あ、ちょ、やめ──」

　アルトシエルが全裸のまま俺に飛びかかってくる。見えてはいけないものが目に飛び込んできて、慌てて視線を逸そらす。

　そこを背後から、蜘蛛の前腕に捕らえられた。

「あっ、くそ！」

「ええい、大人しくしたまえ！　うぶなネンネじゃあるまいし！」

「何を言ってるんですか!?」

「あ、ここがスイッチになってるのかな？　安全装置を外して、物理ボタンを押す順番で武装解除されるんだね。ふむふむ。性能のわりに古風な仕組みだねえ。面白い！」

　瞬く間に装備の外し方を学んだアルトシエルが、首筋のセーフティを外して、スーツのロックを外してしまう。

　空気が抜ける音がして、肌に吸着していたスーツがだらんと垂れ下がった。

「ほらほら！　脱いで脱いで！」

「分かった！　自分で脱ぎますから！　やめてください！」

　体温の低いアルトシエルの手が肌を這はいまわる感触に、俺は悲鳴を上げて観念した。
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　しとしとと雨が降る。

　気温が下がったのか、廃はい墟きよには白い霧が漂って、幻想的な雰囲気に包まれていた。

　むせ返るような湿気に肺が濡れる。屋根についた水滴が湯船に落ちて、綺き麗れいな雫音をひとつ奏でた。

「ふう～。お風呂はやっぱり最高だねえ……」

「…………」

「霧きり雨さめの中で入るお風呂っていうのも、なかなか乙なものじゃないかね、ヘイエ君」

「…………」

「ヘイエ君？　聞いているのかね？」

「…………」

「ヘイエ君、ヘイエ君ってば！」

「動かないでください」

　俺は苦痛をこらえるように言葉を返した。

　この顔の火照りは、湯が熱すぎるせいだ。やましい気持ちがあるからではない。断じてない。

　アルトシエルの柔らかな感触に意識を向けないよう、俺は視線を天井に向けてうめく。

「先輩……なんでこんな体勢で入らなきゃならないんですか……」

「仕方がないだろう。二人で入るには狭いんだから。深さもそんなにあるわけじゃないし」

　そう応えるアルトシエルは、寝そべった俺の体の上だ。全身を密着させて、抱きつくように俯うつぶせている。
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「二人とも肩まで浸つかるには、この方法しかないじゃないか」

「だから一人ずつ入ればよかったでしょう！」

　怒鳴ると密着した体が擦れて、俺の口から変な悲鳴が出た。湯船の心地よさなんてまるで分からない。とにかくここから早く出たかった。

「裸の付き合いって大事じゃない？　親交を深める一番の方法だと思うよ」

「聞いたことありません、そんな風習」

「いやあ、昔の人は良いことを言ったもんだねえ。僕らの仲もぐっと深まったんじゃないかね？」

「さあ、どうでしょうね」

「もー、本当にキミはつれないなぁ」

　空とぼけて答えを躱かわす。アルトシエルは頰ほおを膨らませた。

「じゃあそろそろ体も温まったことだし」

　アルトシエルが体を起こして、むこうを向いた。

「風呂から上がるんですね。そうしましょう」

「違うよ。頭を洗うのだよ」

「はぁ……」

「ほらシャンプーとボディーソープもあったよ。粉末だけど」

　いつの間に黒くろ匣はこを漁あさっていたのか、パッケージされた使い切りの洗剤を渡してくる。

「ほら、洗って洗って」

「いや、俺は別に洗わなくても……」

　今までもわざわざ洗剤を使って体を洗ったことなんてない。そこまでせずとも、人間の体には自浄作用がある。高級な耐環境ＲＥＡ装甲服スーツには、老廃物を吸収してくれる内膜もついているくらいだ。おそらく黒いスーツにも同等以上のものが装備されているはず。

「ちがーう。僕の頭を洗って、と言っているのだよ」

「…………。はぁ!?　なんで!?」

「言わなかったっけ？　僕は箱入りだったからね。体を自分で洗ったことなんてないのだよ」

　どこの上流階級の出だったんだこいつは。常識がないのは分かっていたが、まさかここまでとは。

「はーやーく！　先輩命令だぞ！」

「はぁ……分かりましたよ」

　髪くらいなら、まあ良いだろう。

　アルトシエルは背中を向けているので、長い髪に隠れた裸体はほとんど見えない。さっきの状況よりはずいぶんましだ。

　シャンプーの粉末を手に広げ、湯と混ぜるとあっという間に泡立った。

「洗いますよ」

「力入れないでね！」

「はいはい」

「泡が目に入らないようにしてね！」

「はいはい。……ったく、注文が多いな……」

　泡をアルトシエルの頭頂部に載せ、頭皮を揉もむように洗っていく。

「ん……ふぁ……ぁ……」

「変な声ださないでください」

「変な声ってなんだよう……ん……」

　気持ちよさそうな様子で、アルトシエルはおとなしくしている。

　白銀の髪は透き通るようになめらかで、指の間を通るときは冷たささえ感じた。

　俺は少しずつ後ろ髪を持ち上げていき、アルトシエルの頭に乗せて髪全体を揉み洗う。

　のぞいた肩は今にも折れそうなほどに弱々しい。この華きや奢しやな体のどこに、果ての見えない偉業に臨む熱量があるのだろう。

「ヘイエ君、頭洗うの上手だねえ……」

「そりゃどうも」

　湯船の外に頭を出したアルトシエルの上から、手ですくった湯をかけて泡を洗い流す。

「終わりましたよ」

「あー、気持ちよかったー。義体になっても、感覚って変わらないものだねえ」

　アルトシエルは上気した頰ほおで微笑ほほえんでくる。とても造り物とは思えない、愛らしい笑顔だった。

「……そうですか。じゃあ、そろそろ上がりましょうか」

「いやいや、洗ってもらってばかりじゃ悪いからね。僕もヘイエ君を洗ってあげよう」

「結構です」

「その結構を断つ！」

「うわ、こっち向かないでくださいよ！」

　シャンプーを泡立たせたアルトシエルが立ち上がるので、慌てて向こうを向いた。

「隙あり！」

　アルトシエルの両手が俺の頭をつかむ。

「そーれ、わしゃわしゃー」

「もう、好きにしてください……」

　俺はげんなりとうめいて、アルトシエルのなすがままに任せる。

「おかゆいところはありませんかー？」

「なんです、それ」

　妙な言い回しが変に笑えた。

　それにしても下手くそな洗い方だ。力加減もまるで分かっちゃいない。

　なのに、なぜか心地良い。それはきっと誰かの洗い方にそっくりだからだろう。

　昔、それこそまともに箸も握れなかった時分、師匠に盥たらい桶おけを風呂がわりに、頭を洗われていたことを思い出した。

　師匠もこんなふうに下手くそな手つきで、俺の頭を洗ってくれた。

　何も分からずぼんやりと見上げる俺に、師匠は優しげに微笑んで、俺はそれを見てとても安心したんだ。

　でも、師匠はもういない。もう死んでしまった。俺のせいで。俺が弱かったせいで。

「……っ……」

　湯船に水滴が落ちた。

　違う。これは涙なんかじゃない。

　俺は師匠の死に納得したんだ。俺は前を向かなきゃならないんだ。俺は悲しんじゃいけないんだ。

　俺は──

「ヘイエ君」

「っ……なんですか？」

「雨の音、大きいね」

「……そう、ですね……」

　アルトシエルは一言そうつぶやいただけで、俺もただうなずくだけだった。

　うつむいた視界が、滲にじんでいく。

　髪を洗う音と、静かな雨音だけが、灰色の廃墟を包んでいた。
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　黒匣の重い蓋を開けて、固形食料と缶詰をいくつか選んだ。

　味気ない食事だが、温めればそれなりに食えるものにはなるだろう。

　折りたたみ式のガスバーナーコンロを拡ひろげ、中火で点火する。缶詰のタブを引き上げて、そのまま乗せて直じか火びで温める。コンロと缶詰の間から洩もれる火に、固形食料を近づけてじっくりと炙あぶった。

　外側の硬シユ膜ガー糖コー衣トが、甘い匂いを漂わせながらきつね色に焦げていく。熱を上う手まく通せば、中のクッキー生地にクリームが溶けこんで、嚙かんだ時になんとも言えない甘じょっぱいスープがあふれてくるのだ。

「ヘイエ君ヘイエ君、この缶詰はなに？　こっちも良い匂いがするね」

　半乾きの銀髪を耳にかけて、アルトシエルが身を乗り出してくる。着るものがないため、相変わらず俺のロングコートが服代わりだ。

「十脚豚の東トン坡ポー肉ロー。甘辛いタレで長時間煮込んで作る肉料理です。こっちの缶詰はビタミンを添加した印プリ刷ント野ベジ菜タブルの酢漬け。酸味もあってちょっと苦いんですが、甘い肉と交互に食べると美味うまいですよ」

「へーっ、へーっ！」

　アルトシエルは目を輝かせて、缶詰が煮えていくのを見守った。

　缶詰の中で白く凝こごっていた脂が徐々に溶け、食欲をそそる匂いが湯気に乗って漂ってきた。

「……先輩、蜘ク蛛モの中に戻らなくて良いんですか？　食事ならあっちでもできるでしょう？」

「む、ヘイエ君はこんな美少女と食事できるのが嫌だというのかね」

「自分で言いますか……」

　実際、アルトシエルは美しい容姿をしている。黙っていれば、それこそ神が創造した彫像のようだ。

　会ったばかりの頃は美少年だと言っていたような気がするが、あれはどういうことだったのだろう。性別不明のあの時から、なぜか俺はアルトシエルを女だと思い込んでいたが。

「そんな格好で外に出てて、風邪をひかないかってことですよ」

　アルトシエルは俺のコートを羽織っただけで、裸同然だ。

　頻繁に蜘蛛から出てくるようなら、この階層で服を調達できればいいのだが。

「風邪？　はっはっは、何を言っているのかね。この体は義体だよ？　人間のように見えても、ほとんど人工の──へぷちっ」

「あーもー……」

　鼻から垂れた鼻水を拭いてやる。

「ゔー……ケルニスめ……。こんなところまでリアルに作らなくていいのに……」

「ケルニス？」

　初めて聞く名だった。

「この義体と蜘蛛を作った技師だよ。自称全階層一の人形師。胡う散さん臭くさいおっさんだけど、まぁ、いいやつだったよ」

「……そうですか」

「ん？　気になる？　気になるかね？　僕の昔のことが」

「いえ、別に」

「言うと思った」

　へへ、と鼻を赤くして笑うアルトシエルに、少しまじめに答える。

「先輩は先輩でしょう。何者かなんて関係ないし、過去なんて別に話してくれなくていい。その姿でも蜘蛛の姿でも、俺にとっては同じですよ。あんたはもう俺の相棒だ」

「……！　……う、うん。……あの……ありがと」

　アルトシエルは消え入るようにつぶやき、うつむいてしまった。

　最初に沸かしてあったポットの湯をステンレスのカップに注そそぎ、茶色の錠剤を一粒入れる。ミネラルやビタミン、カテキンなどを固めた薬剤だ。簡単な殺菌解毒効果もある。

　細かい泡を出しながら錠剤は溶け、純水のお湯は琥こ珀はく色いろの液体へと変化した。

「どうぞ」

「これは？」

「お茶、ですね。味も匂いも合成香料の偽物ですが」

「うん……。でも、いい香り」

　両手でカップを包みこみ、その温かさに沁しみ入るように、アルトシエルはゆっくりと琥珀色をすすった。

「出来ましたよ」

　コンロの火を止め、缶詰の肉にフォークを二本突き刺す。

「食事もひとりで出来ないとか言いませんよね？」

「馬鹿にするない。ご飯くらい食べられるよ！」

　持ち上げた東坡肉のブロックに、アルトシエルはいきなりかぶりついた。

「あつっ、はちゅい！」

「当たり前でしょうが……」

　やっぱりポンコツだった。

　アルトシエルはふうふうと息を吹きかけ、しっかり冷ましてから再度かぶりつく。

　脂の乗った柔らかい肉が、小さな前歯に嚙かみ切きられ、ぷるんと揺れた。

「お、おいひぃ～」

　とろけそうな表情で、アルトシエルは東坡肉を咀そ嚼しやくする。煮汁が口端から垂れていて、実に間抜けな姿だ。

　その様子に満足し、俺は炙あぶった固形食料を囓かじる。

　香ばしく焼けた表面が割れて、溶けたクリームとビスケットが口の中に飛び込んできた。

　やはり美味うまい。ジャンクなこれが俺の密ひそかな好物だ。廃液由来だなんてちっとも気にならない。

「……う、ニガ……」

　緑に染まった舌を出して、アルトシエルがうめく。付け合わせの漬物は、子供舌には合わなかったようだ。

　冷めたお茶でごくごくと口の中を濯すすぎ、一息ついたアルトシエルの動きが止まる。

「……ヘイエ君」

「？　なんですか？」

「あれ……」

　アルトシエルがフォークで指差した方向を振り返り──そこに小さな人影が立っていた。

　油断していたわけではないが、雨音で気配に気づかなかった。

「誰だ!?」

　アルトシエルの前に立ち、散弾銃を人影に向けて誰すい何かする。

　俺の声には応じず、霞かすんだ人影はゆっくりとこちらへ歩いてきた。水に濡ぬれた小さな足音がぺたりぺたりと近づいてくる。

「止まれ！」

　鋭く停止を命じるが、人影の歩みは止まらない。

「っ……！」

　撃つ。小さな人影へ向けて狙いを定め、引き金に指をかける。

「待って！　ヘイエ君！」

　後ろから飛びかかってきたアルトシエルに押されてつんのめった。

「うわっ」

　思ってもみなかった方向から抱きつかれ、俺のバランスは簡単に崩れた。

　俯うつぶせに折り重なって倒れた俺たちの前に、人影の足が見えた。

　アルトシエルと二人で見上げたそれは、

「……子供？」

　幼い子供だった。びしょ濡れになった髪を肌に張り付かせて、人差し指をくわえている。

　ブカブカのタンクトップをワンピースのように着ているだけで、他には何も身に着けていない。その姿は、下層でよくいた浮浪児を思い出させた。

「……なにか用か？」

　敵意は感じない。この階層の住人か。しかし、こいつはどこから来た？　四方は水に囲まれているはずなのに。

「答えろ」

　俯せたまま視線を上げて銃を向ける。その上から頭にのしかかられた。

「駄目だってば」

　アルトシエルが俺を押さえつけたまま立ち上がって、小さな子供に目線を合わせる。

「こんにちは。僕はアルトシエル。こっちの黒い子はヘイエ。君の名前を教えてもらってもいいかな？」

　アルトシエルの問いにも、子供は指をくわえたまま、ぼーっと眺めてくるだけだ。

　年齢的には五～六歳といったところか？　もしかするとこの階層に住む人間の特徴なのだろうか、髪の色素が薄く青みがかっている。

「……………」

　子供は何も応えない。俺はイライラしてきたが、アルトシエルは微笑みを浮かべたまま、根気よく返事を待つ。

　たっぷりと時間をかけて、子供は小さく口を開いた。

「……ミウ」

「ミウちゃんか、よろしくね。ミウちゃんはどこから来たの？　お父さんかお母さんは近くにいないのかな？」

　アルトシエルは優しく声をかけ続ける。

　子供の扱いを心得ているのか、その様子は手慣れているように見えた。

「…………」

　ミウと名乗った子供は、鼻をひくひくと動かし、その視線はアルトシエルから離れて、俺の左手へ移る。

　食いかけの固形食料を握ったままだったことを思い出した。

「…………。……食うか？」

「……………」

　俺の問いかけに、子供は小さく腹を鳴らすことで答えた。

　それが、しばし旅の道連れとなる少女、ミウとの出会いだった。







[image: 02 泡沫少女／Den Lille Havfrue]




「……なんで俺がこんなことを……」

　東トン坡ポー肉ローをフォークで切り分ける。柔らかい肉はホロホロと簡単にくずれて、子供が一口で食べられるサイズになった。

〈ヘイエ君が蜘ク蛛モに入れって言うからじゃないか。流石さすがにこの手でその子の世話をするのは無理だよ〉

　蜘蛛型義体の中へ戻ったアルトシエルが、開いた鉤かぎ爪づめを回転させて答える。

　蜘蛛に戻らせたのは当然の判断だ。この幼児がまだ何者かも分からないのだから、弱々しい少女の姿のままでいるのは危険すぎる。蜘蛛の装甲なら、不意を襲われても対処できるだろう。

　俺個人としては、色々な意味でその姿のままでいて欲しい。

「ったく。……ほら、あーん」

「……あー……」

　大きく開けた幼児の口へ、肉を刺したフォークを押しこむ。

「……はむ……」

　もぐもぐと咀そ嚼しやくするその顔は無表情だが、青白かった頰ほおに赤みがさしてくる。

「あーん」

「あー……」

　飲み込むたびに、繰り返し肉を食わせ、合間にお茶も飲ます。

「野菜も食え。ビタミン豊富だ。あーん」

「あー……」

　嫌がらずに食べた。ポリポリと音を立てて嚙かんでいる。

　よしよし、こっちのポンコツお子様とはひと味違うようだ。あとで褒美に肝油飴あめをくれてやろう。

〈ぷっ。くすくす……〉

「？　なんですか、先輩」

　含み笑いをするアルトシエルを胡う乱ろんな目で見上げる。

〈だ、だって。あーんって、あーんって。ヘイエ君のイメージと違うっていうか……くふふふふふふ〉

「なっ!?　べ、別におかしくはないでしょう！」

　師匠を思い出して、同じことをやっていたつもりなのだが、アルトシエルにはそれが滑稽に映ったらしい。

　急激に顔が赤くなるのを感じて、俺はアルトシエルに背を向けた。

「先輩はもう飯抜きです」

〈ちょっ、あっ！　ごめーん！〉

　平謝りするアルトシエルを無視して、ミウとかいう幼児に食事の続きをさせようと振り向くと、ぽすりと胸に倒れこんできた。

「お、おい……」

　小さな体がずりずりと下がっていくのを、思わず抱きとめる。

　ミウは目を閉じて、子供特有の大きな鼻息を、規則正しく繰り返していた。

〈寝てるね……〉

「……疲れていたんでしょうね。先輩、背中貸してください」

〈おっけ。バッチリ乾いてふさふさだよー〉

　アルトシエルが変テク色スチ質感ヤ・ス迷彩テルスを起動させる。本来とは違う使い方がすっかり定着してしまった。

[image: ]

　柔らかい毛のベッドにミウを抱き上げて寝かせ、アルミ蒸着式のブランケットを掛けてやる。これは紙のように薄いが、代謝熱を反射して効率よく保温してくれるのだ。

「片付けをするので、先輩は警戒をよろしく」

〈まっかせて……！〉

　ミウを起こさないよう、アルトシエルは小声で張り切る。

　水はいくらでも降ってくる。食器を洗うのは容易だ。カップやフォークを洗ったあとは、缶詰の中に固形食料やシャンプーなどの空きパックを放り込み、まとめて握りつぶす。

　強化された握力は、ゴミをまとめて小さなボール状に圧縮した。壁の隅へ放って、片付け完了だ。

「終わりました。見張り替わります。先輩も寝てください」

〈うん……ありがとう。ヘイエ君も、ふぁあ……背中で休みながらに、したら？〉

　すでに半分眠りこけている様子で、アルトシエルが応える。

　腹がいっぱいになったら眠くなる。こいつも子供と一緒だな。

「いえ、俺はこっちで」

　伏せたアルトシエルの足の間に潜り込み、片膝を立てて座る。壁材の色に変化した長毛がちょうどいい隠かくれ蓑みのだ。

〈ふぁ……おやすみ……。ヘイエ君……ミウちゃん……〉

「おやすみなさい」

　雨あま霧ぎりに煙った廃はい墟きよには、雨の音だけが囁ささやき続ける。

　俺は抜いた黒銃に雷氣を込めながら、片膝を立てて周囲の警戒を開始した。
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　六時間は経過しただろうか。

　単ソ独ロ探・索ラグ者マン時代に、体を休めつつ周囲を警戒する半睡眠には慣れていた。充分すぎる休息だ。

　休みながら内臓に負担のかからないレベルで、黒銃に雷氣を込め続けていたが、満杯になった気配はない。込めた分だけグリップに吸収されていく。

　感覚での話だが、この状態でもバイ・ロンを破った時の威力を出せる程度は溜たまっているだろう。

　もし容量限界まで雷氣を溜めて放ったらどうなるのか、想像するだけで恐ろしい。

　自分の銃となってまだ一日も経過していないというのに、まるで何年も使い込んだように、グリップは俺の手に馴な染じんだ。おそらくこれは発掘される前に俺が使っていた銃なのだ。黒いスーツも同じだろう。あまりに俺の体に馴染んでいる。

　前の俺はどんな人間だったのだろう。この強大な武装を使って何をしていたのか。その記憶も、いつか取り戻せる時が来るのだろうか。

「考えてもしかたがない、か」

　過去の記憶がなくとも、生きていける。特に知りたいとも思わない。

　失った自分の過去を思い返すより、今やれることを積み重ねて、俺の人生を始めていこう。

「師匠。俺は大丈夫だ」

　泣いてすっきりしたわけでもない。師匠のことは生涯忘れないだろう。それでも、自分の弱さを責める気持ちは、前へと進む力に変わっている。

「こいつのおかげだな……」

　蜘蛛に収まったアルトシエルの巨体を見上げる。

　無邪気でとぼけた冒険者。臆病なくせに、はち切れそうなほどの好奇心で溢あふれている。俺がいなければ、すぐにどこかで野垂れ死ぬだろう。この無茶で無謀な相棒を守ることが、俺にできた新たな役目だ。

「その前に、こいつを親のところへ届けないとな……」

　アルトシエルの背中から、ミウの寝息が聞こえてくる。

　みすぼらしい格好。満足に洗っていない体。欠食している様子もあった。

　この雨に沈んだ廃墟でなぜ独りでいたのだろうか。流石さすがにもう敵性存在とは疑っていないが、今度はこの階層に疑問が出てくる。少なくともこの周辺に人の気配はまるでしない。ミウの家族はどこへいったのだろう。

　この幼児をアルトシエルが放っておくとは思えない。短い付き合いだが、彼女の趣味嗜し好こうは把握した。お人ひと好よしの冒険者が子供を見捨てるという選択を取るはずがない。親なり家族なりを見つけるまで、この階層を出ないぐらいのことは言いだしそうだ。

「まあ、いいさ。旅の船頭は俺じゃない」

　目的はアルトシエルが作ってくれる。そこに危険があるなら、排除するのが俺の仕事だ。

　ガスコンロに乗せていた鍋の中身をかき混ぜる。

　湯に固形スープを溶かし、人工澱でん粉ぷんを麵状に乾燥させたものを放り込んだだけの即席ヌードルだ。味気ないものではあるが、探索中に食べるメニューとしてはこれでも上等な方だ。

　故郷の基準で言えば、使っているこの水だけで高級料理一食分だ。こんな贅ぜい沢たくな即席麵を食べるのは、俺が初めてかもしれない。

　くぅ、と小さく腹の鳴る音がした。

「……起きたか」

　気がつけば、いつの間にか目を覚ましたミウがこちらを見下ろしていた。大きな瞳と目が合うとさっと隠れてしまう。

　警戒されているようだ。さっきは俺の手ずから飯を食っていたくせに現金なやつだ。小動物か何かを相手にしている気分になった。

〈ふぁぁぁ……。おはよう、ヘイエ君、ミウちゃん〉

　蜘ク蛛モの口を大きく開けて、アルトシエルがあくびをした。のびをするように前足を伸ばす。義体の身でその動作に意味はあるのだろうか。

〈なんだかいい匂いがするー〉

　アルトシエルが喜色を声に乗せて振り返る。その頭の上にはミウが同じように寝そべっていた。

「粉フエン絲シー湯タン、麵料理の一種です。……ろくな具は入っていないですが」

〈美お味いしそー！　ね、ミウちゃん！〉

　ミウはコクコクと首を動かし、同意を返してきた。

〈今度は僕がミウちゃんのお世話をするね〉

　言うが早いか、蜘蛛の中からアルトシエルが飛び出してきた。ミウに対する警戒を解除したことはまだ伝えていないはずなんだが。

「先輩はもう少し恥じらいというものをですね……」

「え？　なんか言った？」

「……もういいです」

　嘆息して、全裸のアルトシエルにコートを渡す。

「ご飯食べたら、ミウちゃんもお風呂に入れたげたいな」

「それは先輩が入りたいだけでしょう」

「そんなことないよねー。ミウちゃんも入りたいよねー」

　よく分かっていない様子で見上げるミウを、アルトシエルは膝に座らせる。

　あとで風呂の湯を温め直さないと。実際ミウの頭からは、濡ぬれた野良犬みたいな匂いがした。

　臭いのはまとめて風呂に入れてしまおう。
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「雨、やまないねぇ……」

　風呂上がりで髪から湯気を立たせるアルトシエルが、同じく垢あかを落として小奇麗になったミウを膝に乗せて、外の雨を眺めている。

「あめ？　あめはやむの？」

　ミウが顔を上げて、不思議そうにアルトシエルに問う。二人して一つのコートの中に収まっているので一体の珍妙な生物のようだ。

「んん？　ミウちゃんは、雨以外の天気を知らないのかな？」

「……？　うん」

　こくりとミウはうなずく。

　どうやらこの階層の雨は、ミウが知る限りずっと降り続けているようだ。雨が止やむのを待って探索を開始する予定は変更だな。

　俺は二人から離れた場所で、針仕事をしながら会話に口を挟む。

「先輩、糸が足りないです。もっと出してください」

「ん、任せたまえ。[image: ]」

　アルトシエルが蜘蛛に小さく圧縮言語で命令すると、蜘蛛が尻から半液体の太い糸を排出する。

　二液混合式の合成タンパク質で作られたこの糸は、よく伸び、丈夫で、水をはじく。液の混合比で粘着力の調整までできる優れものである、とはアルトシエルの弁だ。熱に弱いのが難点だが、今回の作業においては問題ない。

「ヘイエ君、さっきから何を作ってるのかね？」

「簡易の傘ですよ」

　ビルの壁材から取り出した細い鉄骨を折り曲げ、それを骨組みに糸を引っ張って薄く伸ばし、縫い付ける。アーチ状のこれを蜘蛛の背中に取り付ければ、屋根のように雨から身を守ってくれるだろう。

「あと、これもどうぞ」

　黒くろ匣はこの中には、用意の良いことに裁縫キットも入っていた。

　傘を作るときに余った端材で、女たちの衣服を何セットか作っておいたのだ。

　こいつらと来たら、一人は全裸で、一人はみすぼらしいタンクトップという、文明のかけらも感じない格好をしている。

　チラチラと目のやり場に困るものが見えて、非常に困る。下着程度の簡素なものだが、ないよりはよっぽどマシだ。

「ほえー。ヘイエ君は器用だねえ。デザインもなんか凝ってるし」

　白い下着を引っ張って伸ばしながら、アルトシエルが感心している。

「師匠がズボラの極みだったんで、料理裁縫を覚えないとやっていけなかったんですよ……」

　サイズは測れないので適当だが、伸縮性のある蜘蛛糸製だ。着られないということはないだろう。密着するから、アルトシエルが蜘蛛の体に戻るときも邪魔になったりはしないはずだ。

「遊んでないでとっとと着替えてください。その間に傘を付けておきます」

「りょうかーい。そしたら冒険に出発だね！」

「ぼうけん？」

　よく分かっていないミウが、下着を頭に乗せてぽかんとしている。

　それはそうやって付けるものじゃない。

「そうさ！　冒険だよ！　未知の場所へ自分の足で踏み入り、自分の目と頭で謎を解き明かす。そうやって自分の手で自分だけの宝物を手に入れるんだ！」

　こいつは冒険の話になると、途端にはしゃぎだすな。

「ミウも、一緒……？」

「もちろんさ！　僕らと一緒に探検しよう！」

　父親と母親を探すという言葉を、アルトシエルは使わなかった。最初にそのことをミウに問うた時、答えようとしなかったことに何かあると感じ取ったのだろう。

　こんな幼い子供が、たった一人でこの廃はい墟きよとなった街にいるなど、あまりに不自然だ。

　すんなりと家族を見つけられるとは思わないほうが良いだろう。




　　　†　　　†　　　†




　即席の傘に雨音が反響する。ときおり廃墟から大粒の水滴が落ちてきて、小太鼓のような音を鳴らした。

「さて、どこに向かおうか」

　蜘蛛の背に乗ったアルトシエルが言う。俺がその後ろに腰掛け、ミウは先頭でアルトシエルに抱きかかえられている。

「俺としては、次の階層の扉を先に見つけておきたいんですが」

「それは後でも出来るじゃないか。そんなことより冒険だ！」

　力強く語るアルトシエルに、俺は嘆息するしかない。

「分かりました。ミウの知り合いを探しつつ、物資の補給ってことでいいですね」

「浪ろ漫まんのない言い方だなぁ。僕らは宝物を探すのだよ！」

「たからもの……」

　合体するのが気に入ったのか、前を閉じたコートの中からミウが顔を出している。

「そう、宝物！」

「たからもの、ほしいの？」

「うむ！　欲しい！」

　アルトシエルは鼻息荒くうなずく。

「俺は弾薬と食料が欲しい」

「夢がない！」

「夢より明日の生活の心配をしましょう」

「浪漫があってこその冒険者なのに！」

「それは先輩に任せます。先輩が上を見てる間に俺が下を見てれば、バランスが取れていいでしょう」

「むー。僕としては同じ方向を向いててほしいんだけどな」

「上だけ見てたらすっ転びますよ」

「もー。ああ言えばこう言うんだから……」

「そっくりそのままお返しします」

　俺たちのやり取りをぽかんと見上げていたミウとまた目が合う。すぐに目を逸そらされた。腹が立ったので頭をわしわしとなでてやった。

「よし！　冒険第一弾は、あの大きな建物にしよう！　あんまり壊れてないし、なにかあるかも！」

　アルトシエルが指差した方向に、水没した建物を発見する。大半が水に沈んでいるため高さはそれほどではないが、横に広く奥行きもある。

　目立つ建物には人も集まっているかもしれない。探索する価値はある。

　アルトシエルの命令言語に従って、蜘蛛がその泳ぐ速度を上げ、建物に接岸する。

「む、窓からだと蜘蛛が入れないね」

「壊せば入れないこともなさそうですが」

　外開きの窓は人が入るには充分な広さだったが、蜘蛛の巨体はさすがに通れそうになかった。

「やめておこう。誰か住んでるかもしれないし、壊したところから建物が崩れちゃうかもしれない」

　そこまで風化しているわけでもなさそうだが、争いの種になりそうな行動は控えておくほうが良いか。

　蜘蛛の背中を蹴って、少し高い位置にある窓枠へ飛び乗る。

「何回も言ってますが、先頭は俺、余計なものには触らない、伏せろと言ったらとにかく伏せる。良いですね？」

　銃を抜いて入った部屋をクリアリングしてから、窓から手を出して女たちを引っ張り上げる。

「はいはい」

「……はいはい」

「真ま似ねしなくていい」

　アルトシエルとミウは手を繫つないで、その前を俺が警戒しながら進む。

　建物の内部の間取りは広く、多くは商品棚が整然と並んでいた。

「商業施設か……」

　俺の住んでいた下げ階かい街がいでは、増設に増設を重ねた雑居ビルの一階に小さな店舗が入っている程度のものだったが、ここは一つの建物全体を使い、あらゆる商品を販売していたようだ。

　多くはすでに持ち去られた後のようだったが、フロアごとに衣類や食器、調度類などが展示されてあった。差し詰め百貨店と言ったところか。

　施設の作りや並んでいる商品の質から言って、相当に裕福な階層だったのだろう。

「誰もいないねぇ」

「放棄されて久しいようですね。鉱石もちらほら自生してる。年単位で人の手が入っていないようです」

　壁の隅や天井に鉱石が群生して、淡い光を放っている。外の雨は変わらず窓を濡らし、そこから灰色の光が差し込んでいる。

「ふむ、つまりなんでも取り放題」

「いやまぁ、そうなんですが」

　持ち主もいなければ、利用するものもいない。誰も咎とがめはしないだろうが、何を持っていく気だ。

「ミウちゃん行こう！　お宝探しだー！」

　言うが早いか、アルトシエルはミウの手を引いて先へ進んでしまう。

「やっぱりな……」

　数分前に言った警告は、すっかり忘れてしまったらしい。

　他者の気配はまるでないし、目に見えるところにいるのなら大目に見てやろう。

　俺としても食料品コーナーに残された缶詰などに興味があった。傷んでいるものもあるだろうが、この階層の食料は全てパッケージングされてあって、外へ腐敗臭が漏れ出しているものはなかった。

「あっ、ミウちゃん、絵本があるよ。一緒に読もう」

「うん……」

「お、これは冒ぼう険けん譚たんか。いいね、僕の好みだよー」

　カラフルな玩具おもちやが並ぶコーナーから届いてくる女たちの楽しそうな──と言っても騒いでいるのはアルトシエルだけだが──声を聞きながら、俺は持っていく食料を厳選していく。

　違う階層に来れば、使用する言語や文字なども変わるのかと思っていたが、缶詰に表記してある文字は問題なく読めた。

「──こうして二人の旅人は、お姫様をさらった悪い魔物をこらしめ、みんなに感謝されたのでした。めでたしめでたし」

「おひめさま、かわいい……」
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「可愛かわいいねー。旅人も格好良かったねー」

「うん……」

「そうだ！　ミウちゃん、ちょっとあっちへ行こうよ！」

　コーナーの角から、アルトシエルたちが手を繫いで歩いて行くのが見えた。

「あまり遠くへ行かないでくださいよ！」

「分かってるよー！」

　アルトシエルは手をぶんぶんと振って、違うコーナーへ向かっていく。俺はその様子を嘆息しながら眺めて、ふと違和感に気づく。

「妙だな」

　調べたところ、生活していくには充分な量の食料があった。ここにいれば雨風もしのげるし、住居としては申し分ないだろう。

　なのに誰もいない。

　他にもこういった施設があって、そちらのほうが住みやすいからという可能性もあるが、散らかり方を見るとそういったようにも見えない。

　目で散らかった形跡をたどり、当時の状況を推察する。

　争ったような形跡はないのに、食料はやけに床に散らばっていた。それは慌ただしく持ち出したからだろう。取るものも取りあえず、まるで何かから逃げ出すように、住人はここを放棄したように思える。

「都市の荒廃は、雨だけが原因じゃなさそうだ」

　少し嫌な予感がした。

「ヘイエ君、来て来て！」

　一度意見をまとめようと、アルトシエルの呼び声をたどると、衣類が並ぶコーナーへたどり着いた。

「先輩？　どこです？」

「こっちこっち」

　アルトシエルの声は、カーテンで区切られた小部屋の中から聞こえた。

　近づくと勢い良くカーテンが引かれ、両手を広げたアルトシエルが、そしてその前でもじもじとしているミウが立っていた。

「どうかねどうかね？　すっごく可愛くないかね？」

　肩に手を置かれるミウは、フリルの付いたブラウスに短めのティアードスカート、黒いタイツに革のブーツを履いている。

「…………」

　じっと上目遣いでこちらを見てくるミウに俺は一言。

「センスが悪い」

「ぎゃふん！」

　ショックを受けるアルトシエルは放っておいて、俺は棚においてあった櫛くしとピン、それからリボンを取る。

「ちょっと向こうを向いてみろ」

　伸びっぱなしの髪に櫛を通してからリボンを結び、ピンで留とめてやる。服が良くても髪がボサボサのままでは片手落ちだ。一度洗ってやった髪は、素直に後ろでまとまった。

「鏡を見てみろ、こっちの方がいいだろ？」

　小部屋に掛けられてあった鏡にミウの姿を映す。

「うん……。ありがと、ヘイ……」

「俺の名前はヘイエだ。ヘイエ・イーリーだ」

　勝手に短縮するな。

　舌っ足らずに礼を言うミウに訂正を入れる。

「ヘイエ君ヘイエ君！　実は僕も着替えてみたんだがね！」

　ロングコートを脱ぎ捨て、アルトシエルが犬のように飛び跳ねる。

「先輩は何を着ても可愛いですよ」

「かわっ!?　……うー、せめてこっちを見てから言ってよー……」

　しょげるアルトシエルの服装は、俺が作った服の色に合わせた白い装束だ。素足に履いた編み上げのサンダルでいくぶんか背が高くなっている。いつか見た空色のレンズに映った雲を思わせる色合いが、白い肌と華きや奢しやな体によく似合っていた。

　二人ともどこの令嬢かと見間違えんばかりの可か憐れんさだが、今はそれより話したいことがある。

「先輩、少し気になることが──」

　俺の言葉を遮るように、窓ガラスが割れた。ガラスの破片が散らばって、同時に何かが飛来してくる。

「っ！」

　俺は反射的に腕でそれを打ち払い、窓の向こうを警戒する。

「なにこれ、槍やり……？」

　アルトシエルが壁に突き刺さった物体を見てつぶやく。

「アル……」

　ミウが怯おびえた様子でアルトシエルにしがみついた。

「二人とも下がってろ」

　コートを受け取って告げると同時に、目玉が窓の向こうに現れた。眼がん窩かからこぼれそうなほど大きな目が、部屋の中を探っている。

　壁に張り付いて覗のぞき込こんでくる何者かの視線は、水が跳ねる音とともに増えていき、二十ものギョロついた目が、一斉に俺たちを捉える。

「……っ」

　無機質に濁った大きな黒目に、本能的な恐怖を感じたアルトシエルが、ミウを抱きしめて小さく体を震わせた。

　襲撃者たちはぞるぞると濡ぬれた体を引きずり、虫のように壁を這はって中へ侵入してくる。床に降り立つと、四足の姿勢から体をゆっくりと起こして立ち上がった。

　それは三みつ叉またに分かれた槍を持つ男たちだった。

　ただし服は着ていない。肌の色は青く──比喩表現ではなく本当に青い。腕にはヒレのようなものが垂れ下がり、前かがみになった背筋には背せ鰭びれが生えている。

　そしてその顔は、グロテスクな魚類を想起させるほど、いびつな形状をしていた。

「……返セ……」

　肺に水が溜たまったような声だった。

「返セ……女……」

「……返セ……」

「最後ノ……女……」

「我ラガ……子ヲ産ム」

「返セ……」

　ごぼごぼとこもった声で、唱和するように言葉を発する。

　こいつらは一体何者だ。体格の差こそあれ、俺にはみんな同じ顔に見える。肋ろつ骨こつのあたりにエラがあり、呼吸に合わせて閉じ開きしていた。

「お前らがミウの家族……のワケがないな」

　後ろを見やってミウの反応を窺うかがうが、幼女の目には怯おびえがあるだけで、家族が迎えに来たような喜びは到底見えない。

　それに、男たちが話す内容が不穏当すぎる。言動だけではなく、見た目からしてミュータントだ。差し詰め魚人と言ったところか。

　言葉を話せるタイプのミュータントに遭遇するのは初めてだが、下の階層でも実在するのは聞いていた。こいつらもそのたぐいだろう。

　この商業施設に人がいなかったのは、こいつらから逃げたせいか。

　俺はカーテンを閉じ、アルトシエルらを魚人たちの視界から隠す。

「一応警告してやる。話し合う気があるならそこで止まれ。それ以上一歩でも踏み込んだら、殺す」

　万が一、相手がこの階層の住人であることを考慮しての忠告だったが、答えは三さん叉さ槍そうの突きで返された。

　略取の示唆。警告の無視。殺意を持った先制攻撃。ここに開戦条件は整った。別階層からの異邦人である俺たちの配慮を無視した以上、ここから先は容赦無用だ。

「ジャッ！」

　先頭の魚人が深く踏み込み、突いてくる。

　悪くない動きだ。間合いがもう半歩近ければ届いていたかもしれない。そしてその半歩は、俺にとっての殺傷圏内だ。

　魚人が動き出したと同時に、俺は素早くホルスタから黒銃を抜き放つ。近接戦闘における早撃ちは、幾度となく練習してきた。たとえ相手の間合いの内からでも先手を取れる。

　照準は付けるまでもない。腰だめに構えた黒銃を魚人へ向け、引き金を軽く引く。

　閃せん光こうも発射音も小さく、しかし重い反動を腕に残し、魚人の上半身は粉々にはじけ飛んだ。腰のあたりから血を吹き出しながら、下半身が脱力して崩れる。

　続けて、離れた位置にいた魚人たちに向けて三連射。小さな発射音が響き、三匹は風船のように破裂して絶命した。

　女を求める魚人たちの低い合唱が止まる。

「予想していたとおりだな。引き金を引く強さで威力も変わる。……どっちにしてもオーバーキルだが」

　黒銃をホルスタにしまう。

　今の攻防で大体の強さは分かった。攻撃力、防御力、知力。どれも遺跡中層のミュータント以下だ。修行相手にすらならないが、技の実験台にはなるだろう。

　焼け焦げた魚人の死体の匂いが鼻を刺す。

「屁へ泥どろ臭くさい……。煮ても焼いても食えそうにないな」

　腰を落とし、右拳を引きつけ、開いた左手のひらを自分に向けて前へ伸ばす。

「来いよ、雑魚ざこども。せめて有効活用してやる」

　全身に満ちた雷氣が、装甲の上で青く散る。スーツの人工筋肉が俺の戦意を感じ取り、暖機するように盛り上がった。

　最強最速の雷氣の性能、今ここで試す。

　俺の挑発に怒り狂った魚人たちが三叉槍を構え、一斉に飛びかかってきた。

　棒立ちで全員を相手にする必要はない。俺は一歩踏み込む。それだけで敵の一斉攻撃は狙いが狂った。

　標的は眼めの前にいる一匹の魚人だ。跳び上がったままの魚人が慌てて槍を突いてくる。

　俺は左手で体の外側に穂先を逸そらし、カウンターで右の崩ほう拳けんを打ち込む。装甲に守られていない生身の肉に、拳が深くめり込んだ。骨が砕ける感触を拳に残し、魚人は口から内臓を噴出させながら、窓から外へ飛んでいく。

「一いち」

　包囲に穴を開けて走りだした俺に合わせて、二体の魚人が並走し、左右から三叉槍を鋭く突いてきた。

　回避の選択を迷わせる同時攻撃だ。が、それは俺の狙い通り。

　その場で独楽こまのように回転して、穂先を引きこみ、間合いを一気に詰める。真上から見れば、まるで黒い竜巻が槍を巻き込んでいるように見えただろう。突きの勢いを加速され、前につんのめった魚人たちの顔面に手をそえる。回転の止まった俺の動きに追従するように、ロングコートの裾が翻った。

　濁った黒目に疑問が浮かぶより速く、雷氣を発動する。粘液に濡れた体は、よく電流が通った。紫電がコンマ数秒ほとばしったあと、穴という穴から黒煙を上げて二匹の魚人が崩くず折おれる。

「二、三」

　両の手のひらに付着した蛋たん白ぱく質しつの焦げを振り払い、次の敵へ疾駆する。

　突きは捌さばかれると学習したのか、魚人は三叉槍を横よこ薙なぎに振るってくる。リーチを活いかした良い攻撃だが、肝心の振りが遅すぎる。

　俺は前後に開脚して身を沈め、槍が通り過ぎると同時に足を閉じながら起き上がって、その勢いで蹴り上げる。つま先が魚人の顎をかすめ、顔の下半分が吹き飛んだ。足から流した雷氣が魚人の筋肉を硬直させ、それ以上の回避を許さない。駄目押しの二段蹴りを放つ。亜流の連れん環かん腿たいが魚人の頭を爆散させた。

「四しィの──」

　飛び蹴りで空中に浮いた俺を狙って、次の魚人が槍を上から振り下ろしてくる。

　鑽さん拳けんで迎撃する。ドリルのように回転を加えた突き上げは、貧相な槍を難なくへし折った。飛んでいった穂先は無視して、拳を開いて槍をつかむ。折れた槍を滑走路に、最速の掌底である劈へき拳けんを空中から発射した。

　滑走路の先には、当然それを握った魚人がいる。槍に付いた水を削り取るように飛沫しぶきを散らしながら、劈拳は魚人の腕を砕き、雷氣が即座に敵を焦殺する。

「──五だ」

　先刻射殺した四体と合わせてこれで九体。

　部屋にいる最後の一体となった魚人は、俺に槍を向けながらじりじりと後退する。

　その後ろに俺は回り込んだ。

　雷氣で加速した神経は、時間を置き去りにし、目にも留とまらぬ速度で魚人の退路を断つ。

　驚いた魚人が振り返るより早く、腕の関節を極きめ、膝を蹴り砕いて床に押し倒す。

「動くな」

　黒銃を後頭部に押し付けると、魚人は低くうめいて大人しくなった。

　これで全員の無力化に成功した。

「終わりましたよ。もう大丈夫です」

　カーテンで遮られた小部屋に呼びかける。

「……怪物に襲われたと思ったら、ヘイエ君の方が怪物だった……」

　カーテンの隙間から顔を出して、アルトシエルが戦慄している。

　ほとんどが装備と氣のおかげだ。さして俺自身が強くなったわけではない。

「ミウ、念のため聞いておくが、こいつらはお前の仲間じゃないな？」

　ミウはアルトシエルにしがみついたまま、こくりとうなずく。

「お前らはなんだ？　なぜ俺たちを襲った？」

「グゥゥゥ……」

　魚人は低くうめくだけで答えない。

「拠点はどこだ？　仲間の人数は？」

　引き金に指をかけて脅しをかけるが、魚人はうめくだけだ。

「おい、答えろ──」

「グゥゥ……グォォギャアアアアアアッ！」

　唐突に魚人が奇声を上げた。拘束した腕が折れるのも構わず暴れだす。

「くっ……この……！」

　銃把グリツプで殴りつけて黙らせようとした途端、魚人が静かになった。糸が切れたようにピクリとも動かなくなる。

「……死んだ？」

　首筋に手を当てると、呼吸も心拍も停止していた。あまりにもあっけなく魚人は絶命した。

　死ぬような怪我けがじゃなかったはずだ。なぜ突然苦しみだしたのか。

「鰓えら呼吸だからかな？　息ができなくてとか？」

「いや、だとしても陸おかに上がって数分でというのは早すぎるでしょう」

　そんなにすぐ酸素が体に回らなくなるのなら、最初から陸に上がることは出来ないはずだ。もっと別の要因があるような気がした。

「先輩、行動指針を決めましょう。俺はこの階層を出て次に向かうことを提案します」

　脅威度で言えば、大したことのない敵だったが、相手の総数も分からない上に他にどんな敵がいるかも分からない。尋問して知る機会も逃してしまった。

「駄目だよヘイエ君。ミウちゃんの家族を探さないと。放ってはおけない」

　アルトシエルならばそう言うだろうとは思っていたし、それに従うつもりではある。だが、彼女の判断基準となる情報は伝えておかなければならなかった。

「状況も分からないまま行動するのは危険です。これ以上、この階層にとどまることは推奨できない」

「でも……」

「今回は無事でしたが、次の戦闘で二人を守れるとは限らない。まずは円柱まで戻りましょう。その後のことを決めるにしても、あそこの中が一番安全だ」

「……そうだね。蜘ク蛛モの義体を使えば上まで登れるとは思う」

　いったんの行動指針は決定した。荷物をまとめて早々に立ち去ろう。

「…………」

　俺たちの会話を黙って聞いていたミウが、アルトシエルの手を離した。

「……ミウちゃん？　そっちは危ないよ」

　アルトシエルの呼びかけにも答えず、ミウは割れた窓の前まで歩いてそこで止まった。

　そしてミウの後ろ姿が、変質していく。

「な……!?」

「ミウちゃん……!?」

　開いた五指の間から薄い膜のようなものが伸び、長いヒレを作り出す。耳の裏が大きく広がり、そこには呼吸に合わせて蠢うごめく桃色の襞ひだがあった。その形はまるで、魚人の鰓と同じように見えて──

　ミウがこちらを振り向いた。

「アル、ヘイ……」

　俺たちの名を舌っ足らずに呼んで、その姿が窓の向こうへ消える。

「なにを……!?」

　とっさのことで間に合わなかった。ざばんと水に飛び込む音がして、俺たちは慌てて窓へ駆け寄る。

　ミウは水面に顔だけを出して、こちらを見つめていた。

　俺たちから逃げようとしているのかと思ったが、そうではないようだ。水面に浮かんだまま俺たちの様子を窺うかがっている。

「よーし、待っててミウちゃん！　すぐそっちへ行くからねー！」

　アルトシエルが明るい声でミウに手を振った。

「行こうヘイエ君」

　肩を一つ叩たたかれ、アルトシエルが歩き出す。

「ミウは、あいつらの仲間なんでしょうか……？」

「ミウちゃんは違うってちゃんと言ったよ。それにわざわざ僕らにあの姿を見せたのは、なにか意味があることなんだよ」

　突然のミウの変化に俺は動揺を隠せない。だが、アルトシエルは平時と変わらぬ様子で行動している。精神的には俺よりずっとタフなようだ。

「さぁさぁ、早く。ミウちゃんが待ってるよ」

　元気に俺を呼んでくるアルトシエルに苦笑し、集めておいた食料などをかつぐ。

「仕方ない。これも冒険者の仕事というなら付き合いますよ」

「そんなこと言って、本当はミウちゃんのことが心配なんでしょ？」

「……一言もそんなこと言ってませんが」

「はいはい、ヘイエ君は優しいんだ。僕はよく知ってるからね」

「まだ知り合って三日と経たってませんけどね」

「時間なんて関係ないさ。こんな胡う散さん臭くさい蜘蛛のことを信じてくれたキミだもの。信頼を預けるのにこれ以上の理由はないね」

「……好きに言っててください」

　階段を降り、窓枠から蜘蛛型義体に乗り込む。

「服はちゃんとしまっておいてね。サンダルもね」

　ぽいぽいと脱いだ衣服を投げ渡し、白い下着姿となったアルトシエルが義体の割れた背に飲み込まれる。

　俺は食料と一緒にワンピースを畳んで、黒くろ匣はこに収納した。

　蜘蛛の目に青い光が灯ともり、機体が駆動し始める。

　ミウの姿を探すが、先程までいた場所にはいない。周囲を見渡すと少し離れた場所で俺たちを待っていた。

〈ついてきてってことかな〉

「でしょうね」

　アルトシエルが泳ぎだすと、ミウは先導するように水を蹴った。

　予定は変更だ。ミウをこのまま放ってはおけない。何のつもりか知らないが、案内したい場所があるならついていくしかないだろう。

　ミウの小さな頭を追いかけて、俺たちは雨の廃はい墟きよを進んでいく。
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　ミウの泳ぎは速い。

　息継ぎをする様子もなく、両手と両足をそろえ、体全体を使った泳ぎ方で水面のすぐ下を進んでいく。

　両手に生えた長いヒレ、そして耳の鰓。ミウは果たしてミュータントなのだろうか。

　通常の状態から変異した種族をそう呼ぶのだから、広義の意味ではそのとおりなのだろうが、ミウは魚人たちとは何かが違う気がした。

〈ひぃぃぃ、ミウちゃん速いよー。待ってくれたまえー〉

　アルトシエルは長い脚を櫂オールのように使って泳ぐが、なかなか追いつけない。結構なスピードが出ていると思うのだが、ミウのほうがずっと速い。

　こちらが遅れていることに気づくと、ミウは顔だけだして水面に静止し、こちらを見つめてくる。

　どこかへ案内したいのは間違いないだろう。

　アルトシエルが近づくと、また泳ぎを再開する。そんなことを何度か繰り返し、ミウはある場所で止まった。

〈ひぃひぃ、ようやく追いついた……〉

「なんで義体に乗ってるのに疲れてるんですか」

〈操作するのは僕なんだから、慣れないことしたら精神的に疲れるのだよ！〉

　アルトシエルは水面をバシャバシャと叩いて抗議してくる。

「疲れているところを悪いんですが、急いだほうが良さそうですよ。今度は潜るようです」

　ミウの頭が水中に消え、深く潜っていく。

〈あわわっ。ちょ、ちょっと待って！　運動補助ソフトを調整するから……〉

　外からでは分からないが、アルトシエルが蜘蛛の中で、デジタルと格闘している。

〈あ、そういえばヘイエ君は泳げるの？〉

「いいえ」

　下の階層にも池ぐらいはあったが、あんな汚染された場所で泳ぐ馬鹿はいない。

「息を止めるくらいなら大丈夫です。気にしないで行ってください」

〈分かった。苦しくなってきたら合図してね〉

　運動補助ソフトを再起動したのか、アルトシエルがなめらかな動きで潜水を開始する。

　背中に積んだ黒匣は密閉されているので、中の物が濡れることはないだろう。

　俺の胸元まで水に浸つかると、バイザー付きの兜かぶとが背中から蛇腹状に展開し、頭部をすっぽりと覆った。もう修復が完了したらしい。このスーツは水中にも対応しているようだ。

　水に潜る直前、前方の建物をふと見上げる。

　それなりに大きな建物だ。窓はなく、屋上の半球体ドームが印象的だった。

　ごぼりという泡音とともに、視界が水中に切り替わる。雨が跳ねて騒がしかった水面と違って、水中は恐ろしく静かだった。

　水の透明度は高い。かなりの深さがあるはずだが、先導するミウの姿ははっきりと見える。まるで宙に浮かんでいるような、そんな錯覚すら覚えた。

　底へ向かうほど、暗くなるどころか逆に明るくなってくる。人の手が入らなくなったせいで、発光性の鉱石群が水底のあちらこちらに自生しているのだ。

　淡い光が透明な水を様々な色合いで照らす。滅びた廃墟群だというのに、鉱こう光こうのグラデーションが幻想的な美しさを醸し出していた。

　多少は建材や地中からミネラルが溶け出しているのだろうが、栄養素の少ない淡水に生物の気配はない。小魚や甲殻類どころか、藻のような植物性の生物も見当たらなかった。

　まるで静せい謐ひつな墓所だ。

　廃墟となる以前に、元々住んでいた人々はどこへ行ってしまったのだろうか。あの魚人たちは言葉を発してはいたが、高度な建築技術を持つほどの知性があるようには見えなかった。

　ミウが窓のない廃墟へ向かっていく。目的地はやはりあそこのようだ。

　元は一階だったであろう部分には、大きな門があった。鉄でできた頑丈な両開きの門だ。

　完全に閉じているわけではなく、わずかに隙間が開いている。その幅は狭く、ミウぐらいしか通り抜けられなさそうだ。

　窓がなく、幅の狭い出入り口。ここがミウの棲すみ家かなのだろうか。もし家族がここにいるのなら、俺たちはお役御免となってこの階層を去ることも出来る。

　鉄門の前にたどり着いたが、やはり隙間は小さく俺でも通れそうになかった。

「先輩、聞こえますか？」

〈大丈夫、聞こえるよ、そっちはどう？〉

「鮮明です。……これは肉声じゃないな。通信ですか？」

〈うん、キミのスーツに通チ信ヤ回ン線ネルを合わせてみたんだ。上う手まくいったみたいだね〉

「いつの間に……」

〈お風呂でヘイエ君を脱がしたときにちょちょいとね〉

　そもそも俺はスーツに通信機能があることすら知らなかった。持ち主の俺より、アルトシエルの方が詳しいのはどうなんだろう。

「風呂のことはもう忘れて、扉を開けるのを手伝ってください。押し広げます」

〈了解。タイミングは合わせるよ〉

　アルトシエルは前腕で門をつかみ、俺は体を横にして両手と両足を左右の門にかけた。背はい筋きんをフルに使って門を無理やりこじ開ける。

「ぐ……う……！」

〈ぬぬぬぬぬぬぬぬ!!〉

　みしみしと音を立てて、背中の積層脊椎と人工筋肉がゲインを上げる。

　鉄の門は重く軋きしみ、ボロボロと錆さびた表層をはがしながら開いていく。スーツと蜘蛛型義体の怪力を合わせて、ようやくといったところだ。

　体勢を変え、重い荷物を持ち上げるように、肩を使ってさらに隙間を広げる。

　数十秒の格闘の後、俺の身長分くらいの幅は開いた。足を伸ばして横よこ這ばいに進めば、蜘ク蛛モの巨体もなんとか通れるだろう。

　ミウが門の奥へと進んでいくのが見えた。奥に何があるか分からないが、あっちを独りにするのはまずいだろう。

「先、行ってます」

〈ええっ!?　待ちたまえ！　というか、置いて行かないでー〉

　尻が扉に引っかかって悪戦苦闘しているアルトシエルを置いて、鉄扉を蹴ってミウを追う。

　水中の動作はそれほど難しくはなかった。浮力や水の抵抗があるぐらいで、ほとんど無重力の円柱にいる時と変わらない。

　手で水をかき分け、足を交互に動かして推進力を補助する。呼吸さえ自由に出来るなら、泳ぐのはそれほど難しいわけではないな。

「ここは……」

　鉄門を抜けた先は、広い空間になっていた。

　五階ほどの空間が吹き抜けになっていて、侵入した水の高さは階の中ほどで止まっている。各階の大きな階段がそれぞれ吹き抜けにつながる作りのようだ。

　水中から見上げる景色には、三階に当たる場所でミウが床に腰掛けているのが見えた。水面をパシャパシャと叩たたいて俺たちを待っている。

　水を蹴って浮上する。スーツのおかげで水圧の変化はまるで感じない。ミウの座る床に手をかけ、勢いをつけて水から上がる。

「ここに何があるんだ？」

　ミウの隣に腰掛けて問いかけるが、ミウは口を閉ざしたままだ。びしょ濡れの服を気にした様子もなく、こちらと目線を合わせようともしない。

　水中からの光で、ミウの足がつくる波紋が壁や天井に模様を描いている。

　警戒以外にやることがないので、ミウと一緒にそれを眺める。しばらくすると自動的に兜が背部に収納された。酸素の濃度は問題ないようだ。

〈……ヘーイーエーくーんー……〉

　水面が盛り上がり、水をかき分けて蜘蛛の巨体が浮上してきた。アルトシエルの八眼がこちらを恨めしげに睨にらんでくる。

「遅かったですね先輩」

〈……釈明を聞こうか〉

「ケツがでかいと大変ですね」

〈言うに事欠いてそれか！　失礼極まりないよ!?〉

　水面を叩いてアルトシエルが抗議する。

「ふふっ……」

　笑い声が聞こえたので振り返ると、無表情なミウの顔がある。

　今のはこいつが笑ったんじゃないのか？

「……？」

　よくよく見ると、澄まし顔をしたミウの耳がやや赤い。覗のぞき込こもうとすると、おもいきり顔を逸そらされた。

　なんだこいつ。

〈……あー。僕分かっちゃったー〉

「なにをです？」

〈たらし〉

「はぁ……？」

　アルトシエルはそれ以上答えず、長い脚を引っ掛けて、上陸してくる。

〈ここからは蜘蛛の体じゃ通れないね、置いていこう〉

「先輩だけ、ここで待っててもらっても」

〈断る！〉

　俺の言葉をピシャリと遮り、うずくまった蜘蛛が機能を停止する。

　背部の装甲が開いて、裂けた肉塊の中からアルトシエルが降りてくる。

「ヘイエ君、服出して。あとタオル。ミウちゃんの髪くらい乾かさないと」

「あ、はい」

「いこいこ、ミウちゃん」

　アルトシエルはサンダルを履くと、タオルでミウの頭を拭いてやりながら仲睦むつまじく先へ進んでいく。

「あとで二人で内緒のお話ししようね」

「うん……」

「どこへ連れてってくれるのかなー。楽しみだなー」

「こっち……」

　ミウめ。俺とはろくに話さないくせに、アルトシエルとは仲が良いじゃないか。

　俺は釈然としないものを感じながら、二人を追いかけた。
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　この建物は元は何だったのだろう。窓はないし、部屋の数も少ない。

　広間にはガラスケースに入った用途不明なものが整然と並んでいる。先の商業施設とは雰囲気が違った。

「ここは美術館、じゃないかな」

　ミウに手を引かれるアルトシエルが、周囲を見渡しながら答える。

　言われてみれば、ガラスケースの中にあるのは、絵画や妙な形状のオブジェばかりだ。

　これが美術品というものか。俺の生活には縁えんもゆかりもなかった物だ。

　窓がないのは、外の余計な光が入らないようにするためか。

　今は鉱石があちらこちらに自生していて、色とりどりの光で館内を照らしている。

　館内が清浄な空気で満たされているのは、密閉されていることに加えて、二酸化炭素を吸収して酸素を生み出すタイプの鉱石があるからだろう。

　俺のいた階層にも、何千何万という種類の鉱石があった。詳しい名称までは覚えていないが、資源として有用なものもあれば、なんの価値もない石ころまで様々だ。どこであろうと、気がつけば小さな結晶が密集し、数ヶ月も経たてばそれなりの大きさの結晶群クラスタに成長している。鉱石とは、生活の役に立ったり、邪魔になったり、常に身近にあるものだった。階層が変わってもそれは同じらしい。

　美術品が並ぶ広間を抜けて、階段を登っていく。

「……遺体だ」

　アルトシエルがつぶやく。

　階段に腰掛けるようにして、ひからびた死体があった。ミウ以外で初めて出会うこの階層の人間だった。魚人やミウのように、エラやヒレといった特徴はない。俺たちと同じ外見だ。

　衣服は傷んでいて、かなり前に亡くなったことが分かる。

「男性だね。外傷はなし。骨が細いし脆もろい。老人だ」

　腰をかがめて、アルトシエルが遺体を検分する。ミュータントは怖がるくせに、こういったものは平気らしい。

「詳しいですね」

「あー、その……、昔取った杵きね柄づかってやつさ」

　アルトシエルは言葉を濁し、遺体の傍そばにあったハードカバーの本を手にとった。

「……ふむ」

　パラパラと黄ばんだ紙をめくって、アルトシエルは黙考する。

「なにか書いてありましたか？」

「日記だね。この階層が沈んだ時のことが書いてあるよ」

　アルトシエルは日記を素早く読み進めながら、要約して説明してくれる。

「そもそも、この階層は雨が降り続けるような場所じゃなかったみたいだ」

　天候は円柱によって管理され、天蓋は人工光でこの階層をまばゆく照らし、擬似的な昼と夜さえ生み出していたようだ。

　雨は降るには降ったが、定期的に都市を潤わせる程度のものだった。

　農耕が盛んで、産業は効率よく回り、飢える人間など一人もいなかった。

　聞いた部分だけでも、俺のいた階層とはまるで違う。空気は濁り、大地は汚染され、薄暗い荒野には昼と夜という概念もなく、重金属を含んだ雨で下階民は病に冒される。

　それらが全て解決されたのなら、そこは常世の楽園だ。上階の社員だけが謳おう歌かする贅ぜい沢たくを、階層中の人間へ平等に行き渡らせるなど、まるで夢のようなできことだ。

「それが、ある日、崩れた」

　原因は暴走した高効率配列変換炉が、無限に水を生成し始めたせいだと言われているが、詳しい理由は今もって不明だ。

「雨が純水だった原因はこれだね。変換炉が何を変換しているか分からないけど、Ｈ２Ｏを大量生成して天蓋が直接降らせているんだ」

　変換炉と天蓋がシステムとして繫つながっている。うちの階層ではなかった機能だ。

　もしかしたらその機能が壊れていたからこそ、汚染があそこまで進んでいたのかもしれない。

　変換炉が暴走し、天蓋は厚い雲に覆われ、雨がやむ日は一日もなくなった。

　そうやって都市は少しずつ雨に蝕むしばまれ、澄んだ水に沈む廃はい墟きよとなった。

「だけど、それだけなら、こうまで滅んではいなかったはずだ」

　異変が起きたのは、階層中が雨に覆われてしばらく経ってからのことだ。

　雨を止める手段と都市の復旧を模索していた人々の前に、怪物が現れた。

　魚のような頭部とヒレを持った、青い肌の男たちだ。

「この階層はとても平和だったようだね。武器は警察機構の小規模な銃器くらいしかなかったみたいだ。魚人たちに制圧されるまで、そう時間はかからなかったようだよ」

「そこまで脅威性の高い敵ではなかったですが……」

　魚人一匹あたりの強さは探索者基準で言うと下級デルタレベルだ。一対一ならスーツなしの俺でも勝てる。

「あのね。ヘイエ君やお師匠さんみたいな人がそうそういるわけないでしょ。というか、キミの階層の人たちは全体的におかしいよ。特に氣とかワケが分からない」

　そういうものか。氣はともかく、下級探索者なんて街のケンカ自慢に毛が生えた程度の強さなんだが。

「それに魚人たちは、一度にかなりの数が現れたみたいだね」

　魚人は水みな底そこのさらに下、地中奥深くで乾眠していたと考えられている。

　乾クリ眠プト状ビオ態シス。体内のブドウ糖を還元性を持たない二糖類へ変化させ、代謝を完全に停止し、何百何千年という期間を生き延びる生体機能だそうだ。

　階層中の人間がその存在を忘れるほどの昔から、魚人たちは地下に潜伏していた。

　地中に染みこんだ水分が、時間をかけて彼らを蘇そ生せいさせたのだ。

　地中で蘇生した彼らが地を掘り進み、水中から陸へ上がってやったことは、簡単だ。

　虐殺と略奪と陵辱。

　男たちは喰くわれ、女たちは攫さらわれて苗床にされた。

　戦うすべを持たない人々は逃げ惑うしかなく、雨の廃墟に散らばって閉じこもり、そのまま餓死するか、見つかっては犯され、殺されていった。

　その間も魚人たちは着実に増え続け、この階層は魚人たちの天下となったわけだ。

「なら、ミウは魚人と人間のハーフということですか？」

「どうだろう。あれらとミウが同一の種族には見えないよ。もっと推理する材料が欲しいな」

　口元に手をやり、そう考えこむアルトシエルは、普段見せる姿とは別人のようだ。

「アル……」

　舌っ足らずな様子で、ミウがアルトシエルの手を引く。

「ん、なにかな、ミウちゃん？」

「こっち……」

「分かった。一緒に行こうね」

　笑顔に戻ったアルトシエルに安心したように、ミウはアルトシエルを引っ張っていく。

「ヘイ……」

「ヘイエな。ヘイエ」

　振り返って俺を呼ぶミウに訂正を入れながら、階段を登っていく。

「みんな、ここを出て行かなかったんだね……」

　階段を登って行く間、何人かの白骨化した遺体を発見した。

　大半の死因は酸素不足だろう。酸素を生成する鉱石が自生して、この建物を満たすほどの清浄な空気を創りだすまでには、年単位で時間がかかるはずだ。

「外で殺されるより、ここに閉じこもって酸欠か餓死で死ぬほうがマシだと思ったんでしょう」

　魚人に嬲なぶられながら殺されるくらいなら、そっちのほうが楽な死に方かもしれない。

「そろそろ最上階のはずですよ」

　感覚的な高さでは間違っていないはずだ。半球状の建築物が屋上に乗っていたのを思い出す。

　ミウはあそこへ連れて行きたかったのだろうか。

　階段を登り切り、少し進むと、突き当たりが両開きの扉になっていた。ミウが駆け出し、扉に取り付いて力いっぱい押している。

「僕に任せたまえ！」

　アルトシエルが鼻息荒く、ないはずの袖捲まくりをし、ミウの背中越しに扉を押す。

「ふぬぬぬぬぬぬ！」

　全然動いていない。義体のくせに非力すぎる。

「邪魔」

「あっあっ。僕が開けるの！」

「子供ですか」

　涙目になって向かってくるアルトシエルの額をつかんで押しのけ、片手で扉を押す。

　鍵もかかっていない扉は、簡単に押し開いた。

　隙間からミウが身を滑らせて中へ入る。

「おい、待て……」

　声をかける間もなく、ミウは駆けて行ってしまった。

　中は暗いが、ミウはつまずくことなく先へ進んでいく。勝手知ったる我が家といった様子だ。

　暗さでよく分からないが、かなり広い空間だ。天井も高い。やはりここは、外から見たあのドームの中のようだ。

　丁寧に掃除してあるのか、埃ほこりは溜たまっておらず、鉱石も自生していない。

「劇場っぽいけど。座席が全部中央を向いてるね」

　劇場か。言われてみれば、確かに柔らかそうな椅子が円を描いて並んでいる。

　ただし中央には舞台となるものがなく、何か大きな機械がそこに鎮座していた。

「なんの機械だろう？」

　アルトシエルが警戒心なく近づいていく。

　俺たち以外に気配はない。まず危険はないだろうが、念のため俺もついていくことにした。

　二本の支柱の間に、斜めになった太い柱が据えられ、その両端に球体がつながっている。

　球体にはいくつもの枠付きレンズが付いていて、棘とげのようにせり出していた。

「映写機かな……？　それにしてはレンズがやたら多いし……」

　と、低い音を立てて、機械が駆動し始めた。

　この建物、電源が生きているのか。

「先輩、こっちへ。ミウ、どこだ？　こっちに来い」

　アルトシエルの首根っこをつかんで引き寄せ、姿の見えないミウへ声をかける。

　ミウが機械の下から顔を出した。どうやらこいつが機械を起動させたようだ。小走りで駆け寄ってくると、俺たちを座席へ押しやってくる。

「すわって……」

「お、おい」

「言うとおりにしてみようよ」

　アルトシエルに促され、俺たちは並んで席に座る。低い起動音が収まり、中央の機械が少しずつ光り始めた。同時に座席の背もたれが倒れ、真上を見上げるような形になる。

「みて……」

　ミウが天井を指差す。

　ドーム状の暗い天井が、少しずつ何かを映し始めた。

「……!!　……星、だ……」

　アルトシエルが息を吞のんでつぶやいた。

「これが、星……」

　出会ったばかりの頃、アルトシエルが言っていたことを思い出した。

　蒼そう穹きゆうは夜になると満天の星が浮かぶ、と。

　小さな光の点が、明度を上げながら少しずつ増えていく。暗闇の中できらめく幾千万の星々は、目が回りそうなほど美しい。自分の心の奥がざわついているのを感じた。

　雲のごとき星ほし屑くずが、ゆっくりと動く。青く、赤く、白く。様々な色が交じり合った幻想的な光景だった。

　あれは機械が生み出したただの映像だ。そう分かっていても、俺は人工の偽星から目を離せなかった。

　かつて、この階層に住んでいた人々も、この投影された星々を見上げ、空に想おもいを馳はせていたのだろうか。

「綺き麗れいだ……」

　隣に座ったアルトシエルの声が涙ぐんでいる。

　彼女はこれを求めて旅立ったのだ。感動はひとしおだろう。

「でも……、違う……。これは、僕の…………」

　アルトシエルのつぶやきは小さく、はっきりと聞き取れなかった。

　プログラムを終了したのか、星を映していた機械が止まった。

「……ありがとう。とても良い物が見れたよ」

　アルトシエルが鼻声でミウの頭を撫なでる。

「ミウのたからものなの……」

　ミウが顔を上げる。それは無表情だったミウが初めて見せた、満面の笑みだった。

「アル……」

「ん？」

「お手紙、読んで……」

　ミウがいつの間にか手に持っていたものを差し出してくる。

「パパとママが、ミウをみてもこわくないっていうひとに、やさしくしてくれたひとに、わたしなさいって……」

　水の侵入を防ぐためだろう。汚れたフィルムを何重にも巻きつけた封筒のようなものだった。

「見ていいの？」

「うん……」

　ミウに確認をとって、アルトシエルがフィルムを丁寧にはがしていく。

　中に入っていたのはひどく汚れた布切れだった。元は衣服だったのだろうか。乱暴に破いて広げられた布に、血で文字が書き連ねてあった。

「……っ！」

　アルトシエルが目を通し、口元を押さえ、俺に投げつけるように渡してくる。

「声に出さないように、読んで」

　その声はひどく沈んでいる。ミウに聞かせたくない内容なのは、明らかだった。

　受け取った手紙に目を通す。

　そして、俺は凄惨にして切実な父と母の願いを知ることになる。
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　この手紙を読んだ貴方あなたが、善き人であることを願います。

　私は竹たけ村むら修しゆう二じ。役所に勤める平凡な公務員です。

　いや、公務員でした。今は魚人に飼われるだけの、家畜です。

　現状の説明は必要ないと思います。

　貴方もまた魚人たちから逃げ延びている最中なのでしょうから。

　まず信じて欲しい。貴方の目の前にいる少女は、魚人ではありません。

　私と妻の大切な子供です。

　そして次々と苗床と食料にされる人々の中で、私たちが生かされている理由でもあります。

　私たちは隠れ潜んでいた集落ごと、魚人に見つかり、さらわれました。

　男は生きた食料として虜りよ囚しゆうとなり、女性は皆やつらの苗床にされました。

　連中のあれは交配とは違います。

　種を植え付けられた女性たちは、短期間で成長した大量の魚人に腹を突き破られ死んでいきました。

　妻を目の前で汚された私の気持ちを分かってもらおうとは思いません。

　やつらは私たちの尊厳を根こそぎ奪っていった。

　多くの女性と同じように、彼女もまた苗床として死ぬはずでした。

　ですが、彼女はあの時すでに妊娠していた。

　私の子です。

　彼女のお腹なかは大きくなっていきましたが、時間がかかりました。

　魚人の長は通常とは違う孕はらみ方に、様子を見ることに決めたようです。

　私たちは生かされ、集落のみなは喰くわれていきました。

　その間、私が食べていたものの正体は語る必要はないでしょう。

　ここは、地獄だ。

　妻の出産には私も立ち会いました。赤子を取り上げるのは人の手でなければ難しいと辛抱強く説得した結果です。

　産まれてきたのは、女の子でした。

　私と妻によく似た、愛らしい赤ん坊でした。

　私はこの子に澪雨みうと名付けました。

　雨に沈み、未来を失ったこの階層の道みち標しるべとなってほしい。

　そう願って。

　澪雨は間違いなく人間です。エラなどの僅かな外見の他には、魚人との共通点はありません。

　生物学については門外漢ですが、やつらの因子の一部が、何らかの理由で私たちの赤子に取り込まれたのだと思います。

　魚人たちは待望の女が産まれたと歓喜しています。

　やつらは私たちにもう一度子を作れと命令してきました。

　同じことをまた繰り返すつもりです。

　成長した澪雨や、次に生まれてくる子供たちが奴やつらに何をされるか、想像したくもありません。

　私と妻は従うふりをしました。

　つがいとして飼われることによって、私たちは相談できる時間を作れるようになりました。

　澪雨を産んだ功績から、巣の中ならある程度の自由も許されています。

　ようやくあの子も自力で泳げるようになった。

　明日、ここから逃がします。

　澪雨は我々のことを助けてくれと頼むかもしれない。

　絶対に無視してください。来てはいけないと私たちが言っていたと伝えてください。

　澪雨が脱出したあと、私たちは命を賭けてやつらを妨害するつもりです。

　無様に生きてきたのは、あの子を生かす、そのためだけです。

　どうかこの手紙を読んだ貴方よ。

　澪雨を、この子を守ってください。

　私たちの希望を潰ついえさせないでください。

　勝手な願いだということは分かっています。

　貴方にはなんの益もないということも。

　それでも、私たちにはただ頼むことしか出来ない。




　どうか、どうか、この子のことを頼みます。
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　自分の爪をペン代わりに使ったのだろうか。

　手紙は、細かい字でびっしりと書かれていた。

「ヘイ……」

　ミウが不安げにこちらを見上げている。

　知らず、血文字の手紙を握る手に力がこもっていた。

「ミウのね、たからもの……あげる。お星さま、ぜんぶあげる……。だから……」

　小さな手が俺の体をつかむ。

「だから、パパとママをたすけて……！」

　ミウの育った場所がどれほどの地獄だったか。そして両親に送り出されたミウが、どれほど不安や孤独の中を生き延びてきたのか。

　涙をたたえて震える瞳が、全てを物語っていた。

　ミウは自分が生きるためではなく、ずっと両親を助けられる者を探していたのだ。

「……っ」

　奥歯が軋きしる。

　助けてやりたいと思う。ミウの願いを叶かなえてやりたいと思う。

　だが、ミウの両親はおそらくすでに……。

　探索者としての思考は、絶対に断るべきだと警鐘を鳴らしている。俺たちが負うリスクと両親の生存の可能性。そのどちらを考えても、ミウの願いは聞くべきじゃない。最良はミウの両親が言うとおり、ミウを連れて次の階層へ向かうことだ。

　だが、思考とは裏腹に、俺の心は逆のことを叫んでいる。

　親を助けたいという気持ちは、俺が一番わかっている。そして助けられなかった時の無力さも。

　俺が誰よりも助けたかった師匠は死んだ。ミウに同じ気持ちを味わわせて良いのか。同じ願いを持ったミウを見捨てて良いのか。

　最良の選択は本当に正しいのか。俺はその判断が下せない。

　ミウの瞳をもう一度見ようとして──重く濡ぬれた足音がした。

「……！」

　足音に意識が戻る。手紙に集中しすぎた。

　誰かが建物に侵入してきている。俺たちが開けた一階の鉄門を通って入ってきたのだ。

　もう敵はすぐそこまで来ている。ドームに出入り口は他にない。袋小路だ。

「先輩。壁のところまでミウを連れて下がってください」

「分かった。ミウちゃん、こっちへ」

　あの魚人たちなら対処できるが、聞こえてくる足音はかなり多い。おおよその数さえ分からないほどだ。

　アルトシエルたちを壁まで下がらせ、両開きの扉に黒銃を向けて待ち構える。

　呼吸を整え、タイミングを測る。扉が開いた瞬間にまとめて撃ち殺す。

　足音が止まった。扉の前に多数の気配がする。一瞬の静寂、そして扉が蹴破られた。

　間髪入れず、俺は引き金を引いた。

　引き金の強さは二段階目に上げてある。反動で腕が跳ね上がり、蒼あおい雷光を纏まとった銃弾が、音速を遥はるかに超える速度で撃ち放たれた。

　同時に、先頭にいた魚人がしゃがむ。背後にいた仲間が一直線にはじけ飛ぶ中で、先頭の魚人だけが凄すさまじい反応で雷弾を避けてみせた。

「躱かわされた……!?」

　明らかに別種の個体だ。他の魚人たちより、一回りも二回りも大きい。肌は青いというより黒く、褐色の艶めきを放っていた。

　顔のグロテスク具合はそれ以上だ。見るに堪えない醜悪な顔をしている。

　四よつん這ばいに伏せた魚人に照準を合わせ──眼前に槍やりが迫る。

「ぐっ……!?」

　動作が見えなかった。伏せた姿勢から、一回の跳躍でここまで急接近してきたのだ。槍のリーチを差し引いても、一〇メートル以上ある距離を一瞬でだ。

　勢いを乗せた槍の一突きが迫る。とっさに交差した腕に槍の先端が埋まり、俺は壁まで衝つき飛ばされた。

「が、は……っ」

　めり込んだ壁の中で血を吐く。スーツの装甲は貫通されていない。だが、その凄まじい衝撃は俺の腕を越えて、胸にまで至り、肋骨をへし折っていた。

　アサルトライフルの弾をも跳ね返すスーツを着ていて、このダメージ。あの魚人、槍で浸しん透とう勁けいに近いことをやってみせた。

　持っていた槍も他の魚人が使っているような粗末な三さん叉さ槍そうではなく、直すぐ刃は一本の大業物だ。硬いスーツを突いて欠けも曲がりもしていない。

　こいつ、他の魚人とは明らかに違う。

「ヘイエ君……！」

　アルトシエルの悲鳴。俺が一瞬昏こん倒とうしている間に、ミウが黒い魚人に捕まっていた。
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　衝撃でしびれた体に鞭むちを打って立ち上がる。

「この……！　ミウちゃんを、離せ！」

　ミウを取り戻そうとつかみかかったアルトシエルに、黒い魚人は無造作に槍を振るう。

「させるか……！」

　槍を狙って黒銃を撃ち放つ。アルトシエルは助かったが、また避よけられた。黒い魚人はミウを抱えたまま大きく後ろへ跳びすさり、配下の魚人が扉の奥から雪な崩だれ込こんでくる。

「のろい。もろい。……よもやぬしらは、違うのか？」

　去り際に流りゆう暢ちような言葉で、だが意味不明なことを口走り、黒い魚人が扉の奥へと消える。

「待て……!!」

　黒銃を構え──駄目だ。この距離じゃまた避けられる上に、威力がありすぎてミウにまで被害が及ぶ。

「……女……」

「女……孕はらマス……」

　魚人たちの視線は、床に倒れて腰布がはだけたアルトシエルに集まっている。

　にじり寄ってくる魚人の股間を見てアルトシエルが顔を背ける。こいつらが何をしようとしているかは明らかだった。

「ちっ！」

　ミウを追うのは後だ。蜘ク蛛モのいないアルトシエルを放ってはおけない。

「ヘイエ君、僕は良いから、ミウちゃんを──」

「いいわけないだろうが！」

　黒銃を乱射して魚人共を撃ち殺すが、あまりに数が多い。扉の奥にはまだ他の魚人たちが控えている。

　撃つ。撃つ。撃つ。一発も無駄にしないよう、速やかに全弾を命中させる。

　十秒かけずに部屋に入ってきた魚人を全員射殺し、扉の外へ飛び出した。

　痛む胸を押さえ、周囲を見回す。死体以外に動くものはなく、耳を澄ましてみても、外の雨以外には何の音も聞こえない。

　黒い魚人はとっくにいなくなっていた。

「くそっ！」

　怒りに任せて壁を殴りつける。亀裂が走り、館内に重い音が響き渡った。

「大丈夫、ミウちゃんの場所なら分かるよ」

　後を追ってきたアルトシエルが、俺の背中に手を置きながらそう告げる。

「髪を乾かすとき、発信機をつけておいたんだ。ちっちゃい子は目を離すとすぐにどこかへ行っちゃうからね。迷子防止がここで役に立つとは思ってなかったけど」

「先輩……」

「ふふん、どうだい？　キミの先輩は頼りになるだろう？」

　腰に手を当て、アルトシエルはふんぞり返ったあと、まっすぐに俺を見つめてくる。

「手紙にもあったじゃないか。連中は今のミウちゃんに何かする気はないんだ。まだ間に合うよ」

　その蒼あおい瞳には強い意志があった。冒険者としての誇り高い輝きだ。

　俺が迷っていた間に、アルトシエルはもうミウを助けると決意している。俺もいつか、こんな目ができるようになるのだろうか。

　俺はもう探索者じゃない。利益を優先して考える必要はないんだ。ミウを助けたいと思った。ならばそれをそのまま実行するだけだ。

「行きましょう。連中に誰を敵に回したか、思い知らせてやる」

　強く握りしめた黒銃が、嚙かみ合あった牙をぎしぎしと鳴らした。
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　水の中を引きずられて連れてこられたミウは、放り投げられるように暗室へ閉じ込められた。

　定期的に電子音が鳴り、小さな光があちこちに点在しているが、部屋全体を照らすほどの明るさはない。

　潮しおの匂いがした。懐かしく、同時に二度と来たくもなかった生まれ故郷の匂いだった。

「……っ」

　ミウは這いつくばったまま、扉を体で塞ぐ長身の魚人を睨にらみつける。

「我らが憎いか？　我らもぬしらが憎いぞ」

　黒い魚人は腕を組み、視線の定まらない見開いた眼めでミウを威圧する。

「パパと、ママ……、どこ……！」

　恐怖をこらえながら、それでもミウは父と母の安否を問うた。

「死んだ」

　ただ一言。それはミウに絶望を与えるに充分な言葉だった。

「ぬしの親は勇敢であった。塵ごみ屑くずの中でも上等な塵屑だった」

　黒い魚人の声は、もうミウには届いていない。輝きを失った瞳には、涙のひとしずくさえ浮かばなかった。

「我らは憎い。憎くて憎くて、もはや何を憎んでいるのかも分からぬほどに、憎い。どれだけ経たとうが、忘れることなど出来ようはずもない」

　槍を手に扉を開き、黒い魚人は部屋を去る。

「なればこそ、我らを裁くのはぬしらではない」

　外には更に二人の影があった。体色こそ違うが、身に纏まとう覇気は黒い魚人にも引けを取らない。歴戦をくぐり抜けた古ふる強つわ者ものの空気を漂わせていた。

「よもや再び相あい見まみえるとは思っておりませんでしたなぁ。まこと縁とは、奇なり奇なり」

「……戦う。ただ、戦う」

　黒い魚人を出迎えて、二体の魚人は思い思いの言葉をつぶやく。

「然しからば、大おお皇きみ様。いとすこやかに、ごゆるりとお過ごしください」

　最後に魚人たちは部屋の主に一礼をして、扉を閉じる。

　重々しい鉄扉の音が、ミウを闇に閉ざした。
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　降り続ける雨が、濡ぬれた前髪を伝って右腕に落ちる。じゅう、と音を立てて大きな水滴が蒸発した。

　電気抵抗で高熱を帯びた右腕は、雨を蒸気に変えて白い尾を曳ひいていく。

「……すぅぅぅ……」

　俺は長い調息を繰り返す。泳ぐ蜘蛛の背に片膝を立てて腰掛け、銃に雷氣を込める。

　漏れた雷氣が、腕周りで小さく弾はじけて紫電を散らす。黒銃は貪欲に雷氣を喰くらい、力を蓄え続けた。

「ごくっ……」

　甘苦い血が口元にせり上がり、そのたびに飲み下す。氣の生成過程で内臓が壊え死ししているのだ。外氣を取り込んで全身の経けい絡らくへ巡らせて内氣へと変換し、体へのダメージを無視して雷氣を込め続ける。

　灼やけつくように熱い右腕は、俺の怒りを体現しているようだった。

〈かなり遠くまで行ったみたいだね。まだ一〇キロは先だよ。僕らもすぐに追いかけたのに、こんなに早く移動してるなんて……〉

「問題ありません」

　その分、たっぷりと弾を込めることが出来る。黒銃はいまだ満腹にはなっていない。取り込んだ雷氣を糧に、黒銃もまた重質量の弾体を生成している。

　雨の匂いと、焦げついたオゾン臭が鼻を突く。

　その間も、考えるのはあの黒い魚人のことだ。雷氣を込めながら、先の戦闘を何度もトレースする。

　俺の銃撃を二度も避けた、あの異常な反応速度。単純な反射神経だけではない。浸透勁まで用いる精妙な槍捌さばきといい、スーツを着た俺を凌しのぐ速度の歩法といい、明らかに体系化された技術を習得していた。

　知能の低そうな他の魚人とは格が違う。心してかからねば、敗北は必至だろう。

　戦うことへの恐怖とリスクは、身に宿る闘志が否定する。折られた肋骨はすでに治癒し、戦闘準備は入念に行った。次は不覚は取らない。必ず仕留める。

　己に誓約し、銃じゆう把はを固く握る。

　雨霧に霞かすむ視界には、生物の気配はない。

　ミウを追いかけるにあたって、魚人共の妨害を予想していたのだが、あれから一匹も遭遇していなかった。

　おそらく奴やつらの待望していたミウが戻ったことで、全員が巣へ戻っているのだろう。

　俺たちはそれ以上言葉をかわすこともなく、発信機が示すミウの位置を追って雨の廃はい墟きよを通り抜けていった。

〈あそこだね〉

　数十分後、俺たちは発信機が指し示す場所へたどり着いた。アルトシエルに言われるまでもなく、見上げればすぐに分かるほど巨大な建造物がそこにそびえ立っていた。

　ガラス張りの高層ビルだ。水中に沈んでいる分を合わせれば相当な高さになるだろう。天てつ辺ぺんはほとんど雲に差し掛かっている。

　それが合わせ鏡にもう一棟。同じデザインのビルが双子のように並んで建っていた。

　ビルの間には十階ほどの高さごとに、屋根のついた大きな橋がかかっていて、行き来が可能になっている。

　そしてちょうど中央の高さのところに、大きな球体が設置されていた。直径は三〇メートルはある。両側のビルから太い橋に支えられた巨大な構造物だ。

　あそこが何のために作られたものなのかは不明だが、あれが奴らの巣だということだけは確実に分かった。雨音だけの廃墟の中で、あのビルからだけ濃密な死の気配が漂ってくる。

　高層ビルに近づくほど水は赤く濁り、腐敗した肉の匂いが鼻を突く。

　その原因は、あのビルの中で死んでいった人々の──

「……っ」

　嚙かみ締しめた奥歯が軋きしる。

　俺のいた階層だって人の命は安かった。いつだって、死は隣り合わせにあるものだった。

　俺だって何人もの命を奪ってきた。そのことに言い訳するつもりはない。

　だが、それは戦いの中でだ。お互い覚悟がある者同士で、生きるために命を賭けて戦った結果に相手の死があった。家畜のように飼われて食われるためじゃない。

　探索者時代には感じもしなかった怒りが、俺の奥深くから熱を発している。

　ミウと両親の手紙が俺をこうさせたのか。今までは思いもしなかった感情に、不思議と戸惑うところはなかった。この怒りを奴らにぶつけることだけが、俺の思考を埋めていく。

〈どうする？　中にはまだ無事な人がいるかもしれない〉

　無事の定義にもよるだろうが、生存者がいないとは限らない。奴らが人を攫さらう目的が食料と苗床にある以上、希望的観測はしないほうが良いだろうが、囚とらわれたばかりの者もいる可能性は充分にある。

　ビルは二つ。生存者を探しながらミウのところへ向かうのなら、手分けしたい。

　やつらにとっても重要な存在であるミウが、すぐにどうこうされることはないだろうが、それだって不確定な情報だ。時間的猶予がいくらもあるわけではない。

　だがそうなると、アルトシエルがあの黒い魚人と遭遇する危険性を考えなければならなくなる。

　あいつの槍は装甲を越えて衝撃を伝でん播ぱさせてくる。蜘ク蛛モの義体は強力な外装を持っていても、中身のアルトシエルは常人以下だ。効率を選んで二次被害を起こしたくない。非効率だとしても、一緒に行動するほうが安全だ。

　そう提案しようと口を開く。

〈大丈夫。隠れるのは僕の得意技って知ってるだろう？　少しは相棒のことを信じてくれたまえよ〉

　アルトシエルは俺の考えを読んだように、変テク色スチ質感ヤ・ス迷彩テルスを起動させる。

「ですが……」

　少し前までの俺なら、真っ向から反対していただろう。

　アルトシエルは頼りない面もあるが、何度も結果で応えている。ミウをここまで追ってこられたのは、彼女の備えのおかげだ。はしゃいで馬ば鹿か々ば々かしいことを平気でするが、頭はずっと良い。俺と同じように魚人を観察して、その上で隠れられるという確信を得たからそう言っているのだろう。

「……いえ、分かりました。俺が左のビルで騒ぎを起こして、敵を集めます。先輩は様子を見て右のビルから生存者を探してください」

　何よりも今は時間が惜しい。この辺りが落とし所だろう。

　相当な数の魚人がこのビルに詰めているのだとしたら、迷彩を持たない俺の潜伏能力ではいずれ見つかる。それなら注意を俺一人に向けておいたほうが良い。

〈了解。発信機によると、ミウちゃんはあの球体の建物の中だ。そこで落ち合おう〉

　ビルの近くまでアルトシエルに運んでもらい、そこで二手に分かれる。

　俺はヘルメットを装着し、どす黒く染まった水の中へ飛び込む。アルトシエルも潜水しながら向こう側のビルへと向かった。

　アルトシエルを見送り、俺は水面のすぐ下を頭を出さないように泳いで、ビルの壁面に取りついた。

　俺の方に敵を集中させるのだから、静かに潜入する必要はないだろう。

　こちらのビルに生存者がいた場合、人質にとられる危険もあるが、相手の状況を探る時間がない以上仕方がない。適宜対応しながら先を急ごう。

　スーツの機能は良好だ。壁に指がめり込むほどの握力で捕まって体を支え、窓ガラスを蹴破って中へ飛び込む。

　ガラスの破片が舞う中を、黒銃を抜いて着地までにクリアリングを済ませる。

　受け身をとって一度転がり、視線を巡らせ、もう一度気配を探る。

「……クリア」

　立ち上がって、癖でつぶやく。

〈ヘイエ君、聞こえる？〉

　唐突に耳元でアルトシエルの声が聞こえ、思わず構えそうになる。通信回線を繫つないであったことを思い出した。

「ええ、よく聞こえます」

〈今こっちもビルの壁に取り付いたところだよ〉

「分かりました。敵と遭遇してから騒ぎを起こします、もう少し待機していてください」

〈了解。合図を待つよ〉

　ここが敵の本拠地である以上、侵入した途端に大群がいることを予想していたのだが、薄暗いフロアに魚人の姿はなく、荒れ果てた内装の部屋が続くだけだった。

「奇妙な場所だな……」

　部屋というほどフロアは小分けにされておらず、広い間取りになっている。ミウに案内されたあの美術館によく似た雰囲気だ。

〈塔とう京きよう水族館……〉

「とうきょう、すいぞくかん？」

　聞いたことのない響きだ。

〈中を覗のぞいてみたら、壁のプレートにそう書いてあったんだ。そっちも水槽がたくさん並んでない？〉

「並んでますね」

　水槽というより、ガラス張りの壁の中が全て水で満たされている。一つ一つ区分けされているが、基本的には同じ作りのようだ。ずっと先まで水槽の壁が並んでいる。

　ただし水は赤黒く濁り、何がいるのかは分からない。

〈たぶん、水すい棲せいの生き物を展示する場所だったんじゃないかな。僕の階層にも似たような場所はあったよ。ここまで立派なものじゃなかったけど〉

「へえ……」

　俺は合成された魚肉もどきくらいしか見たことがないので、泳いでいる魚という言葉には心を惹ひかれるものがあった。

　汚れた水槽の中に何かいないかと顔を近づける。ばん、と音を立ててグロテスクな顔面がぶつかってきた。

　同時に三さん叉さの槍が厚いガラスを突き破って、俺に襲いかかってくる。

「お粗末な待ち伏せだな」

　勢い良く噴き出す水流ごと槍を躱かわし、その柄をつかんで、魚人を引きずり出す。

　無防備なその頚けい椎ついに黒銃の銃把を叩たたきつけた。

　ベキボキと小気味よい音を立てて魚人の首はへし折れ、即死する。

　水槽の水はすぐに抜けていき、カラになった水槽の中には、鎖に繫がれた女性の遺体があった。

　女性の腹は中から破裂したように裂け、長い間水に浸されていたせいで体中が膨らんでいた。

「……分かってるさ、お前らがそういう連中だってことは」

　不意打ちに失敗した魚人たちが、次々と水槽を破って飛び出てくる。

　床はあっという間に水浸しになり、ここに雷氣を流せば一網打尽にできるだろうと思ったが、生存者を巻き込むことを考慮して中止する。

　銃もなるべく使わないほうが良いだろう。黒銃は貫通力が高すぎる。流れ弾が生存者に当たりでもしたら洒しや落れにならない。

　代わりに、雷氣ではなく、渾こん身しんの勁けいを込めて床を踏みつけた。

　スーツによって強化された筋力を、運動力学的に最効率で運用し、すべての勁力を床へ集中させる。爆発するように水がはじけ飛び、床がすり鉢状に陥没した。

　重い衝撃は建物全体に波及し、ビルを激しく鳴動させた。

「とっとと仲間を呼んでこい。お前らじゃ百匹集まろうが鱠なますにしかならんぞ」

　埃ほこりを落としながら地鳴りする壁を背景に、銃をホルスタに収めて、拳を構える。

　俺の挑発が聞こえたのか、一匹が走り去り、残りがまとめて飛びかかってきた。

　突いて来た槍やりの穂先に掌底を合わせ、衝撃だけを伝播させる。槍を握った魚人の腕が爆散し、三叉槍は俺の獲物となった。

　雑魚を掃除するには、長なが物ものを振り回したほうが手っ取り早い。

　槍そう術じゆつは師匠に一応習ったが、覚えているのは基本動作の巻き込む、振り下ろす、突き出すといった動きだけだ。

　槍はこの三つだけ覚えておけば、それで充分だと師匠は言っていた。間合いが広くなったところで、基本は素手と同じ。

　いなし、崩し、打つ。それを拳で行うか、槍で行うかの違いでしかない。

「まぁ、お前らにはそんな技も必要ない」

　力まかせに槍を突く。三体まとめて串刺しにしたら、そのまま持ち上げて後続の魚人共に振り下ろす。

　槍の柄が、脳天から魚人の頭にめり込んだ。

　粗末な槍はたった二撃でへし折れたが、いくらでも代わりは転がっている。新しい槍を拾っては振り回す。それだけで雑草を刈りとるように魚人たちは絶命していった。

「先輩、そっちはどうですか？」

　死に損なった魚人の顔面を無造作に蹴り飛ばしながら、アルトシエルに呼びかける。

〈うん、騒ぎを聞きつけたみたいだね。どんどんそっちのビルへ向かってるよ。というかすごい衝撃だったね。こっちのビルまで揺れたんだけど。なにしたの？〉

「ちょっとした宣戦布告を、ね」

　槍の石突部分を持って、大きく真横に振り回す。最大の間合いから遠心力を加えて振り回した穂先は、鎌のように周囲を切り裂いた。

　俺を取り囲んでいた魚人たちが、腹から臓物を撒まき散ちらしながら崩くず折おれる。

　あの震しん脚きやくが隣のビルまで伝わっているのなら、黒い魚人にも俺が来たことが分かったはずだ。このまま魚人を殺し続けていれば、いずれ現れるだろう。

　注意をこちらに向けることには成功した。生存者の探索は、アルトシエルが上う手まくやってくれるだろう。

「それにしても、お前ら弱いな」

　あの黒い魚人と同じ種族とは到底思えない。弱者をいたぶって殺すぐらいしか経験したことがないのだろう。

　格上の相手と対たい峙じしているにもかかわらず、何の対策も打とうとせず、闇雲に槍を突き出してくる。

　こいつらの槍では、スーツに傷をつけることすら叶かなわない。俺は避けることもやめ、真正面から槍を受けて、そのまま押し返した。

　力負けした魚人の軍勢が、将棋倒しに倒れる。

　俺は虫でも踏み潰すように、その上を歩いて頭を踏み潰していった。

　敵から見れば阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図だろう。今まで餌に過ぎなかった人間に、自分たちが木っ端のごとく殺されるのは。

　俺は左右の手に一本ずつ握った槍を鞭むちのように振り回して、魚人を屠ほふりながら階段を登っていく。

　どの階を見ても同じだ。女性たちの腐乱した遺体。まばらに散らばる人骨。血で汚れた水槽。

　生存者は見つからない。

　ただ、不自然だったのが、遺体と同じくらい魚人の死体が転がっていたことだ。俺がやったわけでも、囚えられた人間がやったわけでもないだろう。

　魚人に目立った外傷はなく、倒れてそのまま動かなくなったようだった。

　商業施設で捕らえた魚人が、突然苦しみだして死んだことを思い出した。アルトシエルならばなにか分かったかもしれないが、俺の仕事は死体を増やすことで検分することじゃない。

　それ以上考えることをやめ、目の前の敵を蹂じゆう躙りんしていく。

　何百匹殺しただろうか。もはや作業となった殺さつ戮りくだが、それでも予想していたよりも敵の数が少なかった。

　この階層中の魚人が集まっているのなら、相当な数の敵がいると思っていたのだが、自然死していた魚人の数を含めても五〇〇に達していないだろう。魚人たちはこの程度の数で階層を滅ぼしたのだろうか。

　疑問は尽きないが、そろそろ球体が繫がっている階だ。余計な思考は排除しなければ。

「……いるな」

　闘気ともいうべき、強者の気配が階段の上から漂ってくる。暴力の権化のようだったバイ・ロンのものとはまた違う、研ぎ澄まされた刃やいばのような気配だ。

　折れ曲がった両手の槍を放り捨て、俺は階段をゆっくりと上がる。

　準備運動は充分だ。

　さぁ、リベンジといこう。
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　階段を登りきった先は、仕切りのない一つの広いフロアになっていた。建物を支える幾つもの太い柱の役目を、円柱状の水槽が果たしている。

　中に満たされている水はやはり赤黒く濁り、水槽内のライトによって不気味な色を床に投影していた。

　バイザーで隠れた顔を動かさないように、目線だけをめぐらせ死角を探る。

　敵が隠れるような場所はない。不意打ちを警戒する必要はなさそうだ。

「ようこそ、御客人!!」

　高い声で覇声が響いた。

　フロアの奥、球体建造物へと続く橋を守るように、魚人たちがそこに集っていた。

　二十体ほどの魚人の群れの向こうに、目当ての敵を発見する。

　槍を床に突き刺し、黒い魚人が腕を組んで立っていた。俺を招く言葉を叫んだのはあいつじゃないだろう。

　やつの隣には肌の色が違う、二つの影が並んでいた。

　かたや細く小柄だが、抜身の刃のように鋭く鍛えられた四肢を持つ赤い魚人。

　かたや肥えているが、筋骨隆々の体たい軀くに分厚い皮膚の鎧よろいを纏まとった緑の魚人。

「……強いな」

　肌が粟あわ立だつ。

　あいつらも黒い魚人と同じくらいの力量だ。伝わってくる気配の質が違う。

「先輩、しばらく通信できないかもしれません」

〈……分かった。チャンネルは開いておくから、そっちの声は聞こえてる。用があったら声をかけて〉

「はい」

〈頑張ってね〉

　ひと声かけてきて、それきり彼女は沈黙した。

　魚人たちと対たい峙じする。

　強い個体が一匹だけとは思っていなかったが、この三体は一筋縄にはいきそうにない。アルトシエルとの会話に意識を向ける余裕はなかった。

　黒い魚人は大槍、赤い魚人は腰に収まった大小二本の剣、緑の魚人は樽たるのような戦せん槌ついを担いでいる。

　三体とも他の魚人とは違い、服を着ていた。

　一枚重ねの着物を帯で結んだだけの簡素なものだが、その佇たたずまいは着慣れた風情があった。

　そしてその陣地を守るように、青い肌の魚人たちがこちらに槍を向けている。

　だが、魚人たちは怯おびえた様子で、こちらへ向かってこようとはしない。

　当然といえば当然か。これだけ仲間を一方的に虐殺されたのだ。犬猫でも恐怖を感じて尻尾を巻くだろう。

「征ゆけ、吾あ子こたちよ。退さがるのならば、拙者がそなたらを斬るぞ」

　腰の剣に片肘を預け、赤い肌の魚人が高い声で言う。知性を感じさせる、流りゆう暢ちようなしゃべり方だ。

　あれほど一方的にやられた戦況でも、魚人共が俺から逃げ出さなかった理由が分かった。あの赤い魚人に脅されていたのだろう。

　逃げれば首領に殺される。それよりは俺に向かったほうがマシだと、そう天てん秤びんにかけて判断したらしい。

　つまり奴やつらは、俺よりもあの三体の方が上だと判断したわけだ。

「……ふん」

　鼻を鳴らし、俺は一歩前へ踏み出す。

　殺した魚人共の怨霊の重さが加わったように、床が深く陥没した。

　魚人の群れが俺の一歩に合わせて引き下がった。三さん叉さ槍そうの穂先が恐怖で揺れている。

「案ずるな！　そなたらが散る様は拙者がしかと見届ける！　一太刀浴びせて死にさらばへよ！　拙者が必ず仇あだを討ってくれようぞ！　未練残さず討ち果てませい!!」

　大音声で赤い魚人が叱しつ咤た激げき励れいする。

　俺は嘲笑するように、さらに一歩踏み込んだ。威圧を込めた震脚は、先程よりも大きな亀裂を床に走らせた。

　おののいた魚人たちが、また後退する。

「……。……そうか、征いかぬのか」

　失望したように赤い魚人は嘆息し、肘を預けていた剣を握った。

　真横に白刃が一いつ閃せんする。

　──速い。剣を抜いた瞬間が見えなかった。

　コマ落ちしたように、抜き放った剣だけがぬらりと妖しげな油紋を放っている。

　二十はいた魚人の首に赤い筋が走り、床へ頭が転がった。残った体から血が噴出し、一斉に崩折れる。

「すくたれ者は倭わ人じんにあらず」

　赤い魚人は血の付いた剣を振り払い、鯉こい口ぐちを走らせて鞘さやに納めた。

　俺はつぶさにその動きと武器を観察する。

　初めて見る形の武器だ。反りの入った片刃の長剣で、細い造りだが刃は厚く、しなやかな力強さを感じる。鞘は黒く、刃は赤い。魚人の肌とよく似た光沢をしていた。

「我が刀が珍しいか、客人よ」

　カタナ。片かたの刃なで刀かたな、か。単純で分かりやすい名だ。

「いいや、味方をあっさり斬り捨てたから驚いただけだ」

「吾子たちは正常に産まれておらぬ。すぐに大きくなるのは良いが、一月も経たずに皆死んでしまう。なればこそ、死し出での花道を飾ってやろうと言う父の心を汲くんでもらえぬのは悲しいことよ」

「敵性存在め……」

　知性はあっても価値観が違いすぎる。

　おそらくこの三体の魚人は誘拐された女性の胎はらから産まれた個体じゃない。日記にあった地中奥深くで眠っていた連中の生き残りだ。

　改めて理解する。やはりこいつらは異種の生物。会話することに意味などない。

「拙者は近こん藤どう為ため右衛え門もん安やす綱つな。異国の客人よ、一手ご教授たまわりたい」

「お前らの名なんぞ知るか。残さず駆除してやるから、まとめて掛かって来い」

「……佗わびしいことを言う。これは戦にあらず。死し合あいは一さ対しむ一かいで行うものよ」

　鈴のような鞘走りの音を立てて、赤い魚人は大小の二刀を抜き放った。

　右手の刀は切っ先をこちらに向けて大上段に、左手の刀は切っ先を地につけて下段に、まるで巨大な嘴くちばしのような構えだ。

「先まずは拙者から。……異い見けんないな？　荒あら谷や、五十土いかづち」

　背後で静観する、緑の魚人と黒い魚人に声をかける。沈黙を肯定と受け取った赤い魚人──近藤が改めて目線をこちらに合わせてくる。

　準備はできたかと問いかけているのだ。

　むかつく連中だ。階層中の人間を巻き込んで、これだけの虐殺陵辱をやっておきながら、いまさら清廉潔白な武人のふりなど。

「一丁前に人のつもりか。化け物どもめ」

「もはや問答は無用。いざ、尋常に──」

　先刻の斬撃が柱の一つにまで届いていたのか、水槽がピシピシと音を立ててひび割れていく。

　俺は低く構え、拳を引き絞るように肩の後ろへ回し、開いた手のひらを前へ突き出す。

　射いる直前の弓のように、限界まで身を撓たわめる。

　水槽の亀裂は柱全体にまで至り、ついに水圧との均衡が崩れる。柱の水槽は割れ砕け、水が勢い良く噴き出した。

「疾しっ！」

「参る！」

　俺と近藤は、まったく同時に駆け出した。

　水浸しになった床を蹴り、爆散した水を背後に残しながら、互いの距離を一瞬でゼロにする。

　廃はい墟きよと化した巨大なビルを打ち震わせ、黒拳と赤刃が激突した。
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　膝の力を抜いて、下半身を脱力。落下のエネルギーを、踵かかとから踏み出した力でベクトルを変え、前方への加速力へと変じさせる。

　全身のキレにより、ゼロからマックスまで瞬時に力の伝達を行う独特の歩法を古代拳法では箭せん疾しつ歩ぽと呼んだ。

　相手の魚人──近藤が使った歩法もほとんど同じ理屈だ。筋力ではなく身体操術を用いた高速移動術。常人にはコマ落としに見えるほどの速度が出ている。

　ただの一歩で彼我の距離が一気に埋まった。

　──あとに二匹も控えている。遊ぶ気はない。

　拳に雷氣を収束させ、インパクトの瞬間に解き放つ。

　魚人の体が蛋たん白ぱく質しつで構成されている以上、雷氣が有効なのは確認済みだ。青い魚人共に効くなら、こいつも感電死させられるはず。

　赤い刃が黒い拳と激突する瞬間を狙う──今だ。

　開放された雷氣が閃せん光こうとなって周囲を照らした。だが、拳に当たった感触がない。

　ぶつかる直前、赤刃は滑るように軌道を変え、俺の腕を滑走路にして首めがけて飛来してくる。

「くっ……！」

　鑽さん拳けんで下から打ち上げて刃を逸そらす。ヘルメットをかすり、火花が激しく散った。

「ぐっ!?」

　不意の痛みに呼気が乱れる。左足の脛すねに鋭い痛みが走った。近藤が下段に構えていた小刀が、俺の脛をなで斬りにしていたのだ。

　スーツは切れていない。表面の装甲を少し削られただけだ。

　だが軸足を掬すくわれ、俺の体勢が崩れる。

「斬ザ斬ザ斬ザ斬ザ斬ザ斬ザ斬ザ斬ザ斬ザンッ!!」

　奇妙な掛け声とともに繰り出される左右の斬撃を、両手の装甲で打ち払う。上段からの振り下ろしを横に逸らし、時間差で来た下段突きを叩たたき落おとす。その次の瞬間には中段に交差斬りが迫っている。崩れた姿勢をなんとか立て直し、身を捻ひねって回避する。

　息もつかせぬ連撃に、反撃することができない。

　雷氣を先の一撃に込めすぎた。残った雷氣を防御する腕に纏まとうには出力が足りていない。再度練るにはもう一度調息を行わねばならないが、その呼吸をする隙がない。無呼吸のまま迎撃に徹しなければ、とてもではないが対応できない。

　刀を打ち払うたびに、激しく火花が四散する。

　スーツにダメージはないはずだが、腕の痛みは増していく。

「ぜあああああああッ!!」

　近藤が裂れつ帛ぱくの気合とともに、左右の刀を同時に叩きつけてきた。俺は両腕を盾のように構えてそれを防ぐ。

　金属がぶつかり合う不協和音が轟とどろいて、俺はその場に踏みとどまった。

　力負けはしていない。単純な身体能力ならこちらのほうが上だ。重たい斬撃だったが、スーツを破壊するまでには至っていない。

　連撃が止まった瞬間を狙って、俺は前蹴りを放った。

　装甲に覆われていないこいつらは、俺のどんな攻撃が当たっても即死級だ。

　腹に直撃した蹴りは、魚人を大きく後方へ吹き飛ばした。

「……くそっ……」

　駄目だ。効いていない。

　蹴撃が当たる瞬間、やつもまた俺の腹を蹴り飛ばしていた。自分から後方へ飛ぶことで、俺の蹴りの威力を相殺したのだ。

「あわやあわや。まともに受ければ臓腑はらわたをぶちまけるところで御座った」

　着地した状態から、ゆるりと近藤が立ち上がる。やつの腹には蹴り跡すら付いていなかった。

「硬い鎧よろいに御座りますな。我が背鰭せなより産まれ鍛えし我が愛刀。些いささか切れ味には自信おぼえがあり申したが、これだけ斬っても傷しかつかぬとは」

　感心したように言う近藤に、俺は言葉を返せない。

「ぐっ……う……！」

　激痛に俺は顔をしかめた。

　左手が動かない。右手が火で焼かれたように熱い。

「されど、鎧の中身は斬り申したぞ」

　こいつ、斬撃を浸透させやがった。おそらくスーツの中はズタズタに切り裂かれている。

　ぬるい血がスーツの中に拡ひろがっていく不快な感覚。骨まで到達する深い傷だ。

　浸しん透とう勁けいは打撃を装甲の向こうへ伝える高等技術だ。俺も触りだけは扱える。だが、刃物のような鋭い衝撃を中へ貫徹とおすなど、神技──いや、魔技に等しい。

　氣を使った様子はない。身体能力は高いが、スピードは俺のほうが速いくらいだ。力はスーツを着た俺の半分もないだろう。

　だが、圧倒されているのは俺の方だ。

　唯一劣っている技量の差だけで、ここまで追い詰められている。

　やつと俺とでは、経験があまりに違いすぎる。百戦錬磨どころの騒ぎじゃない。どれだけの修練を重ね、どれだけの人間と斬り合ったら、これほどの境地へ至れるというのか。

　そして、最初の雷氣を避けた変則的な刀の動き。明らかに俺が雷氣を使うことを想定していた。

　このビルに来てから雷氣を使ったことはない。ミウの隠れ家でも黒銃を使うところしか見られていないはずだ。

　思い当たるふしは一つだけ。魚人共の最初の襲撃の時に観察されていた可能性だ。

　だとしたら、まったくこいつらの気配に気づかなかったということになる。

「っ……」

　己の迂う闊かつさに、苛いら立だちで歯が軋きしる。

　いや、待て。それなら蜘ク蛛モに乗ったアルトシエルの存在も知られていることになる。もし、向こう側に伏兵を配置させられていたら不ま味ずいことになる。

　青い魚人ならば相手にならないだろうが、こいつらと同じ強さを持った魚人がいたら、アルトシエルじゃ対処しきれない。

「ふぅむ、御おん身みはどうにも心ここに在らずといった様子。このような面白き死合にそのようなことでは困りますぞ」

　顎に手をやり、近藤は首を傾かしげる。

「──ああ、この城にエラなし共の生き残りがいるのでは、と思案しているのですな。ゆえに全力が出せぬと」

　得心がいったように、近藤は大きくうなずく。

「ご安心めされい。城はおろか、この国にエラなしはもう一匹たりとて残ってはおりませぬ。皆、吾子たちの腹の中に収まり申した」

　そう語る近藤の言葉には、善意しか込められていない。

「その吾子たちもここにいた者で最後。邪魔するものはどこにもおりませぬ。我ら三人と心ゆくまで死に合おうではありませぬか」

　歓迎するように近藤は両腕を広げる。

　近藤の言葉が正しいのなら、やはりミウの両親ももう──

「これで本身を抜けますかな、御客人」

　近藤は裂けた口端を釣り上げた。鋭い乱らん杭ぐい歯ばが唇からのぞく。

　嗤わらっているのだろう。

「……ああ、やっぱりお前らは皆殺しだ」

　生存者はおらず、アルトシエルのいるビルに敵もいないと分かった。

　ならば、もう遠慮はいらない。調息は済んでいる。

「死ね」

　雷氣を全開に、水浸しの床へ解き放った。瞬間、近藤の姿が消える。

「遅うござりますな。雷の如ごとき攻撃も、操る御身の意は欠伸あくびが出るほどに遅い」

　宙へ飛んで雷氣の波は濤とうを回避した近藤が、天井を蹴って矢のように飛んで来る。

「攻撃を、読んでたっていうのか……!?」

　今のはやつにとって初見の攻撃だったはずだ。無動作で雷氣だけを床に流した。雷氣は電速で到達する。見てから避けるのは絶対に不可能だ。

　黒い魚人も黒銃の雷弾を避けたが、あれは銃口から着弾地点を予測しているのだと思っていた。

「否いな。意とは動きの前に必ず生まれるもの。武士もののふはこれを如い何かに覚さとり、如い何かに隠すかに腐心するのです。御身はそこへ至るにはまだ若すぎる」

　やつは常に俺が動き出すより早く行動を開始している。スピードで勝るはずの俺が追いつけない理由はこれだ。

　先せんの先せん、そのさらに先の機き先せんを読む実戦勘。超能力じみた予知がやつの速さの正体か。

　手品の種は分かった。ならばその攻略法を考えろ。

「参りますぞ！」

　再び斬撃の嵐が俺を襲う。甲高い金属の不協和音が鳴り響くたび、眩まばゆいばかりの火花が飛び散った。

　短刀を下の階層で失ったのが痛い。素手では間合いが狭すぎる。いや、どのみちこいつの刀相手では、刀身ごと切り落とされていた。ないものをねだっても仕方がない。

　斬撃を防ぐたび、スーツの中で腕が裂けていく。左手はもうほとんど感覚がない。

　だが、こちらも同じ轍てつを踏む気はない。防御しながら全身に雷氣をみなぎらせる。

「ぐぬ……!?」

　全身に分散している上、相手の刀越しだ。感電死させるほどの威力は出ないが、近藤の動きを止めることには成功した。

　最速の掌底である劈へき拳けんを、顔面めがけて打ち放つ。

　ぱぁんと水面を平手打ちするような音が響き、やつに初めてクリーンヒットした。

「ちっ……！」

　だが浅い。感覚のない左手で打ったとはいえ、脱力で衝撃のほとんどを逸らされている。

　当たってからでも回避できるとはなんて反応速度、いや体に条件付けを染み込ませているのだ。思考よりも早く己の五体を動かすことが出来るなど、並の練度ではない。

　意識を失ったとしてもこいつは動き続けるだろう。それほどまでに、こいつは武道家として完成されている。

「やりますな、御客人」

　黒煙と血を流す顔面を押さえ、近藤は大きく後ろへ跳んで距離を取る。

　隙だらけのその姿へ、俺は打ち込んでいけなかった。劈拳を当てた瞬間に、俺も足を切られていたのだ。

　またやられた。痛みで力が抜けた足では前へ踏み出せない。実質相打ち。いや、ダメージの蓄積量では俺のほうが押されている。傷の治癒は進んでいるが、戦闘中に癒えるほどではない。長引けばこちらのほうが不利だ。

　近藤の攻撃はまるで風のようだ。踏み込むときは嵐のような斬撃を見舞い、不測の事態には流れるように距離を取り、追いかけることすら許さない。

　時に激しく時にゆるやかに、命を奪わんと疾風が渦巻いている。

「いやはや天あつ晴ぱれ。実に天晴な瞬速にございますな。拙者とここまで打ち合えたものはそうそうおりませんぞ」

「お前の倍は早い双剣使いを知ってるんでね……」

　そう嘯うそぶいて、雷氣を練る時間を稼ぐ。

　体を動かしながら氣を練るのが、これほど難しいものだとは思っていなかった。氣の扱いを覚えたばかりの俺は、どうしても溜めの時間を必要としてしまう。

「ふむ。疾はやさをご所望か。ならば、我が秘剣にてお相手いたそう」

　近藤は二刀を鞘さやに収めた。今度は大きい方の刀の鞘を左手で握り、右手を柄つかにそえる。

　そして、上体をぐっと沈み込ませた。

　前傾すぎる姿勢だ。およそ実用的には見えない奇抜な構えだった。

　だが、次の攻撃は想像がつく。仲間の魚人共の首を一撃で刎はねたあの技だ。

「首を狙うゆえ、しかと避けられませい」

　狙う箇所を予告するなど、相手を舐なめきっている。いや、違う。自分の技に絶対の信を置いているのだ。

　俺とやつとの技量差では、予告があってもハンデにすらならない。先ほどの抜き打ちも俺には見えなかった。斬撃を浸透させるまでもなく、今度はスーツごと断たれる。前もってガードしていても、腕ごと首を落とされるだろう。

　抜刀の瞬間すら見えずに絶命する。それほどの悪夢を、近藤の構えとみなぎる闘志から幻視した。

「…………」

　やるしかない。ほとんどぶっつけ本番になってしまったが、今の俺のままではやつの斬撃に対応できない。あとに控えている敵のために温存しようという考えが甘かった。

　一戦に全てを賭けなければ、やつは倒せない。

「ふぅぅぅぅ……」

　練った雷氣を放出する。体の外ではなく内を駆け巡るイメージだ。大きなエネルギーを細分化し、脊椎から全身の神経へ送り込む。

「ぎっ……」

　電力の調整がうまく利かない。過剰に送られた電気信号が、神経を灼やけつかせていく。

　精妙な操作は諦めろ。俺は達人じゃない。今は効果さえ発揮できればそれでいい。

　痛みをねじ伏せ、雷氣をさらに循環させる。

「征ゆきますぞ？」

「……もったいぶってないで、とっとと、来い……っ！」

　視界が赤く染まる。毛細血管が切れて、目から出血しているのだ。強制的に鼓動を上昇させた心臓が、大量の血液を各所に送り込む。

　もっとだ。並みの強化じゃ足りない。限界を超えて神経を加速しろ。

　激痛と昂こう揚よう。慣れ親しんだ薬物ドラツグのあの感覚が俺のリミッターを外していく。

「斬ザぁ──」

　近藤の掛け声が、低く遅く伸びていく。

　体感速度は数十倍に引き伸ばされ、それでもなお見えぬほどの斬撃が、俺の首めがけて飛んで来る。

　躱かわせ。だが後ろには避けるな。前に出なければ勝利はつかめない。

　泥のように重い空気をかき分け、鉛のように重たい体に活を入れながら、身を沈ませる。

　一いつ閃せんが迫る。

　歯を食いしばり頭を下げてすんでのところを躱すが、ヘルメットの後頭部を切り飛ばされた。髪が一房巻き添えとなって宙を舞う。

　まだだ。まだ沈め。斬撃を回避しただけでは、意味がない。もう一手、こちらのアドバンテージを手に入れる。

　鼻先が地面に触れるほど身をかがめた刹那、地を蹴った。つま先から生まれた力が水を爆散させ、がら空きとなった近藤のふところへと俺の体を飛び込ませる。

　姿勢を起こしながら、左右の掌を同時に腹へ向けて打つ。虎こ撲ぼく子しと言われる極短距離の強力な打撃技だ。

　当たれば一撃で相手を破壊する必殺の攻撃は、しかして近藤にいなされた。

　そっと添えられたと思った近藤の左手が、俺の打撃を下方へと受け流し、その勢いのまま投げ飛ばされた。

「化か勁けいか……！」

「柔術やわらにて候そうろう」

　加速された時間の中で、聞こえないはずの相手の声が聴こえる。

　恐ろしい運動ベクトルの制御だった。急速回転した俺の体は、受け身も取れずに床へ落下し、背中をしたたかに打ち付けた。

「がっ……！」

「我が抜刀術を避けたのは見事。されど一手足らず。次はもうありませんぞ」

　近藤が刀を鞘に収めながら振り返り、再び前傾姿勢の構えを取る。

「……いいや。狙い通りだ」

　答える俺の左手には近藤の小刀が握られていた。

「!?　なんと……！」

「下層育ちは手癖が悪くてな……」

　壊れたヘルメットを除装し、近藤にとっては意味不明の言葉を血ち反へ吐どとともに吐き捨てる。

「最初から拙者の刀が狙いで御座ったか」

「これで武器の不利はないな」

　虎撲子は囮おとりだ。そのために両手を用いて必要以上に接近した。やつの意識を逸そらし、刀を奪うためだ。

「それで如い何かにする気か。憖なまじ剣けん法ぽうは怪我けがをなさいますぞ」

「それはどうかな」

　俺は近藤と同じ構えをとった。上体を沈め、前傾姿勢を取る。

　違うのは、鞘の代わりに左手の指で作った輪の中に刃やいばを収め、柄を逆手で握っていることだ。

「それが憖剣法と言うのだ！」

　俺の行動を挑発と受け取ったのか、一喝に怒気を乗せて、近藤が身を沈ませる。

　怒っていてもその構えに乱れはない。間違いなく機先は制される。だが、俺はこの戦法に活路を見み出いだした。

　布石は打った。あとはこの策が成功することを祈るだけだ。

　雷氣で再びリミッターを外す。神経を焼き切りながら、俺は加速された世界の住人となる。

　鈍化する空気は重く、呼吸をするたびにぬめりを感じる。何もかもが静止したようにすら見える景色の中で、相手の表情がよく窺うかがえた。

　近藤は赤い顔をさらに真っ赤にさせて、今にも蒸気を噴き出しそうだ。殺し合いの場だというのに、その滑稽な姿に思わず頰ほおがゆるんだ。

　いい具合に力が抜けた。次の一合でどちらかが死ぬというのに、虞おそれも気負いもない。

　静寂は長く、割れた水槽からゆっくりと落ちた雫しずくが床を打つ。

「かっ!!」

　やはり先手を取ったのは近藤だった。腰の動きで鞘内の刀を瞬間加速し、神速の抜刀を実現する。

　対して後手に回った俺は、加速中の体において、さらに左手に込めた雷氣を発動させた。ただしそれは神経にではなく、俺の肉体を守るスーツに対してだ。

　アルトシエルの自由な発想を思い出せ。雷氣の使い方には無限の可能性がある。

　俺はスーツの人工筋肉をコイルに見立て、一気に電流を送り込んだ。雷氣は物理限界を超え、左手で作った輪の中に強力な電磁界を発生させた。

　黒銃の弾体加速を自力で行っているようなものだ。弾体は左手の輪に収まった小刀。筋力や技術ではなく、ただただ電磁力という科学に従って小刀は高速射出された。

　神速の抜刀術に対応するため、俺が編み出したのは電速の抜刀術だ。

「莫ば迦か奴め！　如何いかに疾とくとも逆手持ちでは、ただでさえ短い間合いが殺されるであろう！　間合いの差で拙者の勝ちぞ！」

　近藤が吠ほえ猛たける。

「いいや、勝つのは俺だ」

　加速された認識の中では、肉声で言葉が伝わることはない。しかし互いの想おもいはしっかりと伝わっていた。

　逆手に持った小刀は、最初から近藤を狙っていない。後手に回った俺の狙いは、今まさに俺の首を獲とらんとする近藤の刀だ。

　横から迫る近藤の刀を、縦に抜刀した俺の小刀が迎え討つ。半抜きに抜いた小刀が近藤の大刀たちとぶつかり合った。

　凄すさまじい衝撃と爆風が吹き荒れる。

　柄と刀身を両手で握る形になった小刀は、しっかりと近藤の一撃を受け止めていた。

　だがここで終わりじゃない。俺の抜刀術はここからだ。肉体を動かして発動する近藤の抜刀術はそこで止まったが、電磁加速による俺の抜刀は続いている。

　まだ俺の手に半分収まった小刀を、雷氣で作った磁場でさらに加速。同じ強度の武器ならば、速度の速いほうが競り勝つ。

　小刀の刃は火花を散らして大刀に食い込み、一点で斬撃を受けることになった近藤の刀は中心から斬り折れた。

「一手足らずは拙者であったか……！」

　得物を失った近藤の判断は早く、地を蹴って飛び上がり、すぐさま俺との距離を取る。

　そう来るだろうと思っていた。やつは不測の事態には必ず後ろへ跳び下がる。

　そして、それこそが俺の狙いだ。使わなかった俺の真の武器が牙を鳴らす。

「ぬかった──」

　俺の意を感じ取った近藤が顔をゆがめる。

「詰みだ」

　俺は左手で引き抜いた黒銃を近藤に向けた。武器を失い、宙にいるやつには避けるすべはない。

　とっさに頭をかばい、身をひねった近藤の動きをしっかりと見て、俺は引き金を引く。

　高速射出された二発の雷弾が、腕ごと頭の上半分を吹き飛ばした。

　近藤が着地する。頭を失ったというのに、その姿勢は微み塵じんも崩れない。

「お、お、お──」

　下顎ががくがくと動き、近藤が最期の言葉を発する。

「御おん見み事ごと」

　その一言を発し、近藤は倒れ伏した。







[image: 04 足跡は儚く波に消えた／Lost Memory]




　近こん藤どうの巧みな身体操術でも、黒銃の破壊力は受け流せなかった。

　二発の質量弾は近藤の両腕と頭を破壊し、壁を突き抜けて外へと消えていった。

『御見事』。そう俺を褒ほめ称たたえる近藤の言葉を反はん芻すうする。

　頭を失っても発した最期の言葉が俺への賞賛とは、あれだけの悪逆を尽くした者とは思えないほどの潔さだ。血の海に伏した近藤はもう二度と動くことはなく、その真意を知ることは出来ない。

「まずは、一人……っ」

　俺は膝を折り、荒く息をついた。せり上がる血を咳せきとともに吐き出す。

　ダメージは大きい。だが、本来の実力では到底かなわない相手を倒せたのだ。ジャイアントキリングは成功している。

　探索者時代には考えられない、リスク管理を放棄した戦い方をしていると思う。

　アルトシエルと出会う前の俺なら、敵が想定以上だった時点で撤退していただろう。いや、そもそもミウを助けようとしただろうか。

　俺は弱くなっているのかもしれない。冷静さを欠いている自覚もある。利益と生存を優先させられない時点で、探索者を名乗る資格はもうないだろう。

　だが、今の俺は冒険者だ。アルトシエルのいう浪ろ漫まんとやらは未いまだ理解できないが、守りたいと思ったものを守れないのはもう嫌だ。

　こいつらを倒し、ミウを助け出す。それが冒険者となった俺の決めたことだ。

　唇を汚す血をぬぐい、息を整えなおし、小刀を床から抜いて立ち上がる。以前使っていた短刀に比べて軽く細いが、使えないことはない。むしろ切れ味も強度もこの刀のほうが上だ。

　やつの背せ鰭びれから鍛造つくられたという刀身は、やつ自身を顕あらわしたような鋭い輝きを発していた。

　倒れた近藤の腰から鞘さやを外し、丁寧に小刀を納める。鍔つば鳴りの音が涼やかに響いた。

「借りるぞ」

　近藤との闘いに敬意を表したつもりはない。ただ、やつの刀が優秀だったから使う。それだけだ。

　近藤の死体が答えるはずもなく、やつの紅刀は俺のものとなった。

「──なるほど、全ては布石か」

　黒い魚人が腕を組んだままうなずいた。俺の策を理解したらしい。

「はっ、お前ら相手に武道家として戦うとでも思ってたのか？」

　精一杯に悪意を乗せて、口端を釣り上げ、嘲笑する。

　俺が近接攻撃だけに己を縛り、銃を使わなかったのは、近藤との死合に応じたからではない。黒い魚人と対戦した時の経験から、奴やつらには普通に撃っても避けられるのは半ば予想していた。

　電撃でやつの動きを止めた時も、銃は使わずに拳で打った。それは近接格闘で戦うという姿勢を見せつけ、近藤の思考から銃という選択肢を追い出すためだ。

　ずっと俺が狙っていたのは、やつを確実に仕留められる瞬間だ。

　一撃必殺の打撃を生身で受け流し、雷撃すら予測して避けるような手合い。普通に技比べをやっても勝ち目はなかった。俺はどの攻撃が有効で、回避するときはどう動き、どのタイミングなら仕留められるかをずっと測っていた。達人相手に近接戦闘で競おうなど、最初から考えていない。黒銃を確実に当てられる瞬間さえ作り出せれば、それでよかった。

　使えるものは何でも使うし、やれることは何でもやる。勝たなければ明日は来ない。それが師匠の教えだ。

　そう、だからこいつらを対等の敵と認めてはいけない。

　魚人は誇りを持った戦士ではない。悪逆を尽くした害獣だ。戦うのではなく、どんな手を使っても駆逐する。

　そう思わなければならない。

「策を用いるも、火縄を使うも、それもまた武よ。誇れ、童子わらしよ。何な故ぜそのような顔をする」

「……黙れ」

　鼻筋にシワを寄せ、黒い魚人を睨にらみつける。

「お前らを駆逐することに、誇りなんぞ感じるか」

　言いながら負傷の度合いを顧みる。

　焼け焦げた左腕はまともに力が入らない。スーツの内圧で出血こそ少ないが、浸透斬撃による裂傷は全身に刻まれている。

　加えて電磁場を発生させるコイル代わりに、大量の雷氣を送り込んだことで、人工筋肉が完全に死んでしまっていた。

　雷氣を何度も練った内臓は鈍い熱を持ち、無理やり加速させた全身の神経が引きつるような激痛を発している。

　コンディションは最悪だ。薬物ドラツグを大量使用したときより、なおひどい。わずかでも回復するための時間を稼ぎたいところだった。

「ミウを返せ。そうすれば楽に始末してやる」

「……あの娘は、我らが大おお皇きみの子を産むための大事な妾そばめだ。返すことは出来ぬな」

　端はなから連中が素直にミウを返すなんて期待していない。会話を少しでも引き伸ばして回復を図る。俺の再生能力はまだ悟られていないはずだ。

「大皇だと……？」

　会話に意味などなかったはずが、魚人の言葉で疑問が生まれる。

　まだこいつらの上がいるというのか。

「左様。我らが主君。この国の真なる王よ」

「真の王？　どういう意味だ」

「言葉通りの意味よ。大皇こそがこの国の象徴にして父。そして我らこそが、その真の子。真の民。エラなし共は我らの不在に、この国にはびこった慮外者に過ぎん」

　こいつらは自分たちがミュータントのたぐいではなく、この階層の先住者であると主張しているのか。

　ならば、今までここに住んでいた人々はどこからやってきた。階層は閉鎖されていたはずだ。住民の入れ替わりなど、どうやって発生したというのだ。

　奴らの主張が正しければ、なぜ先住文明の生き残りがこいつらだけしかいないのかという疑問が出てくる。

　武人然としたこいつらが、こうもこの階層の人々を憎悪し、悪逆の限りを尽くした理由もそこにあるのだろうか。

　疑問が次々と湧いて出るが、重要なのはそこじゃない。敵をここに集中させているという前提が狂っていたのだ。

　アルトシエルの身が危ない。

「……ちっ……」

　舌打ちして、首に手をやる。

　近藤に斬られたヘルメットはまだ修復中だ。俺の意思を感知しても頭部へ展開しない。通信機能だけでも生きていればいいが。

「……先輩、聞こえていますか？」

　小声でアルトシエルに声をかけるが、返事はない。やはり近藤に切られた時に、通信機能も落ちてしまったようだ。

　アルトシエルはまだ向こうのビルを探索しているのだろうか。奴らとの会話は途中まで聞こえていたはずだ。ビルにはもう誰も生き残っていないことは知っているだろう。

　こいつらの親玉が居るとしたら、ビル中央に据えられた巨大構造物だ。球形のあの中にミウが居ることは発信機の位置から分かっている。親玉のすぐ傍そばに囚とらえられている確率が高い。

　アルトシエルが先行して向かっていた場合──あいつの身が危ない。

「我らもおぬしとの死合を心待ちにしていた。今更やめるつもりなどない」

　黒い魚人が組んでいた腕を解く。どうあってもこいつらを倒さねば、先へは進めないようだ。

「休む暇もなかったな……」

　傷の回復を試みる猶予もない。こうなっては最短手数でこいつらを倒し、球状構造物へ向かう他なかった。

　次の戦闘へ意識を切り替える。

　だらんと下がった左腕を前に、右手で腰の後ろに差した小刀の鯉こい口ぐちを切る。

　黒銃の威力と俺の戦い方は見せた。さぁ、次はどう手を打ってくる。俺はお前らのその思考の裏をかいてやる。
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　互いの戦意が昂たかぶり、次はあの黒い魚人が相手になると定めて構えた時だ。

　それまで黙っていた緑色の肌をした魚人が、突然前へ飛び出してきた。身構えた俺を通り過ぎ、背後の近藤の前に膝をつく。

「お、おおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　離れた両目から滂ぼう沱だと涙を流しながら、緑の魚人は近藤にすがりついた。

「近藤殿おおっ！　近藤殿おおおおおおおおおおっ!!」

　近藤は瘦せた体型をしていたが、緑の魚人は筋骨たくましく、腹にたっぷりと脂肪を蓄えている。一見すると蛙かえるのようにも見える容姿をしていた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!　なんでええええええっ!!　なんでだああああああああああああああああっ!!」

　やかましい泣き声だ。階層中の人間を虐殺したくせに、仲間の死にはこれほどの悼いたみを見せるのか。

「ふざけるなよ……」

　死者を憐あわれむその感情を少しでも階層の人々に向けていれば、こんなことにはなっていなかったはずだ。たとえこいつらが知性を持った先住者なのだったとしても、今いる人々を虐殺していい理由にはならない。

　逆手に抜いた小刀で、膝をついた魚人の首を刈り取る。近藤を参考にした我流抜刀術は、一いつ閃せんとなって魚人の首を落とす。隙だらけに見えた魚人は、それでもなお達人だった。

　剣閃は空を切り、緑の魚人は近藤の死体を抱いたまま、瞬まばたきの間に黒い魚人のところへ戻っていた。

「デブのくせに速いな……」

　見た目通りの腕力馬鹿なら、俺にとっては格好のカモだと思っていたのだが、一筋縄ではいかなそうだ。

　近藤の死体を降ろし、魚人がこちらを振り返る。

「お、おら、おらは、荒あら谷や権ごん六ろく郎ろう篤あつ秀ひで！　近藤殿の仇あだは、おらが討つ！　討つ!!」

　血涙を流しながら、緑の魚人──荒谷は宣言する。

「……好きにせよ。ぬしが討つというならそれも良し」

　黒い魚人──残った名前から、あいつが五十土いかづちなのだろう──が一歩下がった。

「だが心せよ。この童子わらし、尋常ではない。武技だけに惑わされるな。たとえ裸一貫でも喉笛を咬かみ砕きにくるぞ」

「高く評価されたもんだな」

　舐なめてくれた方がありがたいのだが、達人は慢心とは程遠い心境にあるようだ。

　忠告する五十土にうなずきを返し、荒谷が戦せん槌ついをかつぐ。

　見た目はパワーファイターだが、あの脚さばきを見る限り、動きも相当に速い。

　どう来る。雷氣で加速して、ようやく奴らの機先に追いつけるような状態だ。出し惜しみは出来ない。

　俺は荒谷を観察しながら調息し、雷氣を練る。

「ゆ、ゆ、征ゆくぞう！」

「とっとと来い、デブ」

　挑発するように構えた俺に応えるように、荒谷は戦槌を振りかぶり、すり足で前進してくる。あの戦槌はまともに受けるとまずそうだ。

　受け流さずに回避行動を選択した俺の前で、荒谷は戦槌を振り下ろした。

　俺はまだ間合いの外。一体どういうつもりだという疑念は、戦槌の引き起こした現象に上書きされる。

　見た目通りの凄すさまじい重量を持った戦槌が、床を一撃で粉砕した。

「な、に……!?」

　ビルの床が陥没したと思った瞬間、大穴が開いた。俺の震しん脚きやくにも耐えていた頑丈な床があっさりと砕ける。

　とっさのことに反応が遅れ、俺はなすすべもなく下の階層へと落下した。

「う、うおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　身をひねって着地する直前、真上から荒谷が雄お叫たけびとともに降ってくる。鉄塊のような戦槌が、俺をしたたかに打ち付けた。

「ぐっ……！」

　防御した腕が痛む。浸しん透とう勁けいではない。ただただ圧倒的な破壊力が俺を床に叩たたきつける。

「おおおおおおおおっ!!　おおおおおおおおおおおっ!!」

　雄叫びを上げながら幾度も振り下ろされる戦槌。俺は剝むき身みの頭を守るのが精一杯で、重い連撃を避けることが出来ない。

「く、そがっ……！」

　じっとしていてはこのまま撲殺されるだけだ。俺は避よけられるのを承知で黒銃を撃ち放つ。

　重い反動で右腕が跳ね上がった。

　予想通り俺の動きは読まれ、銃弾は荒谷に当たらない。だが、高威力の銃弾が振りかぶっていた戦槌をわずかにかすめる。

　火花が散り、戦槌の端が刳くり貫ぬかれた。衝撃で荒谷がたたらを踏んで後ろへ下がる。

　体勢が崩れている今がチャンスだ。

　俺は立ち上がるのと同時に第二射を荒谷に向ける──よりも早く突進してきた巨体が俺をくの字に折り曲げ、ビルの壁へ叩きつけた。

「がっ……!?」

　強化ガラスの窓に罅ひびが走る。

　近藤が柔じゆう鋭えいの武術なら、こいつは重じゆう剛ごうの武術だ。体術だけではなく力任せの攻撃も得意としている。

　力の中にこそ技は宿る。そういった信念を感じる。こいつにとっては技あっての力ではなく、力あっての技なのだ。

　今も技術ではなく、力技で崩れた姿勢を強引に戻して突っ込んできた。荒々しいまでの獣性だ。

　さらに突進してくる荒谷をくい止めようと黒銃を乱射するが、そのすべてを回避された。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　吶とつ喊かんの声を上げながら、体当たりで押しつぶしてくる。

　すでに強度の限界に達していた窓ガラスは粉々に砕け、俺たちはもつれるようにビルの外へ飛び出した。

　下は水面だ。水中へ落とす気か。

　落下中はやつも無防備だ。先ほど近藤がやられたことをもう忘れたのか。

　黒銃を荒谷の頭に突き付ける。

「させぬぅぅっ!!」

　黒銃ごと腕を握られた。右腕の人工筋肉は生きている。正常に筋力強化は作動しているにもかかわらず、腕を動かすことが出来ない。俺とやつの筋力は拮きつ抗こうしている。

　荒谷は四肢全部を使って、抱擁するように俺を拘束してくる。

　不愉快な肉の圧力が俺を圧迫するが、同時にチャンスだ。俺には雷氣がある。息を吸い、全力で雷氣を身に纏まとう。

　密着した荒谷に、大量の電流を流し込んだ。

「は、は、離さぬぅぅぅ!!」

　並の魚人なら確実に焦殺する一撃だ。なのに、拘束は外れない。異臭を発しながら痙けい攣れんし、焦げた皮膚を剝はがしながらも、荒谷の力は緩まなかった。

　分厚い脂肪が俺の雷氣を防いでいるのか、やつの心臓を止められない。俺は荒谷の拘束を解くことが出来ず、そのまま水中へ落下した。

　爆はぜるように水面が噴き上がる。

　雨音も届かぬ水底で、荒谷との死闘が始まった。
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　水面に叩きつけられる衝撃で全身が痺しびれる。スーツの防御性能がなければ、全身の骨が砕けていただろう。

　この衝撃にも、荒谷の剛力が怯ひるむことはなかった。

　大量の気泡と水の冷たさが顔を覆う。ゴボゴボという耳に直接響く水泡の音がうるさい。

　荒谷の戦槌が錘おもりになっているのか、俺たちはどんどん水底へ沈んでいく。

　眼球が押し潰されるように痛む。水圧で肺の空気が口から飛び出そうだ。

　気を失いそうになるのをなんとかこらえ、荒谷の拘束から逃れようと身をよじる。

　人工筋肉がゲインを上げて隆起するが、びくともしない。

　信じがたいことだが、荒谷の筋力はスーツを着た俺を凌りよう駕がしている。フル稼働させれば数トンの物体すら持ち上げるこのスーツに生身で対抗できるとは、常軌を逸した剛力だ。

　落下中の攻防で雷氣をほとんど使い果たしてしまった。もう一度練るには呼吸が必須だが、水中ではそれもかなわない。肺に残った空気を吐き出すことで一回分の調息は可能だが、それをやれば息が続かなくなる。

　このままでは溺死する未来しかない。

「（まだ、手はある……！）」

　黒銃を持った右手を確実に押さえ込むため、荒谷は両手を使って腕を封じている。それゆえに左手は自由だ。コイル代わりにした左手は焼け焦げ、見た目にも装甲の損傷が激しい。先ほど腕が使えないところを見せたのも功を奏した。

　人工筋肉は相変わらず死んでいるが、俺自身の傷はある程度癒えている。動かすぐらいならなんとか可能だ。

　ならば、反撃は出来る。俺は、左手をゆるく握り、荒谷の脇腹にそっと押し付けた。

　古代拳法には密着状態でも放てる打撃がある。ほとんど体を動かさずに、脱力した関節の『締め』だけで放つ高等打撃術。俗に寸すん勁けいと呼ばれる密着打法だ。

　荒谷はまだ気づいていない。腰後ろに差した小刀の方を警戒しているのか、俺の動きを気に留とめた様子もない。醜い容貌をさらに歪ゆがめ、拘束に集中している。

　俺は一瞬全身をゆるめ、力み、その振幅で生まれた勁を左拳に収束させる。石のごとく握りしめた拳から放たれる発勁。水中に打撃音が重たく轟とどろいた。

　荒谷の腹が、拳を中心に円形に波打つ。

「ゴボァ……ッッ!?」

　人工筋肉の働かない左腕では満足な威力は出せなかったが、予期せぬ方向からの打撃で、荒谷にダメージを与えることに成功した。

　拘束がゆるんだその隙を突いて、俺はすべるように荒谷の太い四肢から抜け出る。

「（喰くらえ……！）」

　離れ際に黒銃を構え、吐血する荒谷に向けて発砲する。

　射出の圧力で水が蒸発した。蓄電された雷氣によって質量弾が高速発射。空洞現象を発生させながら直進する。

　だが、そこにはもう荒谷の姿はない。

　目標を外した弾丸は気泡を尾に残しながら、沈む廃はい墟きよに直撃。地鳴りを起こしながら建物を倒壊させた。

　粉ふん塵じんが水に溶け、煙のように辺りに立ち込める。

　見失った荒谷を探すより早く、背中に水流を感じる。とっさに頭をかばった瞬間、衝撃が後ろから襲った。

「ごっ……!?」

　戦槌で殴られたのだ。ガードが間に合わなければ、一撃で頭を砕かれていただろう。

　なすすべもなく俺は水底に叩きつけられる。

　そこは黒い石材のようなものを敷き固めて舗装された道だった。天然の湖などとは異なる上に、数年で出来た水の世界だ。砂や泥はあまり堆積しておらず、砕けた石畳の破片がわずかに散らばるのみだった。

　すぐさま体勢を戻し、頭上の荒谷を睨にらみつけた。淡い光がカーテンのように揺れる水中を、荒谷は遊ゆう々ゆうと泳いでいる。

「（ここまでが、やつの策か）」

　技比べに終始していた近藤とは違い、荒谷は闘いを楽しまずに最初から殺しにかかっている。

　状況は絶対的に不利だ。

　やつはこのまま俺の退路を塞いで溺死を待つだけで勝利し、こちらは黒銃を撃っても当てる自信がない。なによりヘルメットが壊れていて呼吸が出来ない以上、新たに雷氣を練ることが出来ない。

　肺に残った空気を吐き出し、外気を濾こしとって一呼吸分の雷氣に変換することはできるが、それをやれば水面に上る前に酸素不足で死ぬだろう。

「（万事休すだな……）」

　焦りで早まる心臓を押さえつけ、精神を鎮めて荒谷を観察する。

　荒谷は重い戦せん槌ついを抱えながらも、俺の逃げ道を塞ぐように水面付近を周泳している。やつは魚人。水中こそが真のテリトリーなのだろう。

　泳ぎでは到底かなわない以上、下手に水面へ上がろうとするのは危険だ。黒銃は水中でも撃てたが、威力は減衰しているようにも感じた。

　装そう塡てんされた雷氣はまだ残っているはずだが、ここから撃ってもやつに当てるのは難しい。

「（息が苦しくなってきたな……）」

　師匠に呼吸を止める訓練は受けている。探索中に地下遺跡から唐突に吹き出る汚染ガスへの対策のためだ。

　じっとしていれば五分は確実にいけるが、動きながらとなれば話は別だ。戦闘中の消耗は激しく、二分止められれば良いところだろう。

　その制限時間内に呼吸を行わねば、溺死する。行動を誤れば、その分勝利への道筋は遠のいていく。しっかりと策を練るには、時間も情報も足りていない。

「（だが、やるしかない）」

　陸上にいてすら、相手の技量の方が上なのだ。得意の水中で真正面からやりあっても勝機はない。

「（……まずは撹かく乱らんする。隙を作らなければどうにもならない）」

　やつらは行動前の意を読んでくる。撃つために銃を抜けば、引き金を引くより早く動き出している。フェイントのたぐいも無意味だ。

　だがそれは超能力じみたものではなく、長年の実戦勘が生み出した行動予測にすぎないはずだ。向けられる殺気、相手の視線、筋肉の僅かな動き。そういったものから得られる情報を脳の無意識領域を使って高速処理する。実際に心を読まれているわけじゃない。

「（……。やるか）」

　策は一つある。確実性はないが、悩んでいる暇はない。

　黒銃を構える。ただし荒谷に対してではなく、周囲の廃墟に向けてだ。

　立て続けに引き金を引く。四つあった廃墟は質量弾が建物基部に直撃すると、粉塵を水煙に変えながら倒れていった。

　水中では音が伝わりやすいのか、凄すさまじい倒壊音が耳をつんざいた。

「（やつが気づく前に準備を完了させる）」

　出力を下げ、俺を中心に周囲の石畳に向けて三連射する。

　白線が引かれた石畳は粉々に砕け、その下の土が朦もう々もうと舞い上がった。茶色い土煙が俺の姿を覆い隠していく。

　意を読むという行動予測が、五感の総合情報から判断する観察力なら、そのうちの視覚と聴覚、二つを潰したことになる。

　建物の崩壊に俺が動く音を紛まぎれさせ、土煙の迷彩で姿を隠した。その状態からの狙撃が、水中で身動きがとれない俺が取れる、数少ない攻撃手段だ。

　これが通じなければ時間をさらに失い、溺死に一歩近づくことになる。

　荒谷が俺の狙いに気づいたのか、泳ぐ速度を急激に上げ、ランダムに方向を変えながらこちらへ近づいてくる。

「（良し……！）」

　荒谷がこの状態からの狙撃を避けられるなら、上で待機していればいい。急に動き出したということは、この戦法は有効ということだ。

　その巨体からは考えられないほどの泳速だが、素早く動く標的を仕留めるのは、探索者時代に何度も経験済みだ。

　土煙の僅かな隙間から、荒谷を狙う。

　右腕をまっすぐに伸ばし、小刻みに狙いを修正し、荒谷がターンして泳ぐ角度を変えようとした瞬間。それに合わせて引き金を引いた。

　水が爆発するように蒸発する。重い反動を腕に残して、質量弾が水圧を引き裂きながら、荒谷に襲いかかる。

　同時に、荒谷が戦槌を振りかぶっていた。

「（！　打ち払う気か……!?）」

　荒谷の剛力でも、黒銃の破壊力をはじくのは不可能だ。何より武器の方が保たない。大きくえぐれた槌つちの傷から、それはやつも分かっているはず。

　俺の疑問に応えるように、荒谷は振りかぶった戦槌を、投とう擲てきした。戦槌は気泡の尾を曳ひく銃弾と交差し、だが接触せずにすれ違う。

　質量弾は狙い違たがわず荒谷に直撃し、やつの左腕が根本からちぎれ飛んだ。

「グボアアアアアアアアアッ!!」

　獣のような絶叫を上げて、しかし荒谷の泳ぎは止まらなかった。

　いっそう速度を上げて、一直線に突っ込んでくる。

　迎撃するべく、第二射を構えた俺の前に、投擲されていた戦槌が迫る。

「（くっ……）」

　受けきれない。水底を蹴って戦槌を避ける。

　石畳を砕いた巨大な鉄塊は激しい水流を生み、さらなる土煙を巻き起こして、銃の狙いをかき乱した。

　胸を狙った第二射は逸それ、荒谷の右足首を吹き飛ばした。

　黒銃の反動は、足場を失った俺の体勢をさらに崩す。

　片腕片足を失っても、荒谷の突進は止まらない。我が身を顧みぬ捨て身の攻撃を行おうとしている。

　荒谷は防御も回避も選択せずに、ただ突とつ攻こうだけを選んだ。

　土煙を搔かき分わけて、荒谷が眼前に迫る。咄とつ嗟さに向けた黒銃を平手で打ち払われた。土煙の向こうへ、一撃で逆転を可能とする武器が飛んでいく。

　苦し紛れに顔面へ放った蹴りはあっさりつかまれ、振り回すように水底に叩たたきつけられた。

「ごぼ……っ！」

　口から空気が漏れ出す。

　荒谷は俺を戦槌のごとく振りかぶって、何度も水底へ打ちつけた。

　石床にぶつかる直前、右腕をはさんでなんとか後頭部を守るが、ダメージは防ぎきれない。度重なる衝撃で脳が揺らされ、意識が霞かすんでいく。

　これ以上、息を止めていられない。

　土と血の煙が混ざった光景の中で、憤怒の荒谷の顔が見える。怒り、憎しみ、そして悲しみ。

　俺は薄れゆく意識の中で、荒谷の表情に仲間を失ったこと以外の悲哀を感じた。

　なぜこいつらは、ここまでの悪逆を働いたのか。なぜこうもこの階層の人々を憎むのか。

　反撃の手段を思いつかないまま、酸欠の脳がそんな疑問を抱いていた。

　駄目だ。視界が黒く塗りつぶされていく。

　頭を守る右腕の力が抜ける。

　次に叩きつけられた時、俺は死ぬ。

　頭蓋を砕かれ、脳髄を水中へ撒まき散ちらす未来を幻視した。

〈ヘイエ君〉

　──聞こえないはずの声が、した。

　土煙が盛り上がり、それを突き破るようにして現れたのは、機械仕掛けの巨大な蜘ク蛛モ。前腕で突き飛ばすように、荒谷へ体当たりする。

　不意を打たれた荒谷が俺を手放した。失神寸前の体は上う手まく動かせない。

　アルトシエルは蜘蛛の義体を操り、荒谷にのしかかった。

〈ヘイエ君！　起きて！　僕じゃ、そう保たない！〉

　必死で叫ぶアルトシエルの声が遠い。

　隣のビルで待機していたはずのアルトシエル。臆病なくせに、俺を助けるためにどれだけの勇気を振り絞ったのだろう。

「ぬうううううううううっ!!　邪魔をおおおおおおおお!!　すぅるぅなぁああああああああああっ!!」

　憤怒の形相の荒谷が、アルトシエルを下から蹴り上げた。

　仰あお向むけに投げ倒すと、荒谷は起き上がって周囲を見渡す。すぐそばに戦槌が落ちていた。

「邪魔あああああああああああああっ!!」

　拾い上げた戦槌で、荒谷はアルトシエルを滅多打ちにし始めた。

「をおおおおおおおおおおっ!!　すううううううううっ!!　るうううううううううっ!!　なあああああああああっ!!」

　荒谷が戦槌を振り下ろすたび、アルトシエルの腹部がゆがんでいく。轟ごう音おんとともに電子火花が散り、関節部から循環液が漏れだした。

〈ヘイエ、く──〉

　アルトシエルの声が、殴打の音に潰されていく。

「…………っ」

　起きろ。ここで起きなければ、俺は何も変われていない。

　今度こそ、守ると誓ったはずだ。

　守られて自分だけが助かるのは、もう懲りごりだったはずだ。

　起きろ……！

　起きろ……！

　起きろ!!

「……ごぼっ」

　無理矢理に目を見開く。

　肺に残ったわずかな空気を、残らず吐き出した。

　空気の泡が水面へ向かって行くのを眺めながら、細く繫つながった意識を奮い起こす。

　濾こしとった外気を、内臓を壊え死しさせながら雷氣へと変換させていく。

　視界は暗い。アルトシエルの声はもう聞こえない。戦槌を振り下ろす荒谷の顔は、狂気に染まっている。

　俺は漂う水死体のように荒谷へ近づき、その肩に触れた。

「グギゥッ……!?」

　荒谷が身を硬直させ、戦槌を落とした。

　これが、最後の一手だ。

　左腕を根こそぎ失い、今も血を流し続ける荒谷の傷口に、直接雷氣を流し込む。表面から流したのでは、厚い皮膚と脂肪に吸収され心臓まで届かなかった。

　だから、むき出しになった血管を狙う。

　駆け抜ける雷氣は、血管に繫がる臓器を破壊し、その血を巡らせる心臓にまで到達する。

　わずかな雷氣による攻撃は、見た目には小さい衝撃で、しかし確実に荒谷の命を奪った。

「あ、が……ごめ、んなさ……。近藤……皇こう妃ひさま……皇こう女じよさま……。おら……守れ………」

　荒谷の瞳から光が消える。

「（先輩……！）」

　荒谷の遺体の向こう。仰向けになったアルトシエルがもがくのが見えた。

　良かった。生きている。

　薄れゆく意識の中で安あん堵どし、助けに行こうと思うが、酸素を使い果たした体はぴくりとも動こうとしない。

　まぶたが重く、落ちていく。

　力が抜け、水中を浮遊する感覚と静寂だけが残って、それすらもやがて消えていく。

　暗闇と無音。
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　そして──柔らかい感触が、温かく唇に触れた。

「んっ……」

　新鮮な空気が、唇を割って送り込まれてくる。俺は渇きに喘あえぐように、それを吸い込んだ。

　脳に酸素がいきわたり、意識が覚醒する。

　目を開けると、銀髪をなびかせたアルトシエルがそこにいた。目を閉じて俺のあごに両手を添え、口づけたまま空気を吹き込んでくる。

　混乱するよりも先に、俺は夢中で空気を吸った。アルトシエルの細い腰を引き寄せ、白銀の髪を梳すくように頭を抱く。

　吹きこまれてくる空気が弱まると、今度は俺が送り返す。酸素が消費されるために長くは続かないだろうが、互いの空気を循環させれば数十秒は息を保たせられる。

　蜘蛛の義体が背中の装甲を閉じながら、下から俺たちを押し上げてきた。

　自分で泳ぐ気力はもうない。蜘蛛に運ばれるまま、酸素を貪り合う。

　水圧差で耳が痛む。だが、助かりそうだ。

　土煙で濁った水底を離れ、透明な水面が光のカーテンを揺らしながら出迎えてくる。

　水面へ上がる直前に唇を離すと、はにかむようにアルトシエルは微笑ほほえんだ。
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　アルトシエルの細い腰を抱き寄せ、水上を目指す。水流が肌の上を滑り、その浮上は非常にスムーズだ。これならば息も保つだろう。

　戦闘で土色に濁った水域を越えると、だんだんと視界がひらけてくる。

　紗しや幕まくのように、光が差し込んだ。幾千もの波紋を生む水面が近づく。

　耳をくすぐる泡の音に、かすかに混ざる雨のさえずり。いまだ戦闘中だというのに、光に揺れる水面を美しいと感じてしまっていた。

「（また助けられたな……）」

　折れてしまいそうなほど華きや奢しやな体を腕に感じる。

　アルトシエルがいなければ、俺は間違いなく敗れていた。傷がいくら早く治っても、溺れてしまえばもう何もできない。溺死は時間の問題だった。

　そんな中、アルトシエルは恐怖を乗り越え、強大な敵に立ち向かい、最後には蜘蛛の義体を飛び出して、命がけで息を吹き込んでくれた。

「（…………っ）」

　アルトシエルの唇に吸いついて、せがむように空気を求めていたのが、今更になって恥ずかしくなってきた。

　なんだあの醜態は。酸欠で思考回路が麻ま痺ひしていたなんて言い訳にならない。

　いますぐ頭を抱えて転げ回りたい衝動にかられる。

　歯を見せて恥ずかしげに微笑むアルトシエルが、目に焼きついて離れない。彼女が今どんな顔をしているかなど、もはや確認する余裕もなかった。

　鏡のような水面がゆがんだ。盛り上がった水をかき分けて浮上する。

　新鮮な空気が身を包み、俺たちは存分に息を吸い込んだ。

　慌てて水ごと吸ってしまったアルトシエルが、隣でむせている。

「……大丈夫ですか、先輩」

「けほっ……ヘイエ君こそ。大ピンチだったね」

　息を荒らげながら、蜘蛛の背の上でお互いの無事を確認する。

「先輩、あの、さっきはすみま──」

「違うだろう、ヘイエ君。相棒に助けられたらなんて言うのかな？」

　アルトシエルが俺の唇に指を押し当てて遮ってくる。

　その感触に先ほどのことを思い出してしまい、自然とアルトシエルの唇に目が行ってしまう。顔を背けたい気持ちで一杯になるが、それをすればますます彼女の機嫌を損ねてしまうだろう。

　軽く嘆息し、アルトシエルの蒼あおい瞳を見つめる。

「……ありがとうございます、先輩。さっきは助かりました」

「ふふー、僕は先輩だからね。可愛かわいい後輩を助けるのは当然のことさ」

　アルトシエルは満足気に鼻から息を出して、得意気になる。

「それはそれとして。上手くいったから良かったものの、敵地で勝手な行動をとったことには後で話があります」

「え、ええー……」

　釘くぎを刺されてげんなりとうめくアルトシエルに苦笑し、双子のビルを見やる。

「あとは、あいつをどうにかしないとな……」

　ビルの割れた窓から、黒い魚人がこちらを見下ろしていた。

　大槍を肩に担ぎ、高所の窓から飛び降りる。自由落下の最中に壁を蹴り、落下エネルギーのベクトルを横向きに変換する。

　魚人は長大な距離を、その強きよう靭じんな脚力で飛ひ翔しようした。

　そのまま俺たちのすぐ近くに建っていた廃はい墟きよへと着地する。屋上だけを水面に出した廃墟は、音も揺れもなく、魚人の着地を受け入れた。

　濡ぬれた床が、一つだけ大きな波紋を伝でん播ぱさせる。

　なんという軽功。化け物じみた身体操術だ。屋上に立ったやつは、突き刺した槍を背に腕を組み、こちらが来るのを待っている。

　どうやらここを決戦場にすると決めたようだ。

「先輩、蜘ク蛛モの中へ」

「うん。……ヘイエ君」

「なんですか？」

「僕の初ちゅーをあげたんだから、必ず勝ってよね」

「……っ!?」

　驚いて振り返った俺をよそに、アルトシエルは悪戯いたずらっぽく笑いながら蜘蛛の中に戻っていく。

「あ、あれはそういうのじゃ──」

〈へへ、冗談冗談。ミウちゃんを助けて、みんなで帰ろう〉

「……はい。必ず」

　いつの間に拾っていたのか、蜘蛛が俺の黒銃を投げ渡してくる。

　空中で受け取り、スピンさせて右みぎ腿もものホルスタに戻した。

　度重なる戦闘で、鉛のように重かった体が今は軽い。

　澱おりのように溜たまった精神的な疲れが、誰かさんのおかげで飛んで行ってしまった。

　廃墟の縁へりに手をかけ、体を引き上げる。

　撥はつ水すい性せいの高いコートを払って、屋上の中央へ向かう。

　広い屋上は平面でひらけていた。障害物となるものはなく、滑らかな石畳で出来た床が雨で濡れている。

　孤島のように水面に顔を出すここは、まるで水上の闘技場だ。

「荒谷も破れたか……。あれと近藤は金きん蘭らんの友でな。無作法は許してやってくれ」

　黒い魚人──五十土は、槍を背に俺を待っていた。

　やつはあくまでここを戦場とするつもりらしい。

「いいのか、持ち場を離れて。大おお皇きみとやらを守護するのがお前の役目だろう」

「ぬしを捨て置くほうがよほど危難よ。童子わらし、ぬしは時を掛ければ傷を癒いやしてしまえるのだろう？」

　隠していたつもりだったが、動くようになった俺の左腕を五十土は見破っていた。近藤との戦いで受けた傷が癒えたわけではないが、動かすには仔し細さいないレベルまで回復していた。

「……戦うのはここでいいのか？　荒谷のように水中で戦うほうがお前に有利かもしれないぞ？」

「水の中こそ、ぬしの雷から逃げるすべがない。誘いざないは無意味なり。ぬしの業は、しかと見けん分ぶんさせてもらった」

　それも看破済みか。

　先に戦った二人と比べて、こいつがずば抜けて強いというわけではない。だが、俺の手札は大部分を晒さらしてしまっていた。雷氣を使った攻撃はもう有効ではないだろう。

　近藤や荒谷とはまた違う、練達の強さを感じる。

　言葉による誘導も効かない。やりにくい相手だ。ミウを攫さらわれた時にこいつへ覚えた印象は正しかった。疾風の突きに砕かれた肋ろつ骨こつの痛みを思い出す。

　アルトシエルが近くにいる以上、水中で電撃は使えないのだが、それでも一つカードを封じられてしまった。戦っている間に、アルトシエルがこの場を離れてくれればいいのだが。

「あの機巧からくり仕じ掛かけに乗ったおなごを行かせるのはやめておけ。行けば、ぬしより先に投げた槍が貫く。我は打うち根ねも得手だ」

　目線だけでアルトシエルのいる方向を見やる。蜘蛛が水中から顔を出して、離れたところからこちらの様子を窺うかがっていた。

〈大丈夫、聞こえてるよ。ここを動かないから安心して戦って〉

　単一指向性の音声を飛ばしているのか、耳元に直接アルトシエルの声が届いた。

　ヘルメットは壊れたままだが、電磁流で焼き付いた左腕もほぼ修復している。

　万全とは言いがたいが、決して不利な状況ではない。

「互いに忌き憚たんの一切は無用。心ゆくまで死し合あおうか」

「…………」

　裂けた口端を歪ゆがめ、槍を引き抜く。喜悦を隠しきれない五十土に対し、俺は無言で構えた。

　紅刀を左手で逆手に持ち、半身にした胴を隠すように前へ掲げる。右拳は脇を締めて引き寄せ、腰は深く落とす。

　短刀術を組み合わせたこの拳法こそが、師匠から教わった武術の骨子だ。

「我が名は五十土左さ近こん宗むね厳よし」

「…………」

「あくまで我らと名は交わさぬか……。それも良し」

　五十土は大槍を頭上で一振りし、腰の高さでまっすぐに構えた。

「いざ、尋常に──」

　勝負だ。

　相手はリーチの長い槍。いかにして踏み込むかが戦いの勝敗を分ける。

　深く呼吸し、雷氣を発動した。

　雷の蛇が神経を跳ね回る。その激痛と引き換えに、雨粒の一滴一滴までもが視認できるほどの、引き伸ばされた世界の住人となる。

　その速度でやっと追える程の鋭い突き。あれだけ離れていたのに、もうこんなところまで踏み込まれていた。

　五十土の駆けた軌跡は、僅かな波紋を生むだけだ。雨の雫しずくほどの足跡しか残さない。脚力をすべて前方への移動力に変えているのだ。

　眼前に迫る槍の穂先。雷氣なしの俺では見切ることは叶かなわなかっただろう。近藤の抜刀術にも匹敵する神速の突きだ。

　だが、今の俺には新たな武器がある。紅の小刀で穂先を逸そらし、浸しん透とう勁けいの伝達を防いで、潜り込む。

「手て緩ぬるい！」

　通り過ぎたはずの槍が翻り、反対側の石突が鞭むちのようにしなって側面から襲い掛かってくる。

「お前がな……！」

　右手に雷氣を纏まとい、待ち構える。受けると同時に雷氣を流し、感電死を狙う。

「手緩いと言ったぞ！」

　俺の狙いは読まれていた。槍柄の軌道が変化し、防御をすり抜ける。蛇のような軌道を描き、側頭部へ石突が迫った。

「っ！」

　とっさに頭を深く下げる。

　ヘルメットを失った今、生身への攻撃だけは、なんとしても防がねばならない。

　鎌かま鼬いたちを纏う一撃が、頭上を通り過ぎていく。

　俺はほとんど床にへばりつくような体勢で、五十土の懐へ踏み入った。ここは俺の距離だ。逆手の切り上げが五十土の胸を裂く。

　浅い。皮一枚を切っただけだ。

　斬撃を途中で止め、折り畳んだ左肘を叩たたきつける。

　後方へ下がられて回避された。

　逃げる五十土と追いすがる俺。有効となる間合いが嚙かみ合あわない俺たちの駆け引きは続く。

「シャアッ！」

　五十土は槍の銅どう金がね、ほとんど刃やいばに差し掛かる根本を握る。短剣の間合いへと変化させた槍が千の雨となって降りそそいだ。

　凄すさまじい速度の連撃だが、浸透勁の貫通度は低い。

　片手持ちとなった武器、または技術の特性の差か、近藤の斬撃に比べれば耐えられないことはない。

　剝むき身みの頭ばかりを狙ってくるのがその証左だ。左手で顔を守り、スーツの装甲で耐えしのぐ。

「っ……軽いんだ、よ！」

　連撃を押し返すように、俺はさらに踏み込んだ。震しん脚きやくが浅く張った水を爆散させ、そこへ雷氣を流し電流膜の盾を作る。

　枝分かれする蒼あおい電光を察知したのか、強撃で突いてこようとした五十土の大槍に躊ちゆう躇ちよが混じる。

　好機だ。

　逆巻く瀑ばく布ふを突き破って、渾こん身しんの崩ほう拳けんを放つ。人工筋肉を最大出力で稼働させ、対戦車ライフルを凌しのぐ一撃が腹に突き刺さる──それを妨害する槍の芯しん。

　崩拳の前に立ち塞がった槍の柄は、俺の打撃を靭しなやかに吸収し、五十土の長身を後方へ吹き飛ばした。

「大した剛力よ、童子！」

　賞賛する五十土との距離が開く。

「褒めるのはまだにしてもらおうか……！」

　黒銃を素早く抜き、体勢を崩している五十土に向けて照準をつけた。

　空中では奴やつらも回避できないのは、近藤との戦いで確認済みだ。

　照門と照星と五十土が重なり、引き金を握る指に力を入れる。

　同時に右の視界が潰れた。

「っ!?」

　視界が唐突に半壊したことで、照準がブレる。放たれた質量弾は五十土の肩を掠かすめ、やつの肉を削るにとどまった。

「（……仕留め損なった……！）」

　なぜ急に右目が見えなくなった？

　答えは遅れてやってきた激痛だった。右目が潰され、異物が内部に入り込んでいる。血と硝子体が混ざった液体が、眼孔から溢あふれてこぼれ落ちた。

「っ……指弾か……！」

「応よ」

　俺の右目を潰したのは、小さな石の欠片かけらだった。

　俺が銃を構えた瞬間、五十土は不安定な空中で、俺より早くカウンターを決めてきた。

　握りしめた親指を弾はじいて打ち出された小石は、銃弾並の速さと威力を持って俺の右目に命中した。

　飛び道具がないと勝手に判断した俺のミスだ。雷氣でいくら反応速度を上げても、小さく目立たない石の欠片までは注意が行かなかった。

　五十土はあの一瞬を突いて、正確に狙撃してきたのだ。

「投げるのは得手だと言ったろう、童子よ」

「っ……」

　皮肉に舌打ちする。

　不意の痛みと視界が塞がった困惑で、雷氣の加速が解け、反撃に出られなかった。

　その間にやつは構えを取り戻している。

　この状態からでは銃を撃っても避けられるだろう。

　痛みで反射的に左目も閉じなかったのは奇跡に近い。もし閉じていれば、その隙で槍やりを投げられ、生身の頭を貫かれていただろう。

「ぐ……っ」

　ドロリと温かい感触が頰ほおを伝う。眼がん窩かを押さえた右手が血に染まった。

「治癒力は高くとも、あまり傷を負った経験はないようだな。その程度の痛みで動揺しすぎだ」

「……目玉を潰す訓練は、受けたことがないんでね……っ」

　俺の悪態に、五十土は呆あきれたように息を吐いた。

「ぬしはちぐはぐだな。過剰な具足。未熟な技量。冷静な思考。苛烈な感情。真綿が水を吸うような習熟の早さ。呆れるほどに乏しい経験。……まるで幼子を無理やり大人に仕立てたようだ」

　えぐれた肩を気にした様子もなく、図星を言い当ててくる。

「うるさい。暢のん気きにしゃべってて良いのか？　時間が経たつほど俺が有利だぞ」

　かすめただけとは言え、五十土も肩に浅くはない傷を負っている。

　消耗はどちらも大きい。失った機能を考えれば、俺のほうがやや不利か。

　いまだ血涙を流す右目は治る気配がない。小石が完全に目の中に入り込んでいる。眼孔内を動き回る小石の疼とう痛つうがたまらなく不快だった。

「……そうだな。ぬしはあやつとは違う。あやつはぬしほど強くはなかった。そして、弱くもなかった」

「……なにを、言ってる……？」

　その言動の意味を理解できなかった。

　まるで俺を通して別の誰かを見ているかのように、五十土は遠い目をしていた。

「ぬしには、関わり合いのないことよ」

　槍を引き、穂先に手を添えて、五十土は低く構えた。ミウの隠れ家で遭遇した時と同じ、俺の肋骨を砕いた、あの神速の突きだ。

　あれが来る。

「構えよ、童子。この一合にて決着をつけようぞ」

　凄まじい殺気だ。一撃にすべてを賭けるという気迫が伝わってくる。

「……いいだろう。俺だってお前と会話を楽しみたいわけじゃない」

　銃をホルスタにしまう。

　体重をやや後ろへ傾け、腰を落として迎え撃つ構えを取った。

　これ以上言葉を交わしたくない。やつの話を聞いてしまえば、拳が鈍る。

　近藤、荒谷、そして五十土。三人との戦いを経て、もう認めるしかないと思っている。

　あの劣化した青い魚人たちとは違い、五十土たちは武人としての筋が通っている。やつらがあんな一方的な虐殺を許すとは思えなかった。

　それを行うだけの理由がやつらにはあったのだろう。

　理由を聞いてしまえば、戦う覚悟が鈍る。そういう予感があった。

　対たい峙じした相手から目をそらさぬまま、雷氣を纏う。

　神経の激痛と加速。粘質化し、静止する空気。

　白々と降り注ぐ雨粒が、静止した水滴となり、五十土の姿が搔かき消きえた。

　霞かすみのように消えた。そうとしか表現できなかった。

　まばたきをした覚えはない。一切合切の集中力を、眼前の槍使いに向けていた。

　片目を潰されていることを差し引いても、驚異的な動きだった。物理的な早さではない。意識の空隙を突くような、達人の妙技。

　動き出そうとする俺の意思を読むだけではなく、自分から打って出ることも出来るのか。今の俺には到底会得できないレベルの技法だ。

　だが、そんなことはこれまでの戦いで、近藤と荒谷との戦いで、充分に理解しているはずだ。

　今までだって足りない分は他で補ってきた。技量が足りないのであれば、思索で追いつけ。

　やつは先程までの攻防で、執しつ拗ようにむき出しの頭を狙ってきた。

　浸透勁が使えるのに、頭ばかりを狙うのは何な故ぜだ。あからさまに俺の意識を頭部に集中させて、その本当の狙いはどこにある。

　黒い影が眼前に現れた。思考を中断される。考える猶予はもうない。

　いかなる歩法なのか。五十土の通ってきた軌跡に合わせて、静止した雨粒が今さらのように細かく砕けた。

「歩くのではない。泳ぐのだ」

　限りなく引き伸ばされた時間の中で、五十土の意識が幻聴となって聞こえた。

　雨の中を泳ぐ。技術だけではない。種族の特性を最大限に活いかした移動手段だった。

　五十土はすでに突きのモーションに入っている。回避もカウンターも間に合わない。

　スーツの防御力には期待するな。両腕で、全神経を集中させて受けなければ確実に獲とられる。

　この突きを破った先にしか、俺の勝ち目はない。

　どこだ。槍の穂先はどこを狙っている。

　片手では不足。全神経を集中させて、防御できるのは一箇所だけだ。頭か。それとも胴か。下半身という恐れもある。

　選択肢を絞れ。やつはどこを攻撃してくる。今までの攻撃は慎重に打たれた布石だ。その裏を搔け。

「カッ!!」

　あまりの高速の突きに、五十土の槍がぶれて消える。

　同時に俺は、選んだ解答を繰り出した。

　負傷した右目を守るように、顔の前で腕を交差し、雷氣を強く流す。
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　口から零こぼれた血が、水たまりに落ちてにじむ。

　五十土の槍は頭ではなく、俺の胸に──その奥の心臓に衝撃を貫通させていた。

　潰れてはいない。だが、強い衝撃を受けた心臓は心室細動を起こし、鼓動を止めていた。

　脱力した俺の腕が、だらりと下がる。

　体がまるで動かない。意識が遠のいていく。

「……賭けに負けたか、童子」

　五十土の声が遠い。槍を構え直す音がした。とどめを刺す気だ。狙いは頭だろう。

　ぼっ、という空気を破る音を立てて、穂先が俺の頭を貫く。その直前に、俺は首を傾けた。

　槍は耳を削って通り過ぎていく。

「な、に……？」

　動けるはずのない半死体が避けたことに、五十土が驚きよう愕がくしている。視界がぼやけていて、驚いたその姿も定かではない。

　下がられたら終わりだ。仕切り直す余力はもうない。

　俺は順手に持ちかえた短刀を、突き上げるように五十土の胸に挿し込んだ。

　平時なら簡単にいなせるであろうその緩慢な攻撃を、五十土は躱かわせなかった。驚愕が平常心を奪い、さらに朦もう朧ろうとした俺の意識を読めないせいで、反応が遅れたからだ。

　一切の抵抗なく、鋭利な刃は五十土の心臓に埋まった。生身の肉体でしかない五十土の心臓は、それで活動を停止した。

「賭け事は、しない、主義だ。最初から、ヤマなんて張ってない。お前が、俺の罠わなに、かかった、だけだ」

　激しい動どう悸きに噎むせながら、俺は倒れ込んでくる五十土の体を受け止めた。

　五十土の狙いは予測できていた。

　わずかな時間で傷を治せる俺を確実に仕留めるには、一撃で急所を貫くか、まず動きを止めてとどめを刺すしかない。

　頭を執しつ拗ように狙ったのは、意識をそこへ向けさせるためだろう。罠わなとしては稚拙だが、命の危機がさし迫った状況では、恐怖心から生身の方を守ろうとしてしまう。

　それを分かった上で、俺はフェイントをかけた。

　狙いは頭じゃないことは読めた。だとしたら狙う場所は限られてくる。手足では俺を止められない。腹でも同じだ。ダメージを覚悟していれば相打ちにもつれ込まれると思うはず。俺の不死性は存分に見せた。ならば、やつは一撃で仕留められる技を選ぶ。

　人体の持つ臓器の中で、ダメージが即行動に影響をおよぼすのは、脳髄、そして心臓だ。

　俺はやつの狙う箇所を左胸と判断した。やつの目もく論ろ見みは浸しん透とう勁けいを用いて装甲を貫き、心臓を狙うこと。頭を狙い続けたのはそのための布石だ。

　槍撃の瞬間、俺は頭を防御し、さらけ出した胸に五十土を誘い込んだ。

　そして槍を受けたインパクトの瞬間、自らの心臓に雷氣を強く流した。

　奴やつらの先読みは、己に向けられた意思を感じ取って対応するもの。俺が自分へ向けた意識までは看破できない。

　頭部のガードを餌に、あえて攻撃を食らうことでやつを油断させる。同時に流していた雷氣による高圧電流で除細動し、反撃に移る。それが俺の描いた筋書きだった。

　五十土の狙うであろう攻撃箇所。先読みのからくり。雷氣による心臓マッサージ。

　どれもが上う手まくいった上での勝利だ。あまりに運と勘に頼った戦い方だった。

　五十土の手から槍がずり落ちる。これ以上の攻撃は必要ない。

　俺は倒れ込んできた五十土を、横に寝かせてやった。

「……見事なり」

　血泡を吹いて、五十土は俺を称たたえた。

　致命傷だ。視線はすでに俺を捉えていない。残り数秒で死ぬだろう。

「お前なら、もっと上手く戦えただろう。何故こんな戦い方を……」

「久方ぶりにぬしの兵法を真ま似ねてみたくなったのよ。だが、くく、慣れぬことはするものではないな……」

　口端を広げて五十土は笑う。

「久方ぶり？　なにを言ってるんだ？」

　今にして思えば、こいつら三人の戦い方は最初から妙だった。自暴自棄と言えばいいのだろうか。一対一にこだわり、正面から戦って死ぬことに喜びを見み出いだすような。そんな感情を吐き出すような戦い方だった。

「……言ったであろう。ぬしには関わりのないことよ……」

「関係ないわけがあるか。なぜお前らは、こんな階層中の人間を虐殺するような真似をしたんだ」

　もうこいつらのことを醜い化け物と思うことが出来なくなっていた。そう思い込むには、こいつらはあまりにも潔白な武人だった。

「……我らは人民を皆殺しにした悪鬼。ぬしはその悪あしき怪物共を討った。それだけのことよ。……そして我らも満足した。良い死し合あいだったぞ童子」

「っ……ふざけるな。質問に答えろ」

「……大おお皇きみがお待ちだ。もう行け、童子よ」

「おい……！」

「……約束は果たしたぞ……。なあ……ヘ────」

　五十土は大きく息を吐いて、それきり動かなくなった。

　降り続ける雨が、五十土の血を洗い流していく。

〈……ヘイエ君〉

　決着を見届けたアルトシエルが、俺に呼びかけた。

　つかんでいた五十土の胸ぐらから手を離す。

「……行きましょう。ミウが心配だ」

　俺は踵きびすを返し、アルトシエルの背に乗った。

　何一つ分からないまま、俺たちの決着はついた。
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「っ……」

　歩いていると、押し出されるように目から小石がこぼれ落ちた。粘性の血にまみれたそれが、乾いた音を立てて階段を転がり落ちていく。

　異物がなくなると、傷が再生を早めた。

　アルトシエルも俺の体の仕組みを察しているのか、治療を勧めてきたりはしなかった。

　硬い足音が、コンクリート製の階段に響き渡る。気温は相変わらず低く、吐く息が白く凝こごった。

　胃に溜たまるような、不快な疑問を抱えたまま、俺は階段を登り続ける。

　最初に俺が登った方のビルはフロアが崩落してしまったため、もう一つのビルから、ミウと最後の敵である『大皇』とやらがいる球状構造物を目指していた。

〈ヘイエ君〉

「……はい」

　階段を登りきり、構造物とビルをつなぐ橋まで来たところで、アルトシエルが後ろから呼びかけてきた。

〈……ごめん。やっぱりあとで話すよ〉

「……そう、ですか」

　アルトシエルらしくない歯切れの悪い返事だった。いや、らしくないのは俺も同じか。

〈邪魔するようなことを言ってごめん。まだ戦いは残っているのに〉

「いえ、行きましょう。ミウを助けないと」

　助けて、それでどうする。ここにはもうあいつの父と母はいない。

　どこにも、誰も、いないのだ。ミウは本当の意味で独りになってしまった。

　思い至った現実に──それは今考えるべきことではない──と蓋をして、俺は橋を渡りきった。
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　そこには、敵はいなかった。

　老人が一人、横たわっているだけだった。

　生命維持装置と思われる幾つかの機材が並び、その中央に幾つもの管に繫つながれた魚人がいた。

　老いて枯れ果てた、死にかけの魚人だ。一見して分かるほど雅みやびな服装をまとい、寝台に横たわっている。人工呼吸器によってかろうじて生きている状態だ。

　五十土たちがこういった医療技術に精通しているようには見えなかった。この魚人を管に繫いだのはこの階層の人間だろう。

　この老人が『大皇』なのだとしたら、あいつらの言っていたことはなんだったんだ。ミウにこの老人の子供を産ませるなど、どう考えても不可能じゃないか。

　医療に従事する人間すら殺してしまったのなら、もうこの老いた魚人の命もそう遠くないうちに消えるだろう。

　五十土たちは何な故ぜ、悪逆の振る舞いを続けたんだ。どうしても、あいつらのやった虐殺と、実際に戦ったあいつらとの印象が嚙かみ合あわない。

　衣服から見える素肌には、えぐったり縫い合わせたりした痕がいくつもあった。

　手術。拷問。いや、細胞の採取痕だろうか。まるで実験動物が役に立たなくなったから廃棄されたような、そんな状態だった。

　なんだこの傷は。なんだこの弱々しい姿は。五十土たちの主という言葉から想像していた姿とはまるで違う。

　ここにいるのは痛めに痛めつけられた老人だけだ。

〈ミウちゃん！〉

　止める間もなく、アルトシエルが駆け寄る。

　倒れたミウを抱き起こし、無事を確認する。

〈……大丈夫、気を失ってるだけだ〉

　魚人の横たわる寝台に寄りかかるようにして、ミウは眠っていた。随分泣いたのだろうか。目元が赤くなっている。

　おそらく、ミウはここで両親の最期を知ってしまったのだ。

〈……ヘイエ君……！〉

　アルトシエルの声で我に返る。

　枯れ果てた魚人が、目を開けていた。人工呼吸器に繫がれたまま、濁った瞳を薄く開いている。

　俺は反射的に銃を抜き、老いた魚人に向けた。

　魚人の視線が銃を越えて俺に向けられる。

「お……おお……」

　魚人の目から涙がこぼれた。

　一体何を思い、涙しているのか。困惑が、引き金に掛ける指をためらわせる。

「……い……え……」

　何かをうめきながら、魚人が干からびた手を伸ばしてくる。

　払はらい除のけて撃て。俺の戦闘思考がそう命令する。

　だが、俺は知りたいと思ってしまっている。ミウの両親を殺し、階層の人間を皆殺しにした魚人を、こいつらのことを知りたいと思ってしまっている。

　魚人の指が俺の手を取る。敵意などない。弱々しい握力だった。

「お前は……俺を、知っているのか……？」

　そんなわけがない。

　なぜそんな言葉が口から出たのか、自分でも分からなかった。

　魚人が涙を流したまま微笑ほほえむ。

　そして、心電図がフラットになり、魚人の手が垂れ下がった。

　その死に顔は、とても安らかだった。
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〈……ヘイエ君、僕には一つ仮説がある〉

　ミウを連れてビルを降りる帰り道、後ろを歩くアルトシエルが声をかけてきた。

「仮説、ですか」

　六脚を器用に操って階段を踏みしめながら、アルトシエルは言葉を続ける。

〈仮説ではなく、もう正解になるかもしれないね。彼らの言葉とこの階層で調べたことを照らし合わせれば、推測できることだった。でも、これは知らなくてもいいことだし、たぶん知っても晴れるのは少しの疑問だけで、キミのその気持ちは軽く出来ないと思う〉

「構いません。教えてください」

〈……分かった。その前に、これだけは覚えておいて欲しい。キミは何も悪くない〉

　そう前置きをして、アルトシエルは自らの考えを語った。

〈この階層中を巻き込んだ虐殺。先に始めたのは魚人たちじゃなく、この階層の住民だったんだと思う〉

「……どういうことですか？」

〈キミと別れたあと、ミウちゃんを探しながら、僕はビルを探索していた〉

　探索中のアルトシエルは、とあるフロアで幾つかの水槽を見つけたそうだ。

　そこにあったのは魚人の死体だった。ただし死体は保存液に浸つかり、しっかりと標本にされていた。

　古めかしい様相に言葉や作法を守っていた五十土たちに、そんなことをする技術も理由もないだろう。俺が見た他の死体をそのままにしていたのは、仲間意識がなかったためだろうか。

〈研究資料らしきものもあったよ。ここは雨がやまなくなってから、水族館としてではなく、研究施設として使われていたみたいだ〉

　研究。それはもちろんこの階層の雨を止めるための研究だろう。

〈だけど、どうやってもこの雨は止められなかったんだろうね。研究者たちは『環境の改善』ではなく、『環境への適応』に研究をシフトさせていった。次世代を作ろうとしていたんだよ。この階層でも生きていける人類を作ろうとしたんだ〉

　死者の日記やミウの父親の手紙、それに五十土たちの言動から、彼ら魚人は地中の古代文明から復活してきた知性ある存在だということは分かっていた。

　おそらく俺のいた階層と同じように、何世代にも渡って文明が上へ上へと築かれていったのだろう。

〈キミが戦った三人の魚人とは別の、言うなれば劣化した魚人たち。あの母体となったのはこの階層の女性たちだった。そうだね？〉

　それは間違いないだろう。鎖につながれた女性たちの死体を思い出す。

〈けど、最初に母体にされたのは違う。彼らの言うところの『皇こう妃ひ』と『皇こう女じよ』なんだと思う〉

　水中の戦いの中で、荒谷が最後に発した名称だ。

『皇妃』『皇女』、そして『守れなかった』と続くはずだった言葉。

　ミウはこの階層最後の女性体だと言っていた。ならばその皇妃と皇女はどこへ行ってしまったのか。

〈資料によると、実験体にされたそうだよ。この雨に沈むことが確定した階層で、人々は生きるのに必死だった。沈んだ後の世界で生きるために、彼らは魚人たちを犠牲にすることにしたんだ〉

「でも、あいつらは……」

　自分たちの主君を容易に渡すだろうか。この階層はもともと平和だったはずだ。武器もなしにあの三人をどうにか出来るとは思えない。

〈そうだね。彼らの強さなら簡単にそんなことはさせなかっただろう。だから、最初は平和的に、きっと互いに手を取り合おうとしたんだよ。だけど、その手は最後には離れてしまった。そして、彼らは『皇妃』と『皇女』がされたことを、この階層の人々にも下すことにした。これはそういった争いの結果だったんだよ〉

「止めることは、できなかったんですね……」

〈追い詰められれば、人は何だってする。この階層の人たちもそうだった。そして彼らはそれを許せなかった。そして彼らのしたこともまた、許されることではなかった〉

　五十土たちの、楽しむような悲しむような怒るような戦いは、自分たちが罰されるのを望んでいたからだろうか。

〈二つの種族が手を取り合おうとして、失敗して滅ぼしあった。それだけのこと、なんて簡単に言えないし、部外者たる僕にはそんなことを言う資格もないけれど、そういうことだったんだよ〉

　ならば、俺がやったのは、かろうじて残っていたこの階層の命を、この手で消したということか。

〈ヘイエ君、最初に言ったよ。キミは悪くない。キミがキミを責めることを、僕は許さない〉

「……先輩……」

〈僕らが来たときに、この階層はもう終わっていたんだ。この結末は遅いか早いかの違いでしかなかったんだよ〉

「……はい」

〈キミはミウちゃんを助けた。それは紛まぎれもない事実だよ。破滅的思考にとらわれていた彼らが、最終的にミウちゃんをどうしたかなんて、誰にも分からないんだから〉

　アルトシエルの背中で眠るミウ。これからこいつはどうなっていくのだろう。

　俺に何が出来る。助けて、それからどうするつもりだったんだ。

　ミウの両親はもういない。この階層で生きている者はもう、俺たち三人しかいないのだ。

「先輩は、ミウをどうするつもりなんですか？」

〈僕はもう決めてるよ。けど、キミはキミで考えるんだ〉

「それが冒険者、だからですか？」

〈ミウちゃんのことに限っては、キミが男の子だから、かな。僕らは僕らの勝手でミウちゃんを助けた。だからそのことに対しての責任は取らなきゃね〉

　アルトシエルの言うことはよく分からない。だけど、このままにしておいていいはずもない。

〈まだ時間はあるよ。ひとまず帰って休もう。僕らはもうぼろぼろだ。たっぷり食べて、しっかり眠ろう。考えるのはそれからでもいいさ〉

　アルトシエルの言うとおりだった。

　ひどく疲れた体を引きずって、俺たちは野営できるところを探し、そこで一二時間の休息を取った。
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　砂浜に波が寄せている。

　天蓋の灯あかりを反射する水面は鮮やかに青く、やがてたどり着くであろう蒼そう穹きゆうへの憧憬を強くさせた。

「ふぁぁ……」

　あくびを手で隠し、棒を振り回す少年たちから視線を外す。

　少年たちの喧けん騒そうを見物するのも、そろそろ飽きてきた。

　さっきから前髪が眉間に当たってこそばゆいのだ。またヘイエくんに切ってもらわないと。

　少し伸びた髪を指先でつまむ。

　髪は光に透けて、稲穂のような黄金色に輝いていた。

　──そして、これは私の記憶ではないと確信した。

「ヘイエくん、駄目だよ。練習なんだから、ちゃんと手加減してあげなきゃ」

　私と同じ声で、私とは違う僕が、呆あきれたように声をかける。

「してるつもりなんですけどね」

　今の彼よりもずっと生意気そうな調子で、黒髪の少年が振り返った。

「畜生！　もう一本だ！」

　砂浜に転がされていた男の子が、立ち上がると同時に後ろから飛びかかった。

　その肌は、ヘイエくんの髪と同じくらい黒々としている。少年は低く突進し、長い棒を槍やりに見立てて素早く突いた。

「声を出したら、不意打ちの意味がないでしょう」

　ヘイエくんは逆手に持った短い棒きれで、あっさり少年の一撃をいなすと、脳天をポコリと叩たたいた。

「ぐぬ!!」

　優しく叩いたようにしか見えないが、少年は頭を押さえてうずくまった。

　水草の茎を乾燥させて作っただけのおもちゃの剣だそうだけど、ヘイエくんに殴られるとすごく痛いらしい。

「ぶははははは！　様ザマない！　様ないですぞ、五十土殿！」

　赤い肌の少年が、地面に座り込んで、足裏を叩いて笑っている。

「笑うな近藤！　ぬしとて先刻まで伸のされていただろう！」

　怒鳴った五十土くんがハッとした表情になって、ヘイエくんから慌てて距離を取った。余所見よそみをすると打たれることを思い出したようだ。

　彼らの容姿や種族特性は、魚によく似ているが、そう呼ぶのは侮辱に当たるそうなので、彼らに倣って倭わ人じんと呼ばせてもらおう。

　彼らはこの階層へ来て交流を深めた、倭人の子供たちだ。

　この階層の問題を一つ解決し、階層の権威的象徴である大おお皇きみとの謁見の後、城下の街を見物しているところに、いきなり彼らが絡んできた。

　倭人はみんな大きいので、少年たちはヘイエくんを『チビ助の異人』と馬鹿にした。

　僕は馬鹿にされてない。視界にすら入っていなかったらしい。

　許せない、やってしまえ。

　言うまでもなく、ヘイエくんはまとめて三人をボコボコにした。そこであきらめると思ったら、彼らは案外しぶとかった。

　連日戦いを挑んでは返り討ちに遭う。

　それを繰り返している内に、いつの間にかこの浜辺で訓練するのが日課となっていた。

　なんでも彼らは、皇室を守る近この衛え兵へいになることを夢見ているらしい。ヘイエくんは格好の練習相手というわけだ。

「しかし不思議にござる。拙者らの方が力も速さも上のはず。なのに、こちらの剣はかすりもせず、打たれると浮き袋が飛び出そうなほど痛い。倭人の鱗うろこは頑丈にできておるのですがなぁ」

　あぐらをかいた近藤くんが考え込む。

「回避するときは、五感を全部使って意識や気配を読むんですよ。観察能力の拡大です。避けるというより、先に安全な場所へ移動しておく感覚ですね。身体能力はあまり関係ないです」

「ふうむ。言うは易やすし行うは難かたしですぞ」

「あと、打撃を浸透させる打ち方というのがあって、これも練習次第ですぐ出来るようになります。体感して会得してください」

「そう言われて、もう何十発とやられているのだが。一向に絡繰からくりが分からんぞ」

　たんこぶの出来た頭をなでて、五十土くんがうなる。

　上達の兆しも見えないことに、少年たちは口々に不平を垂れた。それを見たヘイエくんは、不思議そうに首を傾かしげた。

「そんなに難しいかな。俺はすぐ覚えられたんですが」

「ぬ……！」

「まぁ、人間、才能というものがありますから。落ち込まないでください。諦めていいんですよ。一生俺には勝てないでしょうけど」

　心底憐あわれむような調子で、ヘイエくんは彼らを慰めた。

「つぁっ！　業腹！　拙者、業腹にござるよ！」

「絶対に一本奪おうぞ！　荒谷！　ぬしも何か言うてやれ！」

　二人の少年は立ち上がって、得物を手に取った。

　反骨精神に溢あふれる彼らには、わざとらしくてもああやってモチベーションを上げてやるのがちょうどいいのかな。ヘイエくんは意外と人に教えるのが向いているのかもしれない。なんだかんだ言いながら、毎日稽古に付き合っているし。

「どうした荒谷！　なぜ黙っている!?　悔しくないのか!?　ここまで虚こ仮けにされて、背せ鰭びれがしおれるぞ！」

「……お、オラは、オラは、は、は……」

「は？」

「は、腹が減った」

　鼻水を垂らした男の子がポツリとつぶやく。

　気の抜けた返事に、二人の少年はがくりとうなだれた。

「そう言えばもうお昼時だねー。僕もお腹なかが空すいたよ」

　僕は腰掛けていた岩から飛び降りて、ぐーっと背筋を伸ばす。

　天蓋の明るさは最大に達し、今がちょうど昼であることを知らせていた。

「それでは、こちらをどうぞ」

　流れる水のように清らかな声。後ろからかかったその声に、僕は振り返る。そこには白い肌をした倭人の少女がいた。

「あ、皇女様！」

　彼女は伊予媛命いよひめ。大皇と皇こう妃ひの一人娘だ。

　高貴な身分のため、近衛を連れているが、今は町娘が着るような簡素な倭服を着て、おにぎりの入ったかごを抱えている。

　僕はこの階層に来て初めて食べたのだけれど、このおにぎりというやつはとても美味うまい。中に入っている具もバリエーション豊かで、食べてみるまで中身が分からないという遊び心も実に良い。

　おにぎりに限った話じゃなく、僕らの階層からすると、ここの料理はなんでも美お味いしすぎる。ヘイエくんなんて感銘を受けて、宮内の料理人に教えを受けているほどだ。

「もう、アルトシエル様。私のことは伊予とお呼びくださいと申しておりますのに……」

　砂浜に茣ご蓙ざを敷きながら、伊予は不満げな視線を向けてくる。

「いやあ、そうするとお付きの人たちが怖いから……。そういうのは、二人きりのときにね」

　流し目を返すと、伊予はまぁ、と口に手を当てて微笑ほほえんだ。

「さぁさ、みなさんもどうぞ。たくさん作りましたから」

「か、かたじけない」

「皇こう女じよ様が手ずから握った飯！　至福！　拙者、至福にござる！」

「う、うま。うまうま」

　少年たちがかごへ殺到する。もちろん僕も参戦だ。

「ヘイエ様も、おひとついかがですか」

「ありがとうございます」

　少年たちが放り出した棒を拾い集めていたヘイエくんに、伊予がおにぎりを差し出す。受け取る時に手が触れ合って、彼女は頰ほおを赤く染めた。

「どうですか……？」

「とても美味しいですよ」

「！　そうですか！　良かった！」

　伊予は花が咲くように、満面の笑みを浮かべた。

「これは、なんだろう。甘酸っぱくて美味しいけど、野菜ではないような」

「それはひじきの梅煮です。体にとっても良いんですよ」

「へえ、これは好きな味です。今度作り方を教えて下さい」

「はい、喜んで！」

　ぐぬぬ、くやしい。僕の流し目が負けた。

　伊予はあんなに分かりやすい好意を向けているのに、ヘイエくんが全然気にしてないところも、なんか腹立たしい。

　護衛している近衛の人たちがものすごい顔で睨にらんでるけども、その辺りは大丈夫なんだろうか。

　あ、それよりこのおにぎり、本当に美味しい。どれ、もう一つ。

「アルトシエル殿は食い意地が張っておりますなぁ」

「色気より食い気、か」

「お、女の、子？」

　少年たちはおにぎりを頰ほお張ばりながら、三者三様に失礼なことを言ってくる。

「むー……そういう無礼なことを言うキミたちのおにぎりは、こうだ！」

　僕は口を大きく開けて、彼らのおにぎりにかぶりついた。

　もっしゃもっしゃと咀そ嚼しやくする。

「お、オラのおにぎりぃ……」

「ひどいでござる！　ひどいでござる！　一粒一粒嚙かみ締しめて味わっておったのに！　握り飯を握った皇女様のやわい手に思いを馳はせておったのに！」

「……近藤、ぬしはいささか気持ちが悪い。それにしても淑しとやかさの欠片かけらもないな、ぬし。皇女様の爪の垢あかでも煎じて飲ませてもらってはどうだ？」

「うるさいうるさーい！　残りのおにぎりも僕がいただいちゃうぞ！」

　ふしゃーっと威嚇すると、三人は顔を見合わせ、おにぎりを両手に持って逃げ出した。

「待てーっ！　……って追いつけるわけないじゃないか！　ずるい！」

　一目散に逃げ去った少年たちに、ぷんすか怒る。

　ヘイエくんは肩をすくめ、伊予は隣でクスクスと笑っている。

　この階層でのひとときは、本当に楽しかった。滞在は思ったよりも長引いて、次の階層へ向かうための円柱登頂許可は、その五日後に出た。

　彼らと過ごした一〇日間は、別れを惜しむには充分な時間だった。

　水中にありながら、新鮮な空気で満たされた皇こう居きよ御ご所しよで、僕とヘイエくんは正座して隣り合っていた。

「そうですか。明日、出発されますか」

　雅みやびな衣服をまとった初老の倭わ人じん男性が、深くうなずく。

「お世話になりました」

「ありがとう、大皇様！」

　一段高い座敷にいるのは、この階層で一番偉い、大皇様と皇妃様だ。

　本来は御み簾すという屛へい障しよう具ぐが間に掛けられていて、おいそれと拝顔することは許されないそうなのだけれど、今日は特別だった。

「いいえ、御礼を申し上げるのはこちらの方です。あなた方が来てから、伊予媛命は随分と明るくなりました」

「出来ることなら、このままずっといらして頂きたいですが、あなた方には大事な目的があるのでしたね」

　大おお皇きみ様の言葉を引き継いだ皇妃様に、僕は笑顔を向ける。

「うん！　この階層の海よりもずっと青くて広い蒼そう穹きゆうさ！　かならず見つけるんだ！」

「俺はあまり興味はないんですが、放っておくと、この人すぐ行き倒れそうなので。保護者としては付いていかないと」

　僕の決意表明に、ヘイエくんが水を差してくる。

「むっ、だれが保護者だね。キミはほんと先輩を敬わない後輩だよ」

「じゃあ、そろそろ頼りがいのあるところを見せてくださいね」

「何を言ってるんだ。僕はいつだって頼りがいがあるじゃないか」

　どんと叩たたいて胸を張る。

「頼るにはちょっと平たいかな……」

「どこを見てるのかな、キミは！」

　ああ言えばこう言う。生意気な後輩め。ほんと可愛かわいくない。

　大皇様と皇妃様が目を細めて笑っていることに気づいて、僕は慌てて咳せき払ばらいして居住まいを正した。

「そういうわけで、お世話になりました」

「いいえ、こちらこそ。あなた方のことは生涯忘れません。かならずまた会えると信じております」

　その後、別れは粛々と進んだ。

　旅の準備を終え、仲良くなった大勢の人たちに見送られる。僕らにとっては初めての、祝福された出発だった。

　円柱の入り口の前で、見送りに来た三人の少年が泣いている。

　伊予の姿は見えなかった。

　昨夜、ヘイエくんと何を話していたのか気になるが、聞いてはならないだろう。

「ヘイエ殿ぉ！　其許そこもとに教わった技の数々、かならず使いこなせるようになりますからなぁ！」

　滂ぼう沱だと流れる涙を腕で拭いながら、近藤くんが決意を語っている。

「あー、まぁ、頑張ってください。もっと肩の力を抜いて、適当にやると良いと思いますよ」

　まっすぐな好意が苦手なのか、ヘイエくんは投げやりなアドバイスを返している。

「我らは強くなる。旅を終えたらまた寄ってくれ。その時は、真剣で死し合あおうぞ」

　五十土くんが獰どう猛もうに牙を剝むく。

　少年の稚気溢れる殺意に、ヘイエくんは辟へき易えきした顔を作った。

「嫌ですよ。倭人のその感覚はまったく理解できません。けどまぁ、また稽古をつけるくらいはしてあげますよ」

「言うたな。逆にぬしが教えを請うほどに、練磨してくれようぞ」

　未来の近この衛え兵へいが不敵に笑った。

「こ、これ、皇女様が。ふ、二人に、わ、渡してくれって」

　荒谷くんが大きな包みを差し出してきた。

「お、お弁当。と、途中で食べてって」

「わあ！　ありがとう！」

「お礼を伝えておいてください」

　受け取った包みは、まだほんのりと温かかった。道中で開けるのが楽しみだ。

「こ、皇女様泣いてた。……へ、ヘイエ、ア、アルトシエル。ず、ずっとここにいて」

「やめよ、荒谷」

「それは野や暮ぼというものですぞ」

　親友たちに諌いさめられ、荒谷くんは涙を浮かべたままうなずいた。

「旅を終えたらまた来ます。その時まで、みんな元気で」

「いってきまーす！　すぐ蒼穹を見つけて帰ってくるからね！」

　手を振る倭の国の人たちに見送られ、円柱への扉を開く。

　彼らの姿が白くぼやけていき、僕の劣化した記憶はここで途絶えた。
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　目覚めは雨の音とともにあった。

　ヘイエ君もミウちゃんもまだ眠っている。

　起きた時、彼らは変わっているだろう。変わらざるを得ない、辛つらい経験をしすぎた。

　ミウちゃんはもしかしたら、心を閉ざしたまま、もうその扉を開かないかもしれない。

「…………」

　目やにをぬぐい、寝床から抜け出る。

　休止状態の蜘ク蛛モを再起動し、腹部の収納庫から荷物を取り出す。蒼穹を映すレンズと古い手記からは埃ほこりっぽい匂いがした。

　ペンダントになったレンズを首にかけ、手記のページをめくる。

　この手記があれば、階層世界の突破は難しくない。そう思っていたけれど、易々とは行かないみたいだ。

　数千年という旅立ちの遅れは、他の階層にも大きな影響を及ぼしていた。この階層の環境が崩れていたことも、原因の一つだろう。

　崩壊は、少しずつ始まっている。そうなるまでに、私たちはたどり着かなければならない。

「キミたちを殺したのは、私のようなものだね」

　劣化した記憶の中にあった倭人たちの姿を思い出す。

　私は最初から彼らのことを知っていた。

　知っていて、何もしなかった。

　彼らのことをヘイエ君に話せば、結末は何か変わっていたかもしれない。

　けれど、それは無意味だ。

　ヘイエ君は、この手記にあるヘイエ・イーリーとはまったくの別人なのだから。

　そして私もまた、彼かのアルトシエルではない。

　いや、違う。私こそが彼のアルトシエルだ。

　そうでなければならない。そうでなければ、なぜこの旅を始めたのか分からなくなってしまう。

「……ヘイエ君、キミは悪くないよ。悪いのは、私だけだ」

　空色のレンズは、変わらず美しい輝きを放っている。

　彼女の夢見た景色を、私は彼と見に行く。

　遅すぎた旅立ちは、彼を想おもう母の炎熱によって奇跡的に繫つながった。

　私の母は、私のことを想ってくれているだろうか。

　へその下を、指先で撫なでる。

　冷えた指先の感触に、体が軋きしんだ。

「私は、上う手まくやれてるのかな。……お母さん」
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「逃げろ！　大おお皇きみ様が皇居を開いてくださっている！」

「おい！　荷など捨てろ！　何も持っていくな！　走れ！　兎とに角かく、走れ！」

　その日、倭わの国は窮地にあった。

　長き眠りにあった、海魔が目を覚ましたのだ。

　高たか櫓やぐらの警鐘が鳴らされ、女子供が陸地へ上がって、皇居のある御み柱はしらへ避難していく。

　逃げ遅れた子供が泣き叫んでいる。気づいた別の大人が抱きかかえ、逃げ惑う人波に揉もまれながら、後背の災害を見上げた。

　町が燃えていた。

　そして、その奥にそびえる巨大な影があった。

　平屋造の平へい坦たんな屋根が、軟体の腕に押しつぶされる。一見柔らかそうに見えるその皮膚は、岩のような質量をもって、建物を破壊していった。

　海魔デイダラ。数年から数百年の単位で目を覚まし、倭の国を襲撃する怪物だ。かつてはその御み霊たまを鎮めるために幾百の乙女たちが生いけ贄にえに捧ささげられたそうだが、今代の大皇はそれを許さなかった。

　我が子を奪われる親の気持ちは誰よりも分かると、その意志を民に語った。

　武士もののふらは賛同し、己の心身を鍛え上げ、近く討伐隊を組む予定すら立っていた。

　その機先をくじくように、海魔デイダラは海深くより現れた。

　デイダラの身姿は、半透明の巨大な蛸たこだ。山のような大きさの頭を八本の足が支えている。

　倭の国の武士たちが槍やりや弓で応戦するが、目立った効果はない。刺さりはするが、水のような手応えで飲み込まれてしまう。

　なにより相手が大きすぎるのだ。針に刺された程度の痛つう痒ようも感じていないだろう。

　矢の斉射が尽きたのを待っていたかのように、デイダラは足を二本振るった。

　蟻ありを散らすような気安さで、武士たちは吹き飛ばされた。

　防衛の陣が崩れ、海魔は侵攻を再開する。武士たちの必死の戦いも、寸すん毫ごうの時を稼ぐことすらままならなかった。

「伊い予よ媛ひ命め様は!?」

「見つからぬ！　やはりあの海魔に……！」

　皇こう女じよたる伊予媛命を探す近衛兵が、苦渋に顔をしかめる。

　伊予媛命は民との繫がりを好む。幼き頃よりお忍びで慰安に赴くその姿に、民は心和ませた。倭の国で伊予媛命ほど民から愛された皇族はいないだろう。

　それが今回に限っては裏目となった。この時間は、浜辺で娘たちの貝拾いを手伝っていたはずだ。

　海魔は若い娘を好む。腹に蓄え、巣に戻ってからゆっくりと嬲なぶって食らうのだ。

　そうしている間にも、逃げ遅れた娘が海魔の腕先に囚とらわれ、鋭い嘴くちばしの並ぶ口内に飲み込まれる。

　半透明の体のおかげで、その様子がおぼろげに窺うかがえた。丸まる吞のみにされた娘は他の娘たちのいる場所へと運ばれていく。

　後頭部に位置するそこは、胃袋とは別の空間なのか、消化される様子はない。だが娘たちは怯おびえているのか、ひとかたまりになってそこにうずくまっていた。

「我らはこのようなときのために、日々修練に明け暮れていたのではないのか！」

「どうにも、ならないというのか……」

　武士たちはくやしげに槍の柄頭で地面を叩たたき、膝をついて絶望にくれた。

「どうにかしようか？」

　少年のような少女のような、中性的な高い声が武士たちにかけられた。

　振り返れば、金髪の小さな子供と、その隣にそれより少し背が高い、黒髪の子供がいた。

「なんだ、おぬしらは……!?」

「僕？　僕はアルトシエル！　ほら、ヘイエくんも自己紹介！」

「……人に会うたびにやるんですか？　……あー、俺はヘイエです。ヘイエ・イーリー」

　金髪の子供が元気よく飛び跳ねて、それに促されて黒髪の子供も気だるげに首に手をやって名乗る。

「いや、名前を聞いたわけではなくてだな……」

「待て待て！　それよりなんだその奇っ怪な姿は……!?　もしや海魔の仲間か……！」

　武士たちは驚いた。それほどまでに二人の子供は自分たちと姿が違いすぎていたからだ。

　鰓えらも鰭ひれも、鱗うろこさえない。奇妙な着物を身にまとう様子は、妖怪と見み紛まがう姿をしていた。

「そんなわけないでしょう。俺たちが来た方向を考えてください」

　黒髪のヘイエがやれやれと呆あきれ果はてた様子で、背後の御柱を親指で差す。

　高く雲を貫いてそびえる御柱を見て、武士たちに動揺が走った。

「御柱の使い、だと……!?」

「そんな……。だが、たしかに古く言い伝えでは……。ならばその珍妙な姿にも納得ができる……！」

　腰元の刀を抜こうとしていた武士たちは、判断に迷う。

「俺から見たら、珍妙なのはそっちの魚顔──もが」

「わーっ、わーっ！」

　階層問題に発展しそうな発言を、金髪のアルトシエルが押さえ込む。後ろから少年の口を両手で塞ぐが、身長差のせいで彼の背中が弓なりに反っている。

「僕たちは怪しいものじゃないし、ちゃんと大皇様からお願いされて、依頼クエストをこなしにきたんだよ」

「くえ、すと？」

「大皇様の名を持ち出すなど、噓うそであったら獄門ものだぞ！」

　聞きなれない言葉に首を傾かしげる者と、自分たちの権威の象徴である大皇の名を気軽に持ち出されて怒り出す者。

　その双方をニンマリと見つめて、アルトシエルはショルダーバッグの中から何かを取り出した。

「ひかえおろー！　これが目に入らぬかー！」

　それは白しら鞘さやに納まった小さな刀だった。細かい飾りが彫られた見事な意匠。それは近衛であれば誰もが知る畏敬の神器だった。

「そ、そそ、それはぁ!?　お、大皇様の背せ鰭びれより鍛えし御神刀っ!?」

「それを預かりしは、大皇様より急務の権限を与えられたという証左！」

　吃驚びつくり仰天した武士が尻餅を付き、すぐさまうずくまって土下座の姿勢を取る。

「おお、すごい。効果抜群だよ、ヘイエくん」

「良かったですね。それで、分かってもらえました？　あの蛸たこ、なんとかしたいんでしょう？」

　ヘイエが指差す方向には、未いまだ猛威を振るう海魔デイダラの姿があった。

「お、おぬしらが大皇より任を預かっていることは分かった。しかしあれをどうやって倒すというのだ」

「腹には娘たちも囚われている。伊予媛命様もおそらくはあの中だ。我ら武士が勝てぬものを、おぬしら子供がなんとする」

「なんとするの？」

　土下座の姿勢から顔を上げた武士が問いかけると、アルトシエルも同じようにヘイエを見上げた。

「先輩、大おお見み得えを切っておいて、蛸アレをどうにかする方法は考えてなかったんですね……」

「そのとおりだよ！　えっへん！」

　胸を張るアルトシエルに、ヘイエは嘆息する。

「まぁ、適材適所ですか。先輩は交渉で頑張ってくれましたしね。後は任せてください」

「任せろとはどういう……？」

　訝いぶかしげな顔をする二人の武士の懐に、ヘイエは手を伸ばす。

　あまりに自然で的確な動きだったので、鍛錬を積んだはずの武士たちが反応することもできなかった。

「よく手入れされてある。包丁代わりにはなりそうですね」

　その手には二本の小刀が握られていた。

「な、なぁっ!?」

「貴様、武士の表道具を!?」

　腰の大小から脇差しを盗んだヘイエは、その足で走り出す。刀を逆手に構え、姿勢を低くして構える速度は、武人である近衛たちからみても見事な身体操術だった。

「いってらっしゃーい！」

「はい、行ってきます」

　手を振るアルトシエルに答え、ヘイエは壁を蹴って平屋の屋根に飛び乗ると、今一度デイダラの姿を確認する。

「ふむ、目の間にあるのが脳かな。人質は後頭部。隙を作って正面から攻撃を仕掛けるのが有効ですかね」

　疾走しながら顎先を親指に乗せ、ヘイエは考察する。

「それにしてもこれは悩みますね。焼くか、煮るか、蒸すか、揚げるか。塩しお揉もみ下した茹ゆでして大蒜にんにくと唐辛子で炒いためるのはどうでしょう。章ヂア魚ンユーは食べたことはないですが、ゲテモノは美味うまいというのが定説です。……先輩に味見させてみますか」

　だんだん考察が別方向へ飛んでいってしまっているが、本人は気づいていない。

「ま、待たぬか！」

「返せ！　刀は武士の誇りぞ！」

　盗とられたものを追って屋根に登ってきた武士たちに、ヘイエは問う。

「あの章魚たこ、急所丸見えですけど、なんで狙わないんですか？　活いけ締じめの方法教えましょうか？」

「ええい、見て分からんのか！　あの柔い身が厚すぎるせいで、臓腑はらわたまで矢も槍も届かぬのだ！」

「ああ、そういうことですか」

　憤る武士たちに、ヘイエは小刀で肩をポンポンと叩いて納得する。その仕草がなおさら武士たちを刺激するのか、今にも頭から湯気を噴きそうだ。

「二人とも、足早いですね。力も強そうだ。ちょっとついてきてもらえますか」

　そう言って、ヘイエはさらに加速をかけた。

「ま、待てと言うに！」

「話を聞け！」

　まったく言うことを聞かないヘイエを、武士たちは必死で追いかけた。

　手足は細いし、背も低い。見た目はまるで強そうではないのに、そんな少年に屈強な武士たちはついていくので精一杯だ。

　精妙な足運びに無駄はなく、足音の一つすら立たない。忍びに長たけた乱らつ破ぱ透すつ破ぱでも、こうまで見事な歩法は会得していないだろう。

「小僧、貴様一体何者だ！」

「ただの冒険者ですよ。……まぁ、まだなったばかりの新米なんですが。口の達者な先輩にそそのかされてしまいましてね」

　ヘイエは平屋の屋根から跳躍し、道を飛び越え、向かいの屋根へ着地する。

　道にはまだ町民が波のように走って逃げており、この中を逆走して進むより、屋根伝いで向かうほうが早い。

　視界の先で、海魔デイダラが腕を振るう。建物が吹き飛び、懸命に抗あらがう武士たちが蹴散らされた。

「おのれ、海魔め……！」

「なにが荒あら霊みたまだ。あんなもの精霊じゃない、ただの物怪もののけだ！　娘たちを攫さらい、ついには伊予媛命様まで！」

　悔しげに武士たちが歯ぎしりする。

「ま、とっとと倒して助けてあげましょう」

　気楽に言うヘイエに、武士が嚙かみつく。

「出来るというのか、おぬしに！」

「そのために来たので」

　もはやデイダラは目前まで迫っていた。山のように大きな体は、見上げてなお全体像がつかめない。あれをこの少年はこともなげに倒してみせると豪語した。

「それで、ええと、あなたたちの名前は？」

「右う近こんだ」

「左さ近こんだ」

「似ている名前なんですね」

「双子であるからな」

「当然だろう。瓜うり二ふたつの顔を見て分からぬのか」

「……いや、俺から見たらみんな同じ顔に見えますけど」

　そうつぶやいてから、ヘイエは双子の兄弟に指示を飛ばす。

「この手順でお願いします」

「正気かおぬし!?」

「馬鹿げておる!?」

　ヘイエの策を聞いた二人は驚きよう愕がくする。それは策と呼べるほど複雑なものではなく、だからこそ少年の正気を疑うものだった。

「どこまで近づけるかが肝なので、頑張ってついてきてください」

　そう言ってヘイエは屋根から飛び降りる。

　もはやそこは戦場となっていて、デイダラの周囲の建物は根こそぎ薙なぎ払はらわれていた。

　なんとか負傷を免れた武士たちが弓を射うっているが、デイダラの侵攻を止めることは出来ないでいる。

「おい！　そこの童わっぱ！　なにをやっている！　ここは戦場だぞ！」

「な、何だその面妖な姿は!?　この童子、人ではないぞ!?」

　ヘイエたちが走ってきていることに気づいた武士が警戒するが、ヘイエは走る速度を緩めない。

「急務である！　各々道を開けい！」

　後に続く右近が、代わりに応える。

「右近左近か！　伊予媛命様は見つかったのか!?」

「いいや！　やはり海魔に囚とらわれておられる！　説明している時間はない！　ここは任せて道を譲れい！」

「ま、待て！　それ以上近づけば、やつの腕かいなにやられるぞ！」

　手を突き出して、ヘイエたちを制止しようとする武士の顔面がヘイエに踏みつけられる。

「邪魔です」

　顔を踏み台に、ヘイエは武士の一団を飛び越える。

「ぐはぁっ！　……き、貴様！　侍の面に傷を……！」

「すまぬ！　だが、今はあの小僧が頼りだ！　皆下がっておれ！」

　怒り狂う武士の横を右近と左近が駆け抜けていく。

　瓦が礫れきまみれの荒れ地を駆け抜け、ついにヘイエたちは海魔デイダラの前にたどり着いた。

「何という大きさだ……」

「こんなものを退治できるというのか……？」

　右近と左近があまりに巨大な生物を前にして息を吞のむ。

「動きは鈍重。急所の位置はまるわかり。大きいだけですよ」

　あまりに不遜だ。大きさはそのまま強さに直結する。矢も槍やりも刺さりはすれど効果はなく、屈強な武士たちが為なすすべもなく蹴散らされてきたのだ。ヘイエの発言は頼もしさよりも、現状を理解していないのでは、という疑いすら感じるものだった。

　デイダラはこちらの存在に気づいているのかいないのか、ゆっくりとした動きで八足を動かし、こちらへ歩み続けている。吸盤を使って引き寄せるように動くその音は、地鳴りを発生させていた。

「では手て筈はず通りにお願いしますね」

「誠に首尾よく行くのか？　しくじれば後はないのだぞ？」

「言うな左近。ここまで来た以上、やるしかあるまい」

　ヘイエは後ろに下がり、双子は肩を並べて槍投げのように腕を引いて腰を落とした。ただしその手に握られていた槍は横に置かれ、空手の状態だ。

　右に立った右近は左手を、左に立った左近は右手を、大きく引いて投げるための得物が届くのを待つ。

「いきます、よっ！」

　その投げる得物とは、ヘイエ自身だった。

　助走は一気に最高速へと達し、構える二人の手のひらに向かって低く跳ぶ。

「「おおおおおおおおおおおおお、りゃああああああああああああああああああっ!!」」

　ヘイエの足が乗った瞬間、双子は完璧に息を合わせ、発射台のごとくヘイエを投げ飛ばした。

「お見事」

　ヘイエが空中で賞賛する。三人がかりの跳躍は、驚異的な飛ひ翔しよう距離を生み出していた。

　だが、それでもまだ巨大なデイダラの体の半分も来ていない。

　ヘイエは飛翔速度が弱まる前に、左手に持った小刀を投とう擲てきする。

　着地先に突き刺さった小刀の柄つかを踏みつけ、さらに跳躍。全身で練った勁けいを足裏に集中させ、高く飛翔する。

　目標であるデイダラの眉間はすぐそこだ。ヘイエは残された小刀も眉間へと投げつけ、足場を作る。

　しかし、急所の近くを攻撃されれば、いかに鈍重なデイダラでもヘイエの存在に気づく。

　大きな目がヘイエの姿を捉え、空中にいる小こ蝿ばえを絡め取ろうと、吸盤の付いた長い足が伸びてきた。

「行くぞ！　右近！」

「応とも！　左近！」

　双子の掛け声が聞こえたと同時に、二本の槍が飛翔してくる。

　それはギョロついたデイダラの目に突き刺さり、それ自身では大した痛みを与えることはできなかったが、ヘイエを追う足の動きが僅かに鈍った。

　そして、ヘイエにとってはその隙で充分だった。

「失敗したときの次善策も考えてたんですけど、優秀ですねあの二人」

　小刀の柄という狭い足場に片足を乗せて、ヘイエは鳥のようにふわりと着地した。

　軽功は研ぎ澄まされ、ヘイエの体重は拳に集中する。

「詰みです」

　背後に迫る吸盤を意に介さず、ヘイエは拳を打ち放った。

　中段の構えから撃たれた拳は、デイダラの半透明の身を波紋のように波立たせ、さらにその奥に待ち受ける脳へと衝撃を伝達させる。

　精妙なる浸しん透とう勁けいは、その巨体に反してあまりに小さな脳を、あっさりと破裂させた。

「ＢＯＷＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!」

　断末魔はまるで船の汽笛のようで、半透明の体が一気に濁る。

　背後に迫っていた足が、ぐにゃりと力を失って落ちていった。

　ヘイエは宣言通り、一瞬にして海魔を絶殺せしめた。

「や、やりおった！」

「あの童子、本当に海魔を倒してしまったぞ！」

　槍を投げつけたままの姿勢で、右近と左近が驚愕する。

　ヘイエに触発された武士の一団が遅れて駆けつけ、力尽きた海魔の姿に呆ぼう然ぜんとし、それが次第に歓声へと代わっていく。

「冒険クエスト完了、と」

　軽功をもって柔らかに着地したヘイエに、武士たちが駆け寄ってくる。

「何という絶技か！　御お見み事ごと！　御見事にござる！」

「御柱の使いが倭わの国を救ってくださった！」

「そなたこそ誠の益ます荒ら男およ！」

　大勢の巨漢たちに囲まれ、ヘイエはうっとした顔になった。

「やあやあ、僕の後輩はすごいだろう！」

　武士の一人に肩車をしてもらって運ばれてきたアルトシエルが、ひょいとヘイエの前に飛び降りて、話は自分を通してもらおうかとばかりに武士たちを遮る。

「ふはは、ヘイエくんはすごい！　それもこれも日頃から先輩である僕の教えを守っているからなのだよ！」

　どやあ、とばかりに鼻をふくらませて胸を張る。

「……いやまぁ、あえて何も言いませんが」

　知り合ってまだそれほど経たっていないのに、全開で先輩風を吹かすアルトシエルにヘイエは呆あきれる。それからさり気なく人見知りの自分を庇かばってくれたことに感謝するが、それは絶対に教えない。

「それよりキミたち、捕まった女の子たちを助けないで良いのかね？」

「おお！　そうであった！　皆の衆、急げ！　デイダラの腹を割くぞ！」

　結構な数の怪け我が人にんも混ざっていたが、気勢を上げてデイダラの体を登っていく。

「みんな元気だねえ」

「俺も手伝ってきます。しばらく食材には困りませんね」

「食、材……？　た、食べるのかね、これを……!?」

「もちろん。狩った以上、それはご飯です」

　戦慄するアルトシエルを置いて、ヘイエはデイダラの体を駆け上がる。

　ぬめる皮に苦戦しながら登る武士たちを次々と追い抜き、途中でまた刀を拝借すると、頭頂部に深々と刃やいばを突き刺して、今度は飛び降りた。

　デイダラの後頭部が一気に切り開かれ、中から海水とともに攫さらわれた娘たちが飛び出てきた。

　何が起きたか分かっていない娘たちは、周囲の明るさでようやく自分たちが助かったことを理解した。

　涙して抱き合い、助け起こしに来た武士たちに飛びついて、しどろもどろにさせている。

「大丈夫ですか？」

　海水をかぶって濡ぬれ鼠ねずみになったヘイエは、近くに倒れていた少女に手を差し伸べた。

　種族は違えど、白い肌の美しい娘だった。

「あ、ありがとうございます。力が入らなくて。ほっとして腰が抜けてしまったようです」

「そうですか。でもここにいると作業の邪魔になるので、あちらへ行きましょう」

　ヘイエは少女の膝と背中に手を回すと、そのまま抱き上げた。

「えっ、あ、あの……!?」

　ヘイエとしては、鮮度が下がる前にデイダラの肉を確保したかった。解体作業にお嬢様方は邪魔だったのだ。

「お、重たくないですか？」

「いえ、全然」

　頰ほおを染めて身をすくめる少女に、ヘイエは淡々と答える。頭の中はもう蛸たこ料理のことでいっぱいだった。

「き、き、貴様ぁっ!?」

「伊予媛命様に軽々しく触れた上に、その腕に抱くだとぅ!?」

「こ、こら！　どこに手を回しておるか！　女子の背せ鰭びれに気安く触れるなど！」

「破廉恥！　破廉恥極まりない！　この不ふ埒らち者ものめが！」

　右近左近が憤怒の形相で走ってくる。

「じゃああなたが運んでくださいよ」

「ばっ、莫ば迦か者！　恐れ多くも皇こう女じよ殿下に我々が触れるなど出来るものか！」

「ならどうしろと……」

「御身に触れないよう、丁重に運ぶのだ！」

「いや、無理だから……」

　がなりたてる近衛の双子に挟まれ、ヘイエはげんなりとうめいた。その間も腕に抱かれた伊予媛命はチラチラとヘイエの顔を窺うかがっている。

「……あーあ、ヘイエくんがまた女の子を誑たらしこんでる。僕ぼかぁ、この先の旅が不安でしょうがないよ」

　それを見てぼやくアルトシエルは、一ひと悶もん着ちやく起きそうな予感がして仕方がなかった。

　火災を察知したのか、天蓋が局所的な雨を降らし始めた。

　それは細かい雨と光の反射によって、虹を生み出す。

　七色のアーチが橋のようにかかり、皆作業を止めてその光景に目を奪われた。




　──目指すべき蒼そう穹きゆうは未いまだ遠く、旅はまだ始まったばかりだ。

　階層世界の謎を解き明かし、彼らはきっとたどり着く。幾千の時が過ぎ去ろうとも、幾万の試練が襲い来ようとも、いつか必ず。

　しかし今は、目の前の美しい景色を心から楽しむべきだろう。

　旅をし、依頼をこなし、お宝を見つけ、時には寄り道をする。

　それが、冒険者のあるべき姿なのだから。
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　水中深くに、円柱への出入り口はあった。

　廃はい墟きよに埋もれていることも懸念していたが、すんなりと見つけることが出来たのは僥ぎよう倖こうだった。

〈これで、次の階層へ向かうのは問題ないね〉

　アルトシエルがスライド式のドアをハッキングして開くと、一気に水が流れ込んだ。水が円柱の中を満たすまでしばらくかかるだろう。

〈いったん上に戻ろう。ミウちゃんが待ってるよ〉

　浮上するアルトシエルにつかまって、水面を目指す。

〈さて、ゆっくり休んで、答えは決まったかな？〉

「はい」

　ためらうことなく、返事をすることが出来た。

「あいつを、ミウを連れていきます」

　ふむ、とアルトシエルは一つうなずき、

〈それでいいのかな？　旅はこれから過酷なものになるだろうし、環境だってミウちゃんに適しているものではないかもしれない。次の階層がもし暑くて乾いた階層だったら、ミウちゃんの体にはひどく毒だろうね〉

　俺の決心を試すように、問題点をいくつも上げてくる。

「それでも、ここに一人でいるよりはいい」

〈お父さんとお母さんが眠るこの階層にいたい。そう言うかもしれないよ？〉

「いずれこの階層は水に沈む。他に生きているものの気配もない。置いていく訳にはいきません。寂しいというのなら、俺が父親の代わりにくらいなってやります」

〈……え？　……ち、父親……？〉

　俺の決意を聞いていたアルトシエルが、ぽかんとつぶやき、急に吹き出した。

「……なんですか？」

〈いや、だってさ。父親の代わりって……。それは無理だよ。たぶんミウちゃんは、ヘイエ君のことをお父さんとは見れないんじゃないかなぁ〉

「それは、そうかもしれませんけど」

〈あーあ、もうちょっと意地悪しようかと思ってたんだけど、笑った僕の負けだ。ヘイエ君、僕もキミと同じ気持ちだよ。あの子はここにいちゃいけない。僕らと一緒に来るべきだ〉

「先輩……」

〈というかだね。ヘイエ君とミウちゃん、実年齢はけっこう近いと思うんだがね？　もしかしたらミウちゃんの方がお姉さんかもしれないよ？〉

「……!?　な、んで……！」

〈知ってるかって？　お師匠さんから少しだけどキミのことは聞いてるのさ。いやあ、まさかまだ五歳だとは思ってなかったよ……くふふっ……〉

　こいつ、知ってて黙ってやがったのか……！

〈あっ、痛い痛い！　ヘイエ君、頭を握りしめられると痛いよ！　表面装甲が取れちゃうよ！〉

「まったく……。他には何を聞いたんですか？」

　師匠め。余計なことを……。

　意地悪く笑うババアの姿が脳裏に思い浮かんだ。

〈大したことは聞いてないよ。キミが知ってることくらいしか僕も知らない〉

　それは、きっと噓うそだろう。

　アルトシエルがあの階層から俺を連れ出したのは、きっと偶然じゃない。この体のことも、記憶のことも、もしかしたら全て知っているのかもしれない。

　アルトシエルが何かを隠しているのは、ずっと感じていたことだ。

　ただ、それは知らなくてもいいことだと思っていた。

　俺はただアルトシエルに恩を返せればそれでいいと、彼女が何者であっても俺には関わりのないことだと、そう思っていた。

「先輩、前言を撤回してもいいですか」

〈うん？　どれのこと？〉

「俺は、先輩のことが気になります」

〈はぇ!?〉

「先輩が何者だって構わないと言ったのは噓です。先輩の過去が知りたいです。なぜ義体になったのか、なぜ蒼穹を目指しているのか。それだけじゃない。先輩がなにを好きで、なにが苦手なのか。そんな些さ細さいなことだって知りたい。俺は、あなたのことが知りたいんだ」

〈そっ……！　だって……僕は……〉

　アルトシエルが言葉に詰まっている。何かを言おうとして失敗し、慌ただしく八つ目が動いた。

「そしてなにより、俺は俺自身のことを知りたい」

　そうだ、俺は逃げていた。アルトシエルから、自分の過去から。

　見たくないものに蓋をして、大人であるかのように振る舞っていた。

　自分の足で立っているなんて思い上がって、俺が俺である理由をアルトシエルに押し付けていた。実際の俺は、瘦せっぽっちのただのガキにすらなれていなかった。

　俺はもう逃げたくない。知ることから逃げてしまえば、誰も守ることが出来ない。

　ミウのことも守れる強い大人になりたい。

「きっと俺はこの階層を訪れたことがあるんだ」

　あの時、老いた魚人がつぶやいたのは、俺の名前ではなかっただろうか。そんな気がしてならない。

　何千年も前の地層から見つかった俺。何千年ものあいだ乾眠していた魚人。

　二つの共通点が、俺を一つの推察へ導く。

　記憶を失う前のかつての俺は、彼らと交流があったのではないか。近こん藤どうや荒あら谷や、五十土いかづちも本当は俺のことを知っていたのではないか。俺の記憶がないことを知り、無関係のまま切られることを望んだのではないか。

　真相はもう誰にも分からない。それでも俺は、そう感じて仕方がないのだ。

「先輩が多くを語らないのは、何か理由があるんでしょう？　だったら俺は自分で自分を探します。先輩が蒼穹を探すように、俺はこの旅で俺自身を見つけたい」

〈そっか……。うん。それがいい。ヘイエ君が旅の目的を見つけてくれたことを嬉うれしく思うよ〉

　アルトシエルは目を閉じ、嚙かみしめるようにうなずいた。

　水面へ浮上する。見上げた先には、廃墟のへりに腰掛けて、ぼんやりと雨雲を見上げるミウの姿があった。

　服が濡ぬれるのもかまわないまま、何の感情も浮かんでいない瞳で、曇天を見上げている。

　助け出したあと、ミウは一度も口を開いていない。アルトシエルが話しかけても、何も答えず表情すらかわらず、ああしてずっと雨に打たれている。

「先輩」

〈ん？〉

「踏ん張ってください」

〈え？〉

　アルトシエルの承諾を待たずに背中に立った俺は、コートを跳ね上げ、右みぎ腿もものホルスタから黒銃を抜いた。

　銃口を真上へ向け、銃に残った雷氣をすべて撃発する。

　凄すさまじい轟音と閃せん光こうが雨を切り裂き、頭上の雨雲を貫いた。

　その先にある天蓋に衝突した質量弾は、そのエネルギーを開放し、発生した爆風が曇天を消し飛ばした。

　円形にくり貫ぬかれた晴れ間が、徐々に広がっていく。

　雲がなくなり、白く光る天蓋の人工光が、濡れた廃墟を照らした。

　黒銃の威力をもってしても、天蓋には傷一つ付いていない。環境システムが壊れたままである以上、雨はまた降り出すだろう。

　だが、産まれて初めて見る、晴れた景色に、ミウは目を奪われていた。

　風がやみ、雨音さえも消えた。無音が反響する真白の世界でミウに呼びかける。

「ミウ」

「…………」

　俺の声に反応したミウが、こちらを見下ろす。

「俺たちは旅をしている」
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「…………」

「始まったばかりの旅だ。俺もまだ旅の目的を見つけたばかりで、どう上う手まくやればいいのかも分かってない。この先、つらい道程や険しい試練が待っているだろう。新しい発見や楽しい出会いもあるかもしれない。旅はそういうものらしい。そしてそれを何千回も繰り返す、気が遠くなるほど長い旅だ」

「…………」

「だけど、一緒に行こう」

　ミウに手を差し伸べる。

「俺たちは子供だ。親なしの子供だ。お前の孤独を俺は知っている。だから、これから先、どんなことがあっても、お前を独りにしないことだけは、約束する」

「……っ……」

　無表情だったミウの左目から涙がこぼれた。

「ミウは……おとうさん、と……おかあさん……たすけたかったの……っ」

　涙は次々にあふれ出して、ミウはくしゃりと顔を歪ゆがませる。

「ああ、分かってる。俺も助けたかった」

　ミウは俺と同じだ。
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　両親に守られて、願いを託されて、自分を閉じ込める世界から飛び出した。

　助けたくて、でも助けられなくて、自分の無力さを嘆くしかなかった。

　そんなお前だからこそ、俺は一緒に行きたい。

「ずっと……ずっと……さびしかったの……っ」

「これからはずっと俺たちがいる」

「おそとはこわくて……さむくて……だれもいなかったの……っ」

「今はどうだ？　寒いか？」

　ミウは首を振った。

　天蓋から降りそそぐ白い光は人工灯に過ぎなくても、暖かくミウを照らしている。

「聞かせてくれ、ミウ。俺はお前と一緒に行きたい。お前はどうだ？」

「いきたい……！　ヘイと、アルと、いっしょがいい……！　ひとりぼっちは、もういやだよう……！」

　飛び降りたミウを抱きとめる。

　堰せきを切ったように泣くミウを、固く抱きしめた。

〈やれやれ、キミは思った通りの女泣かせだよ。僕に告白じみたことを言ったかと思ったら、その次には足蹴にして別の女の子を口説くとか……もうね……ほんとね……〉

　足元でブツブツとつぶやいていたかと思ったら、蜘ク蛛モの背中が開いてアルトシエルが飛び出してきた。

「なにヘイエ君だけいい格好してるのかね！　僕だって同じ気持ちだよ！　いいところばっかり持って行って、ほんともうずるい！」

　体当たりするように抱きついてきたアルトシエルに、俺はバランスを崩して、三人で水へ落下した。

　水面から顔を出して、頭を振る。

「なにやってるんですか……」

「それはこっちのセリフだよ！　ヘイエ君の女たらし！　鈍感！　唐変木！」

「意味が分からない……」

「くすっ、ふふふふっ」

　俺たちのやり取りをぽかんと見ていたミウが、突然笑いだした。

「おや、なんだか受けたようだよ、ヘイエ君」

「知りませんよ、まったく……」

　嘆息する俺を置いて、少女たちは笑いあっている。

「改めてよろしくね、ミウちゃん！」

「うん！」

　冷たい水は三人で寄り添えば、少しも寒くなかった。

「先輩はとっとと蜘蛛に戻ってください。もうこのまま次の階層へ向かいましょう」

「分かってるよ、もー。ミウちゃん、忘れ物はないかい？」

　ミウはそう問われて、廃はい墟きよと白い天蓋を見上げた。

「おとうさん……おかあさん……。いってきます」

　旅立つ娘を祝福するように、光のカーテンが優しく揺らめいた。

　そして、俺たちは廃棄階層第二〇二五層を抜け、次の階層へと向かった。

　新たな仲間と、新たな決意を胸に、俺たちの旅は続く。










　あとがき




　おはこんばんにちわん。犬いぬ魔ま人じんです。出ました二巻。またお会い出来て光栄です。

　え？　一巻読んでない？　そもそもあとがきから立ち読みしてる？

　それはいけません。すぐさまセットでご購入を！　レジはすぐそこですぞ！

　さぁさぁ！　お早く！　面白いから！　ほんともう面白いから！　お願いしますよう！買って下さいよう！（泣いて縋すがりつく）

　閑話休題。

『蒼そう穹きゆうのアルトシエルⅡ』、いかがでしたでしょうか。

　強敵たちを倒し、新たな仲間が加わり、ヘイエとアルトシエルの旅は続いていきます。

　長い、どうしようもなく長い時間と、遠すぎて果てすら見えない距離を、彼らは旅をすることになるでしょう。いつかたどり着くであろう、無限に広がる蒼穹を目指して。

　階層を一つ越えるごとに、彼らには新たな世界と大いなる謎と試練が訪れるでしょうが、彼らならきっと大丈夫。必ずや乗り越え、先へと進み続けることでしょう。

　これからも少年と少女たちの旅路の行く末を見守っていただければ幸いです。

　それではページ数残りわずかとなってきましたので、謝辞に移らせていただきます。

　まずはイラストを担当してくださった、悠ゆう久きゆうポン酢ずさん。一巻にも増して格かつ好こいい表紙を描いてくださって感謝感激です。先輩の憂いと決意を秘めた表情がたまらんですよ！

　担当編集のＫさん。放っておくとマイナーな方向へ行きたがる作者の我わが儘ままに粘り強く付き合ってくださり、またもや素晴らしい作品へと昇華してくださいました。

　そして編集部の皆さん、デザイナーさん、校閲さん、営業さん。多くの方に支えていただき、再び発売日を迎えることが出来ました。

　それからｗｅｂ小説における諸もろ々もろの書き方や昨今の流れなど、最新の作家として必要な知識をご教授くださった風ふう来らい山さん先生。その他お世話になった多数の先生方に感謝の意を。

　そして、今この本を取ってくださっている貴方あなたに、もう一度感謝の言葉を送らせて頂ける喜びを嚙かみ締しめています。

　皆様、本当にありがとうございました！




　追伸・実は別の新作も発刊予定です。びっくりするぐらい逆方向の作品ですが（小声）。そちらでもお会いできたら嬉しいです！　ではではー！


二〇一七年九月　犬魔人　拝　
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